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1801年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾅﾆﾝｸﾞ統治者(ｵﾗﾝｸﾞ･ｶﾔ･ｾﾘ･ﾗｼﾞｬ･ﾒﾗｰ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｻｲﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｵﾏﾙ｣(~1849年
  )
1801年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｲｷﾞﾘｽ居留者代表｢ﾍﾝﾘｰ･Webber｣(~1803年)
1801年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Jasin｣(~1807年)
1801年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Abu al-Nashar Muhammad Ishaq Zainulmutaqin｣(~1
  802年)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏﾌﾛｸﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾅﾊﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｳﾞｧｷﾙ･ｶｰﾝ｣⇒｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ｶｰﾝ･ｱﾛｸｻﾞｲ｣(2回目~1812
  年)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国統治者(ﾐﾙｻﾞ･ﾏﾊﾗｵ)｢ﾗﾔﾀﾞﾝｼﾞ3世｣(2回目~18131030)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾜﾙﾀﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｳｼﾞﾔﾙ･ｼﾝ｣(~1848年)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾄﾘﾝﾊﾞｸﾗｵ2世ｱｯﾊﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣(~1812年)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｹｵﾝﾀｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ｾﾝ｣(1回目~1803年)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝｸﾞﾘ国統治者(ﾗｵ)｢ﾁﾝﾀﾏﾝ･ﾗｵ1世ｱｯﾊﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ｣ﾐﾗｰｼﾞから分離(~18510715没)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾞﾋﾟﾅｰﾄ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(2回目~1802年)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾄﾞｩﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ｣(~1806年没)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾌﾛｸﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｻﾝｻｰﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(1回目~1803年)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾐﾗｰｼﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾙ･ﾗｵ1世｣(~1819年)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾓﾊﾝﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｻﾗﾑｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾗｲｼﾞﾝｼﾞ｣(~1850年)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾞﾃｨｱ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾊﾟﾘﾁｬｯﾄ･ｼﾝ｣(~不明)
1801年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗﾝﾌﾟｰﾙ国のﾛﾋﾙｶﾝﾄﾞはｱﾜﾄﾞによって英領ｲﾝﾄﾞに割譲される/ﾗﾝﾌﾟｰﾙは英領ｲﾝﾄﾞに
  従属
1801年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾍﾞｲ｢ﾅﾙﾌﾞﾀ･ﾋﾞｰ｣
1801年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾝﾄﾞ国ｶｰﾝ｢ｺﾞｰﾗﾑ･ｱﾘ･ﾌﾞﾝ･ｿﾌﾞﾀﾞﾙ｣(~1811年)､｢ｶﾘﾑ･ｱﾘ･ﾌﾞﾝ･ｿﾌﾞﾀﾞﾙ｣(~1828年)
  ､｢ﾓﾗﾄﾞ･ｱﾘ･ﾌﾞﾝ･ｿﾌﾞﾀﾞﾙ｣(~1833年)
1801年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾐﾙﾌﾟｰﾙ国ﾐｰﾙ｢ﾀﾛ･ｶｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾓﾗﾄﾞ･ｱﾘ｣ﾀﾙﾌﾟｰﾙ氏族の分家により建国(~1829年)
1801年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｱｰﾘﾑ･ﾊﾝ｣(~1810年死去)最初にﾊﾝ
  を称する
1801年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾀｼｭｹﾝﾄ支配者｢Muhammad Khwaja｣(~1805年死去)
1801年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ﾌｧﾃ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣(1回目~1803年)
1801年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｶﾙﾌﾞ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣(2度目~1804年)
1801年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｸｰ汗国ﾊｰﾝ｢ﾌｻｲﾝ･ｸﾙﾘ･ﾊｰﾝ｣(2度目~18061006)
1801年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾃﾞﾙﾍﾞﾝﾄはﾛｼｱの宗主権下(~1802年)
1801年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｶﾗｴｲ汗国ｶｰﾝ｢ｻﾙﾀﾞﾙ･ｴｼｬｸ･ｶｰﾝ･ｶｰﾗｴｲ･ﾄﾙﾊﾞﾃｨ｣建国(~1816年没)
1801年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾗﾌﾏﾝ･ｱﾙﾗｼｰﾄﾞ｣
1801年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｱｳｻ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲｼﾞｭﾀﾞｰﾋｽ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｲｼﾞｭﾀﾞｰﾋｽ｣(~1802年)
1801年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世ｱﾙ=ﾌｧﾄﾞﾙ｣(~1839年没)
1801年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾊﾞｰﾚｰﾝはﾃﾞｨﾙｲｰﾔの宗主権下(~1811年)
1801年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾜｯﾊｰﾌﾞ派がｶﾙﾊﾞﾗを襲撃し略奪
1801年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kataragasi Ibrahim Pasha｣(1期目~1803年)
1801年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ伯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｶｼﾞﾐｰﾙ3世｣(⇒1840年ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ
  侯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｶｼﾞﾐｰﾙ1世｣(~1848年)
1801年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Antonio Ferrero｣(~1805年死去)
1801年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾏﾙｱ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾏﾝ･ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ｣建国(~1846年)
1801年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢Antonio｣(~1805年)
1801年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾎｾ･ｼﾞｮｱｷﾝ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ﾄﾙｳﾞｧﾝ｣(~1803年2月)
1801年 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島司令官｢Thomas Dinzey｣(~1803年)
1801年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者代行｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾙｹﾞﾀﾞ｣(~1802年)
1801年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ﾌｧﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾙｾﾄﾞ｣(~1803年)
1801年1月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督代行｢ﾄﾞ･ｼｬﾙﾎﾞﾝﾇ｣(~18020702)
1801年1月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞの植民地VOCは解散
1801年1月1日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国執行評議会議長｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾝﾂｪﾝﾂ･ﾖｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾘｭｯﾃ
  ｨﾏﾝ｣Uni(1期目~31日)
1801年1月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱの天文学者ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾋﾟｱｯﾂｨ(55)が小惑星の｢ｹﾚｽ｣を発見/初めての小惑星
  の発見
1801年1月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ連合王国の艦船に使用するﾕﾆｵﾝ･ﾌﾗｸﾞに､ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのｾﾝﾄ･ﾊﾟﾄﾘｯｸ･
  ｸﾛｽが加えられて現在のﾕﾆｵﾝ･ｼﾞｬｯｸの原型ができる
1801年1月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ王国が合同し､ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝおよびｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ連
  合王国が誕生/ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王ｼﾞｮｰｼﾞ3世が国王(-1820)ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ王国は消滅
1801年1月2日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾊｲﾁ|  |||ﾄｩｻﾝ指導のﾊｲﾁ黒人武力闘争軍がｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞを制圧
1801年1月3日-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾊﾞﾅﾊﾞ島が､米国のｼﾞｪﾚｯﾄﾞ･ｶﾞｰﾃﾞﾅｰ大尉によって発見され､ﾛｯﾄﾞﾏﾝｽﾞ島と
  名付けられた
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1801年1月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾞﾘｭﾇはｳﾞｪﾛｰﾅに入城
1801年1月4日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞｰｽﾞ｣(3回目~18030215)
1801年1月6日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾊﾞﾙｾﾏｵ子爵ﾙｲ･ﾋﾟﾝﾄ･ﾃﾞ･ｿｰｻ･Coutinho｣(~18040414死去)
1801年1月6日-09:00|日本|東京都中央区|寛政12年11月22日|銀座を蠣殻町に移転
1801年1月9日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾙﾄﾘ･ｶﾍﾃｨ王｢ｷﾞｵﾙｷﾞ12世｣
1801年1月9日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ･ｶﾍﾃｨ王｢ﾀﾞｳﾞｨﾄ･ﾊﾞｸﾞﾗﾃｨｵﾆ皇太子｣(~6.18)
1801年1月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶5年11月26日|李氏朝鮮が天主教を禁止
1801年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､北欧武装中立同盟加入国の船舶の港への出入を禁止
1801年1月14日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼﾞｬｯｸ･ﾙｺﾜ･ﾄﾞ･ﾓﾝｼﾞﾛｰ｣(~1803年)
1801年1月15日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛政12年12月|<出版>大阪の浮世絵師松好斎半兵衛｢戯場楽屋図会｣
1801年1月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾎﾟｳｨｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｱｰｻｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣廃絶
1801年1月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ﾔﾝ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾌｧﾝ･ｽｳｨﾝﾃﾞﾝ｣(2回目~2.16)
1801年1月21日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｶﾞﾘｼｱ総督｢Johann Jakob Graf von Gaisruck｣
1801年1月24日-09:00|日本|東京都|寛政12年12月10日|<死去>仙台藩江戸詰の藩医で経世論家,工藤平助(67)
1801年1月26日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ領ｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞﾐﾆｸ･ﾄｩｰｻﾝ=ﾙｳﾞｪﾙﾁｭｰ
  ﾙ｣(~18020520)
1801年1月26日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||ﾄｩｰｻﾝ,ｲｽﾊﾟﾆｮｰﾗ総督を宣言/奴隷制度を廃止し,黒人奴隷を解放
1801年1月26日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾊｲﾁ|  |||ﾊｲﾁがｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ占領(~18020520)､ﾌﾗﾝｽ共和国に代わって奴隷制度
  の廃止を宣言
1801年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬがｲｷﾞﾘｽとの攻守同盟と通商条約に調印
1801年2月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督代理｢Joseph Franz de Paula Graf von Sweerts-Spork｣(~1
  801.8)
1801年2月1日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国執行評議会議長｢ﾌﾗﾝｿﾜ=ﾋﾟｴｰﾙ･ｻｳﾞｧﾘ｣U-F(1期目~28
  日)
1801年2月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ上院､米仏協定承認
1801年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>ｴｸｾﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｾｼﾙ｣⇒ｴｸｾﾀｰ侯(~18040501死去)
1801年2月4日-09:00|日本|東京都千代田区|寛政12年12月21日|伊能忠敬が蝦夷南東海岸と奥州街道の略測図を
  幕府に上呈/日本初の実測地図
1801年2月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､浮浪と略奪を取締る特別治安法廷設置
1801年2月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱはﾗｲﾝ川の左端をﾌﾗﾝｽに割譲し､北ｲﾀﾘｱなどをﾌﾗﾝｽの保護国
  とした
1801年2月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄｽｶｰﾅはｵｰｽﾄﾘｱから､ﾌﾗﾝｽの手に渡りﾄｽｶｰﾅ大公国は廃止
1801年2月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｵｰｽﾄﾘｱとﾘｭﾈｳﾞｨﾙの和を結ぶ
1801年2月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾘｭﾈｳﾞｨﾙ条約により､ﾗｲﾝﾗﾝﾄはﾌﾗﾝｽに併合
1801年2月9日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾚｯｸﾊｲﾑを正式にﾌﾗﾝｽに割譲
1801年2月9日-09:00|日本|大分県杵築市|寛政12年12月26日|<死去>松平親盈(75歳)前豊後杵築藩主
1801年2月13日-09:00|日本|  ||寛政13年|<刊行>関赤城｢雲遊後録｣(｢中山紀行｣を含む)
1801年2月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･宝興1年|大越西山朝阮文賛､宝興と改元(-1802)
1801年2月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||J.ｱﾀﾞﾑｽﾞ大統領､1801年裁判所法に署名
1801年2月13日-09:00|日本|  ||寛政13年1月|<出版>歌川豊国｢俳優三階興｣
1801年2月13日-09:00|日本|  ||寛政13年1月|<出版>歌麿｢絵本四季花｣
1801年2月13日-09:00|日本|  ||寛政13年1月|<出版>北斎と鳥文斎栄之｢女房三十六人歌合｣
1801年2月13日-09:00|日本|  ||寛政13年1月|<出版>鈴木芙蓉｢熊野名勝図会｣
1801年2月14日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ﾗﾋﾞﾝﾄﾝ男爵ﾗﾙﾌﾍﾟ
  ｲﾝ｣(2回目~18070801)
1801年2月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<辞任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾟｯﾄ｣(~3.14権限移譲)
1801年2月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾚﾑ･ﾍｽ｣(7回目~3.16)
1801年2月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||大統領選挙:決選投票で民主共和党ﾄﾏｽ･ｼﾞｪﾌｧｰｿﾝが当選
1801年2月17日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|寛政13年1月5日|<死去>酒井忠温(65歳)前上野伊勢崎藩主
1801年2月20日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾀ総督代理｢ﾍﾝﾘｰ･Pigot｣(~7.5)
1801年2月27日-09:00|日本|岡山県総社市|寛政13年1月15日|<死去>蒔田定静(43歳)前備中浅尾領主
1801年2月28日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ｸﾞﾙｼﾞｱ王国､ｶﾙﾄﾘ･ｶﾍﾃｨ王国は皇帝ﾊﾟｰｳﾞｪﾙ1世によってﾛｼｱ帝国に併合
  宣言
1801年3月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに宣戦布告
1801年3月4日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ首相｢ｸﾆｬｰｽﾞのｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁ･ｸﾗｷﾝ｣(~9.27)
1801年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国第3代大統領｢ﾄﾏｽ･ｼﾞｪﾌｧｰｿﾝ｣民主共和党(~18090304)
1801年3月5日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ領ｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ弁務官｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｼﾞｬｯｸ･ｽﾀﾆｽﾗｽ･ﾄﾞ･ｺﾝﾋ
  ﾞ･ﾄﾞｰｶﾞｽﾃｨﾝ｣(6.6からは監督官~1803年)
1801年3月8日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ｴｼﾞﾌﾟﾄ司令官｢ﾗﾙﾌ･ｱﾊﾞｰｸﾛﾝﾋﾞｰ卿｣(~21日)
1801年3月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄﾘｰｱとｹﾙﾝ選帝侯領の一部からﾗｲﾝとﾓｰｾﾞﾙのﾌﾗﾝｽ県形成(~1814年)/ﾄﾘｰｱ選
  帝侯領とﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公国の一部からｻｰﾙのﾌﾗﾝｽ県形成(~1814年)/ﾏｲﾝﾂ選帝侯領の南部､ｼｭﾊﾟｲｱｰ司教区とｳﾞｫﾙ
  ﾑｽ司教区､ﾌﾟﾌｧﾙﾂ司教区の一部､ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公国からﾓﾝﾄﾈｰﾙのﾌﾗﾝｽ県形成(~1814年)/ﾕｰﾘｯﾋ公国､ｹﾞﾙﾀﾞｰｽ公国
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  ､ｸﾚｰﾌｪ公国､ﾑｰﾙ公国､ｹﾙﾝ選帝侯領の一部､ｹﾙﾝとｱｰﾍﾝの自由都市からﾛｱのﾌﾗﾝｽ県形成(~1814年)
1801年3月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが第1回国勢調査を実施､人口が1050万人
1801年3月11日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国執行評議会議長｢ｶｰﾙ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌﾘｼﾝｸﾞ｣Fed(2期目~3
  1日)
1801年3月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶6年1月28日|李氏朝鮮で中央官庁や王室の奴婢を解放
1801年3月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||国王ｼﾞｮｰｼﾞ3世に旧教徒解放を反対されたｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾟｯﾄ首相(小ﾋﾟｯﾄ)が首相を
  辞任
1801年3月14日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|寛政13年1月30日|<死去>戸田忠寛(63歳)前下野宇都宮藩主､元大坂
  城代･京都所司代
1801年3月15日-09:00|日本|  ||享和1年2月|小國重年｢長歌詞珠衣｣6巻を著す
1801年3月15日-09:00|日本|愛媛県今治市|寛政13年2月|今治藩領越智郡国分村の国分寺本堂が落成
1801年3月16日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾛﾌﾞｿﾝ｣(~18020310)
1801年3月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ｱｳｸﾞｽﾃｨﾝ･ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾍﾞｼﾞｴ｣(5回目~4.16)
1801年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝおよびｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ連合王国第17代首相｢ﾍﾝﾘｰ･ｱﾃﾞｨﾝﾄﾝ｣ﾄｰﾘｰ党(
  ~18040510)
1801年3月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨﾚﾝﾂｪ条約､ﾌﾗﾝｽとﾅﾎﾟﾘの講和
1801年3月19日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱﾚﾄﾞﾝﾄﾞ･ｲ･ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ(大審問院大統領)｣
  (~11.5)
1801年3月19日-09:00|日本|  ||享和1年2月5日|｢享和｣に改元
1801年3月20日 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾝﾄ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ島をｲｷﾞﾘｽが占領(~18020710)
1801年3月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ｴｼﾞﾌﾟﾄ司令官｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾘｰ=ﾊｯﾁﾝｿﾝ｣(~10月)
1801年3月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾘｱでﾌﾗﾝｽ軍を破る
1801年3月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<建国>ｴﾄﾙﾘｱ王国(~1809年)ﾄｽｶｰﾅにﾅﾎﾟﾚｵﾝによる傀儡国家として成立;<
  即位>国王｢(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ家)ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ1世｣(~1803年)
1801年3月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公国はﾌﾗﾝｽに占領される
1801年3月23日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦3月12日|<死去>ﾛｼｱ皇帝｢ﾊﾟｰｳﾞｪﾙ1世｣退位声明に署名するのを拒んで近衛
  士官に殺害される/46歳(誕生17541001)
1801年3月23日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦3月12日|<即位>ﾛｼｱ皇帝｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世｣(~1825年)
1801年3月24日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長代行｢ﾆｺﾗｲ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ｻﾙﾃｨｺﾌ伯爵｣(~18030209)
1801年3月24日 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ司令官｢Robert Nicholson｣(~18021201)
1801年3月24日 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ全島をｲｷﾞﾘｽが占領(~18021201)
1801年3月26日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Francis Humberstone Mackenz
  ie｣(~18060725)
1801年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《ﾊﾞﾚｴ｢ﾌﾟﾛﾒﾃｳｽの創造物｣》
1801年3月28日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの軍艦がｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝを砲撃
1801年3月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽが､ﾅﾎﾟﾘ王国とﾌｨﾚﾝﾂｪの和約を結ぶ
1801年3月31日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢Ramon Fernandez de Vil
  legas｣(~18020317)
1801年4月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱのﾀﾞﾙﾏﾁｱ総督｢ｶﾙﾈｱ･ｼｭﾃﾌｧﾈｵ男爵ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ(市民総督)｣(~
  1802年5月)
1801年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾙﾄｰﾆ｣
1801年4月1日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国執行評議会議長｢Jｵﾊﾝ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾄﾞﾙﾀﾞｰ｣U-F(2期目~30
  日)
1801年4月2日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾈﾙｿﾝ提督の率いるｲｷﾞﾘｽ艦隊が､ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ沖での海戦でﾃﾞﾝﾏｰｸ海軍を
  撃退
1801年4月2日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾝﾄ｣(4回目~18020128)
1801年4月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ軍が､ﾊﾉｰｳﾞｧｰに侵攻
1801年4月6日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官代行｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ｺﾝﾁｬ･ﾋﾒﾈｽ･ﾛﾊﾞﾄﾝ｣(~12.31)
1801年4月9日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊﾁ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~9.2)
1801年4月9日-09:00|日本|福井県福井市|享和1年2月26日|福井城下で火事,侍屋敷42軒･足軽家210軒,町家135軒
  など焼失
1801年4月10日-09:00|日本|東京都|享和1年2月27日|檜屋利兵衛､竜吐水を発明/製造販売の特許取得
1801年4月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼﾗｰの｢ｵﾙﾚｱﾝの処女｣がﾗｲﾌﾟﾁｯﾋで上演される
1801年4月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣建国(~18390627没)
1801年4月13日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ常任理事会議長｢ｸﾞﾗｰﾌ･ﾆｺﾗｲ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ｻﾙﾃｨｺﾌ｣(~18020920)
1801年4月13日-09:00|日本|  ||享和1年3月|<出版>下河辺拾水と竹原春泉斎｢百人一笑｣
1801年4月13日-09:00|日本|大阪府大阪市|享和1年3月|<出版>大阪の松好斎半兵衛｢嵐雛助死出の山嵐｣
1801年4月14日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬﾌｨ･ﾏｻﾞﾝﾄﾞﾗﾆ｣(~18190712没)
1801年4月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで､人身保護法が､戦時中と講和実現後1ヵ月間適用停止
1801年4月15日-09:00|日本|東京都江東区|享和1年3月3日|<大相撲>享和1年3月場所[江戸深川八幡宮](10日間)
  優勝:(西大関)雷電,6勝0敗1預3休
1801年4月16日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾊﾞ島はｲｷﾞﾘｽが占領(~180301)
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1801年4月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｴﾙﾒﾘﾝ｣(7回目~5.16)
1801年4月20日-09:00|日本|岡山県高梁市|享和1年3月8日|<交替>備中松山藩5万石｢板倉勝政｣隠居⇒四男｢板倉
  勝晙｣が継ぐ(⇒文化元(1804)年7月8日､21歳で死去)
1801年4月21日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事代行｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾀﾞﾝﾀﾞｽ｣(2回目~18030220)
1801年4月21日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Richard Blunt｣(~1802年)
1801年4月21日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島をｲｷﾞﾘｽが占領(~18021121)
1801年4月22日-09:00|日本|  ||享和1年3月10日|<死去>六如(慈周)(68歳)天台宗の僧､漢詩人
1801年4月24日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>J.S.ﾊﾞｯﾊ《ｵﾗﾄﾘｵ｢四季｣》
1801年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾃﾞﾝﾏｰｸ領ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸｽﾅｺﾞｰﾙを占領(ﾃﾞﾝﾏｰｸ統治が続く~1802年7
  月)
1801年5月1日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国執行評議会議長｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｼﾞﾏｰﾏﾝ｣Uni(2期目~3
  1日)
1801年5月7日-09:00|日本|福島県相馬市|享和1年3月25日|<交替>陸奥中村藩6万石｢相馬祥胤｣隠居⇒長男｢相馬
  樹胤｣が継ぐ(⇒文化10(1813)年11月10日､隠居)
1801年5月9日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|享和1年3月27日|<死去>遠江横須賀藩35000石｢西尾忠移｣(56歳)元
  寺社奉行⇒5月27日､婿養子｢西尾忠善｣が継ぐ(⇒文政12(1829)年3月16日､隠居)
1801年5月11日-09:00|日本|東京都|享和1年3月29日|<死去>3代澤村宗十郎(49歳)歌舞伎役者
1801年5月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙを占領(ﾃﾞﾝﾏｰｸの支配が続く)(~18020817)
1801年5月13日-09:00|日本|福島県白河市|享和1年4月|白河藩主老中松平定信が南湖公園築造<日本最古の公園>
1801年5月13日-08:00|中国|  ||清･嘉慶6年4月|貴州銅仁県でﾐｬｵ族が反乱
1801年5月14日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾄﾘﾎﾟﾘがｱﾒﾘｶに宣戦布告
1801年5月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ｽﾀﾊﾞｰﾃﾞﾝ卿ｱﾝｿﾆｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ｴﾊﾞｰﾄ･ﾌｧﾝ･
  ﾊｰﾙｿﾞﾙﾃ｣(7回目~6.16)
1801年5月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝを支援するｽﾍﾟｲﾝ軍,ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｺﾞﾄﾞｲの指揮下にﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領内に
  侵入.ｵﾘﾍﾞﾝｻの町でﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍を撃破
1801年5月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾎｱｷﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｰﾉ･ｲ
  ･ﾛｻｽ･ﾛﾒﾛ･ｲ･ﾈｸﾞﾚﾃ｣(~18040411没)
1801年5月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾊｰﾄﾞｳｨｯｸ伯爵ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾖｰｸ｣(~18060328)
1801年5月29日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総司令官｢Jean Baptiste Raymond Lacrosse｣(1期
  目~11.1)
1801年5月30日-09:00|日本|  ||享和1年4月18日|<死去>三宅嘯山(83歳)俳人
1801年6月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(後期ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｴｸﾞﾜﾚ･ｾﾖﾝ･ﾋｽﾞｹﾔｽ｣(~18180612死去)
1801年6月1日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国執行評議会議長｢ﾌﾗﾝｿﾜ=ﾋﾟｴｰﾙ･ｻｳﾞｧﾘ｣U-F(2期目~30
  日)
1801年6月1日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢William Carlyon Hughes｣(1期目~同年)
1801年6月2日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|享和1年4月21日|<交替>肥前鹿島藩25000石｢鍋島直宜｣隠居⇒養子｢鍋
  島直彜｣が継ぐ(⇒文政3(1820)年2月17日､隠居)
1801年6月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/仏領ｷﾞｱﾅ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが北部ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(現仏領ｷﾞｱﾅ)のﾌﾗﾝｽへの割譲
1801年6月6日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが､ｽﾍﾟｲﾝとﾊﾞﾀﾞﾎｽ条約を結ぶ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙはｵﾘﾌｧﾝｻを割譲
1801年6月6日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Antonio Jose de Vasconcelos e So
  usa Camara Caminha Faro e Veiga｣
1801年6月6日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Afonso de Vasconcelos e Sousa da
   Camara Caminha Faro e Veiga｣(~18270827死去)
1801年6月8日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾃﾞﾝﾄ｣(1回目~18020928)
1801年6月11日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･宝興1年5月|ﾍﾞﾄﾅﾑのｸﾞｪﾝ･ﾌｯｸ･ｱｲﾝ軍はﾌｸｽｱﾝを占領､ｼﾞｬﾝ河でﾀｲﾝﾝ軍を破
  る
1801年6月11日-09:00|日本|  ||享和1年5月1日|<死去>久保田兎園(80歳)俳人
1801年6月14日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾟﾀｰｿﾝ､ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸﾞﾗﾝﾄ､ﾊﾝﾀｰ川探検開始｡現在のﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞに至る
1801年6月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ﾔﾝ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ｳﾞｧﾝ･ｽｳｨﾝﾃﾞﾝ｣(3回目~7.16)
1801年6月18日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾙﾄﾘ･ｶﾍﾃｨ王｢暫定行政(ｲﾜﾝ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾗｻﾞﾚﾌ議長/ｲｵｱﾈ･ﾊﾞｸﾞﾗﾃ
  ｨｵﾆ王子/ｴｸﾞﾅﾃ･ﾄｩﾏﾆｼｭﾋﾞﾘ)｣(~18020520)
1801年6月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｵﾝｽﾞﾛｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵﾝｽﾞﾛｰ｣(~18140517死去)
1801年6月19日-09:00|日本|和歌山県田辺市|享和1年5月9日|<交替>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤次
  猷(直時)｣隠居⇒養子｢安藤道紀｣が継ぐ(⇒文化5(1808)年5月16日､隠居)
1801年6月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦6月7日|ｲｷﾞﾘｽとﾛｼｱが正式に和解
1801年6月21日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｲｷﾞﾘｽ居留者代表｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Townsend Farquhar｣(~1801
  年)
1801年6月21日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾓﾙｯｶ諸島を占領(~1803年)
1801年6月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾗﾑ｣(~18050108死去)
1801年6月24日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|享和1年5月14日|<死去>木下利彪(36歳)前備中足守藩主
1801年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｳｨﾙﾄﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(~18140923死去)
1801年6月28日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｶｲﾛを占領
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1801年7月1日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国執行評議会議長｢ﾖﾊﾝ･ﾔｺﾌﾞ･ｼｭﾐｯﾄ｣Uni(2期目~31日)
1801年7月3日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｷﾝｸﾞ総督､ﾊﾝﾀｰ川で石炭採掘をはじめることを決定｡ﾊﾝﾀｰ川流域の石炭と木
  材のすべてを国有だと宣言
1801年7月3日-09:00|日本|東京都|享和1年5月23日|江戸で女性の髪飾りに､縮緬の色きれの使用禁止
1801年7月3日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|享和1年5月23日|<交替>播磨赤穂藩2万石｢森忠賛｣隠居⇒四男｢森忠哲｣
  が継ぐ(⇒文化4(1807)年5月25日､死去)
1801年7月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<ｳｯｼﾞｬｲﾝの戦い>ｳｯｼﾞｬｲﾝにおいて､ﾎｰﾙｶﾙ家の軍はｼﾝﾃﾞｨｱ家の軍を破り､大きな
  損害を与えた
1801年7月5日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾀ民事行政長官｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･Cameron｣(~18020724)
1801年7月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾁﾝ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾔｸｰﾄ･ｶｰﾝ1世｣(~18530325没)
1801年7月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾌﾟﾙﾀﾗ国統治者(ｻﾙﾀﾞｰﾙ)｢ﾌｧﾃ･ｼﾝ｣(~18361020没)
1801年7月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾆｺﾗｴ･ｽｰ･ﾄｩ｣(~18021001)
1801年7月11日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾚﾋﾞﾝ･ｵｰｶﾞｽﾄ･ﾃｵﾌｨﾙ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞﾆﾋｾﾝ｣(~18060920)
1801年7月12日-09:00|日本|  ||享和1年6月2日|<死去>銅脈先生(50歳)狂詩作者
1801年7月13日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢Francis Robson｣(~18020311)
1801年7月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｰｶｯﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱｼﾞﾑ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~18190802没)
1801年7月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝとﾛｰﾏ教皇ﾋﾟｳｽ7世が政教協約を結ぶ(ｺﾝｺﾙﾀﾞｰﾄﾞ)/ｶﾄﾘｯｸの復活/
  政府が聖職者を指名し教皇が任命権を持つ/革命時の没収教会財産は返還しない/ﾛｰﾏ教皇庁との関係が修復さ
  れるとともに､ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄの2宗派(｢ﾙﾀｰ派｣と｢ｶﾙｳﾞｧﾝ派｣)や｢ﾕﾀﾞﾔ教｣が公認され､信仰の自由が推進される
1801年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾀﾞｰﾄﾏｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚｯｸﾞ｣
1801年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾀﾞｰﾄﾏｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾚｯｸﾞ｣先代の息子(~18101110死去)
1801年7月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ｹﾞﾘｯﾄﾔﾝ･ﾊﾟｲﾏﾝ｣(~8.16)
1801年7月17日-09:00|日本|東京都千代田区|享和1年6月7日|<解任>老中｢太田資愛｣
1801年7月23日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Sir William Clinton｣ｲｷﾞﾘｽ(~1802.3)
1801年7月23日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾃﾞｨﾗをｲｷﾞﾘｽが占領,ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ政権は継続(~18020327)
1801年7月24日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(1回目~18030713退位)
1801年7月24日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ｻﾞﾏｰﾝ･ｼｬｰ･ﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰ｣
1801年7月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｰｶｯﾄ国が英領ｲﾝﾄﾞに吸収される
1801年7月27日-09:00|日本|京都府京都市|享和1年6月17日|<死去>京都下鴨の神官･歌人,鴨(梨本)祐為/63歳(絵
  は西川祐信に学び､寛政九年出版の五升庵瓦全の編｢職人尽発句合｣の挿画)
1801年7月28日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾓﾘﾈｰﾄﾞ･ｲ
  ･ｻﾗﾋﾞｱ｣(~18110314)
1801年7月29日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾆｭｰｼﾞｪﾝﾄ卿｣(~18060220)
1801年7月31日-09:00|日本|岐阜県山県市|享和1年6月21日|<交替>美濃高富藩1万石｢本庄道利｣隠居⇒長男｢本庄
  道昌｣が継ぐ(⇒文政2(1819)年3月22日､隠居)
1801年8月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰに女性孤児学校開校
1801年8月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立大王(ﾍﾟｼｬﾜｰﾙ)｢ｼｭｼﾞｬｰ･ｱﾙ･ﾑﾙｸ･ｼｬｰ｣(1回目~1801年9月)
1801年8月1日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国執行評議会議長｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾝﾂｪﾝﾂ･ﾖｽﾄ･ﾙﾄﾞｳﾞｨﾋ･ﾗﾃｨﾏ
  ﾝ｣Uni(2期目~31日)
1801年8月1日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<第一次ﾊﾞｰﾊﾞﾘ戦争:1801年8月1日の海戦>ﾘﾋﾞｱ海岸沖にて､ｱﾒﾘｶ海軍のｽｸｰ
  ﾅｰ｢USSｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ｣とﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱのﾎﾟﾗｯｶ｢ﾄﾘﾎﾟﾘ｣の間に起きた一騎討ちで､戦闘は3時間に及んだが､｢ﾄﾘﾎﾟﾘ｣はｱﾒ
  ﾘｶ海軍に捕獲された
1801年8月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｴﾄﾙﾘｱ王･ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ(ﾙｲｰｼﾞ)1世･ﾃﾞｨ･ﾎﾞﾙﾎﾞｰﾈ｣ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世の孫(
  ~18030527死去)
1801年8月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<追放>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ3世｣ﾅﾎﾟﾚｵﾝの侵略による
1801年8月6日-09:00|日本|山形県|享和1年6月27日|(~7月1日)村山郡幕府領･私領の農民が米価の高騰と富商の
  米買い占めに対して一揆
1801年8月7日-09:00|日本|北海道|享和1年6月28日|富山元十郎らがｳﾙｯﾌﾟ島に｢天長地久大日本属島｣の標柱を建
  てる
1801年8月9日-09:00|日本|大阪府|享和1年7月1日|淀川堤崩壊･洪水､摂河に水害発生.天神橋･天満橋など流失
1801年8月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｸﾁｭｸ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｴﾌﾞ･ﾒﾗｸ･ﾒﾌﾒ
  ﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~18020108)
1801年8月10日-09:00|日本|佐賀県小城市|享和1年7月2日|<死去>鍋島直愈(46歳)前肥前小城藩主
1801年8月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1801年8月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ=ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~18601214死去)
1801年8月13日-09:00|日本|三重県桑名市|享和1年7月5日|<交替>伊勢長島藩2万石｢増山正賢｣48歳で隠居⇒長男
  ｢増山正寧｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年11月26日､死去)
1801年8月14日-09:00|日本|岡山県高梁市|享和1年7月6日|<死去>山崎義俊(62歳)前備中成羽領主
1801年8月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ｱｳｸﾞｽﾃｨﾝ･ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾍﾞｼﾞｴ｣(6回目~18010916)
1801年8月19日-09:00|日本|  ||享和1年7月11日|<死去>小沢蘆庵(79歳)歌人､国学者
1801年8月19日-09:00|日本|京都府京都市|享和1年7月11日|<就任>京都所司代｢土井利厚｣(⇒1802(享和2年10月1
  9日))
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1801年8月19日-09:00|日本|東京都千代田区|享和1年7月11日|<就任>老中｢牧野忠精｣(~文化13年10月13日)
1801年8月20日-09:00|日本|京都府京都市|享和1年7月12日|<死去>歌人･国学者,小沢蘆庵(79)平易なことばで心
  情を歌う｢ただごと歌｣を唱えた
1801年8月21日-09:00|日本|山形県飽海郡遊佐町|享和1年|鳥海山の噴火が激しくなり､溶岩円頂丘の新山の享和
  岳が形成される/死者8人がでる
1801年8月22日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･Gerardus van Overstraten｣
1801年8月22日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Johannes Siberg｣(~18041019)
1801年8月26日-09:00|日本|長野県小諸市|享和1年7月18日|<死去>牧野康満(70歳)前信濃小諸藩主
1801年8月29日-09:00|日本|北海道|享和1年7月21日|9代蝦夷松前藩･松前章広:武蔵国内の領地5千石も収公し毎
  年3500両を支給することにした
1801年8月30日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾘｱを占領
1801年9月-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ/ｵﾏｰﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾚｰﾝ支配者(ﾊｷﾑ)｢ｻﾘﾑ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ(ﾏｽｶｯﾄのﾜﾘ)｣一時的に占領
1801年9月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督｢Joseph Graf von und zu Urmenyi｣(~1806.7)
1801年9月 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ﾄｩｰｻﾝの甥Moyse将軍,ﾄｩｰｻﾝの対仏宥和策と事実上の奴隷制復活に抗議し反乱.黒人
  の多数がﾓｱｾを支持して決起する.ﾄｩｰｻﾝはﾃﾞｻﾘｰﾇを送り反乱を鎮圧
1801年9月1日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国執行評議会議長｢ﾎﾟｰﾙｽ･ｳｽﾃﾘ｣Uni(~30日)
1801年9月1日-09:00|日本|千葉県君津市|享和1年7月24日|<死去>上総国久留里藩3万石｢黒田直温｣(18歳)⇒叔父
  ｢黒田直方｣が継ぐ(⇒文化9(1812)年9月13日､隠居)
1801年9月2日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｳﾞｧﾝﾘ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~12日)
1801年9月2日-09:00|日本|茨城県高萩市|享和1年7月25日|<死去>地理学者の長久保赤水(85)
1801年9月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾏﾄﾞﾗｽに最高法院を設置
1801年9月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾀﾞｳﾝｼｬｰ侯｢ｱｰｻｰ･ﾋﾙ｣
1801年9月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾀﾞｳﾝｼｬｰ侯｢ｱｰｻｰ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾙ･ｻﾝｽﾞ･ﾄﾗﾝﾌﾞﾙ･ﾋﾙ｣(~18450912死去)
1801年9月8日-09:00|日本|  ||享和1年8月|<刊行>志筑忠雄｢鎖国論｣(ﾄﾞｲﾂ人ｹﾝﾍﾟﾙによる｢日本誌｣の抄訳)
1801年9月8日-09:00|日本|  ||享和1年8月|<出版>俵屋宗理｢挿花衣の香｣
1801年9月10日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ｲｼﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ﾃﾞ･ｽ
  ｰｻﾞ･ｴ･ｻｰ｣(~18050808)
1801年9月12日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾍﾞｸﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~18020108)
1801年9月14日-09:00|日本|大分県佐伯市|享和1年8月7日|<死去>豊後佐伯藩2万石｢毛利高標｣(47歳)⇒9月､長男
  ｢毛利高誠｣が継ぐ(⇒文化9(1812)年5月25日､隠居)
1801年9月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｴﾙﾒﾘﾝ｣(8回目~18日)
1801年9月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ｱｳｸﾞｽﾃｨﾝ･ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾍﾞｼﾞｴ｣(7回目~19日)
1801年9月19日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国行政長官｢ｽﾀﾊﾞｰﾃﾞﾝ卿ｱﾝｿﾆｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ｴﾊﾞｰﾄ･ﾌｧﾝ･
  ﾊｰﾙｿﾞﾙﾃ｣(8回目~10.17)
1801年9月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ首相代行｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ･ｳﾞｫﾛﾝﾂｫﾌ伯爵｣(~18020920)
1801年9月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ和約が結ばれ､ｽﾍﾟｲﾝとﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ間のｵﾚﾝｼﾞ戦争が終結
1801年10月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ｴｼﾞﾌﾟﾄ司令官｢ｷｬﾊﾞﾝ伯爵ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｫｰﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾝﾊﾞｰﾄ｣(~1
  802年7月)
1801年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾊｲ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｽｰ･ﾄｩ｣(3回目~18020620)
1801年10月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝ･ｿﾅﾀ第5番"ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ"》
1801年10月 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢Arthur Whetham｣(~1802.8)
1801年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾋﾟｯｷｵｰﾆ｣
1801年10月1日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国執行評議会議長｢ﾖﾊﾝ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾄﾞﾙﾀﾞｰ｣U-F(3期目~27
  日)
1801年10月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝで､ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽの講和条約が締結される/ｲｷﾞﾘｽは､ｾｲﾛﾝとﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ
  島を除く全ての海外の戦時中占領地域をﾌﾗﾝｽ､ｽﾍﾟｲﾝ､ｵﾗﾝﾀﾞに返還
1801年10月3日-09:00|日本|富山県富山市|享和1年8月26日|<死去>越中富山藩10万石｢前田利謙｣(35歳)⇒養子｢
  前田利幹｣が継ぐ(⇒天保6(1835)年10月19日､隠居)
1801年10月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾛｼｱ|  |||ﾌﾗﾝｽとﾛｼｱが和平条約
1801年10月8日-09:00|日本|  ||享和1年9月|<出版>竹原雲峰｢戯場節用集｣
1801年10月9日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||最初の書物の出版｡政府の命令集
1801年10月9日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ｲｷﾞﾘｽ軍がｴｼﾞﾌﾟﾄから撤退/ｵｽﾏﾝ帝国はﾌﾗﾝｽと講和
  を結んでｴｼﾞﾌﾟﾄでの主権を回復
1801年10月14日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｱｷﾞｱﾙ伯爵･侯爵ﾎｾ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙ
  ﾄｶﾞﾙ･ｲ･ｶｽﾄﾛ｣(~18060821)
1801年10月15日-09:00|日本|福島県郡山市|享和1年9月8日|<死去>陸奥守山藩2万石｢松平頼亮｣(58歳)⇒次男｢松
  平頼慎｣が継ぐ(⇒文政13(1830)年7月13日､死去)
1801年10月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ｳｨﾚﾑ･ｱｴﾙﾅｳﾄ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾌｪﾚﾝ｣(1回目~18020131
  )
1801年10月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務長官｢ｶﾚﾙ･ｼﾞｪﾗｰﾙｼﾞｬﾝ･ﾊﾙﾄﾏﾝ｣(2回目~18050429)
1801年10月17日-09:00|日本|埼玉県本庄市|享和1年9月10日|<死去>御岳教の教祖普寛(71歳)
1801年10月21日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|享和1年9月14日|<死去>松平忠祇(65歳)元下野宇都宮藩主
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1801年10月24日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総司令官｢Magloire Pelage｣(~18020506)
1801年10月24日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|享和1年9月17日|<死去>松平信義(59歳)前駿河小島藩主
1801年10月25日-09:00|日本|  ||享和1年9月18日|<死去>岩本昆寛(58歳)装剣金工
1801年10月25日-09:00|日本|東京都|享和1年9月18日|<死去>画人,森蘭斎
1801年10月27日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国行政権議長｢ﾖﾊﾝ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾄﾞﾙﾀﾞｰ｣Fed(~11.22)
1801年10月28日-01:00|ｽｲｽ|  |||<発効>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国憲法(5.29､採択)
1801年10月28日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽが､ｽｲｽに軍事干渉を行う
1801年10月28日-09:00|日本|京都府綾部市|享和1年9月21日|<死去>丹波山家藩1万石｢谷衛量｣(37歳)⇒長男｢谷
  衛萬｣が継ぐ(⇒文化13(1816)年8月21日､死去)
1801年11月2日-09:00|日本|  ||享和1年9月26日|<死去>9代千宗室(56歳)茶人､裏千家家元
1801年11月3日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|享和1年9月27日|<死去>播磨三日月藩15000石｢森快温｣(33歳)
  ⇒12月4日､養子｢森長義｣が継ぐ(⇒文化6(1809)年5月20日､隠居)
1801年11月5日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｱﾋﾞﾚｽ侯爵ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾚｽ･ｲ･ﾃﾞﾙ･ﾌｨｴﾛ｣(~18060820)
1801年11月5日-09:00|日本|三重県松阪市|享和1年9月29日|<死去>医師で国学者,本居宣長が松阪で(72歳､享保1
  5(1730)0507生)/｢古事記伝｣全44巻の著者
1801年11月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾜﾄﾞ王ｻｱｰﾀﾞﾄ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ2世はｲｷﾞﾘｽと軍事保護条約を締結させられｲｷﾞﾘ
  ｽに従属する藩王国となった(ｱﾜﾄﾞ藩王国)/ｲｷﾞﾘｽの保護軍を増強させる代わりに､ﾅﾜｰﾌﾞの軍隊を事実上解体さ
  せ､ｲｷﾞﾘｽはｱﾜﾄﾞの好きな場所に軍隊を駐屯させる権利が与えられた/また､ﾛｰﾋﾙｶﾝﾄﾞ地方､ｱﾗｰﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ､ﾌｧｯﾙﾊｰﾊ
  ﾞｰﾄﾞ､ﾌｧﾃｰｶﾞﾙ､ｶｰﾝﾌﾟﾙ､ｺﾞｰﾗｸﾌﾟﾙ､ｱｰｻﾞﾑｶﾞﾙなどの都市を含んだ下ﾄﾞｱｰﾌﾞ地方など､ｱﾜﾄﾞの中心地から東西にか
  けての約半分の領土をｲｷﾞﾘｽに割譲
1801年11月15日-09:00|日本|  ||享和1年10月10日|<死去>日野資枝(65歳)権大納言､歌人
1801年11月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝが､ﾆｭｰﾖｰｸ･ｲﾌﾞﾆﾝｸﾞ･ﾎﾟｽﾄを創刊
1801年11月18日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾔ･ﾃﾑﾈ人の武装集団がｿｰﾝﾄﾝ城砦を襲撃
1801年11月21日-09:00|日本|  ||享和1年10月16日|<死去>3代田中伝左衛門(不明)歌舞伎囃子方
1801年11月21日-09:00|日本|岐阜県海津市|享和1年10月16日|<死去>美濃高須藩3万石｢松平義当｣(65歳)⇒養子｢
  松平義居｣が継ぐ(⇒文化元(1804)年10月16日､20歳で死去)
1801年11月23日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国評議会議長｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾌﾘﾄﾞﾝﾘﾝ･ｳﾞｨﾝｾﾞﾝﾂ･ｱﾛｲｽ･ﾚﾃﾞｨﾝ
  ｸﾞ･ﾌｫﾝ･ﾋﾞﾍﾞﾚｯｸﾞ｣Fed(~18020420)
1801年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公｢ｱﾄﾞﾙﾌｧｽ｣ｼﾞｮｰｼﾞ3世の七男(~18500708死去)
1801年11月25日-09:00|日本|徳島県|享和1年10月20日|<死去>蜂須賀重喜(64歳)前阿波徳島藩主
1801年11月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾐﾙﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾘｰｿﾝ｣
1801年11月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾐﾙﾀｳﾝ伯｢ﾌﾞﾗｲｽ･ﾘｰｿﾝ｣(~18070110死去)
1801年11月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻｾｯｸｽ公･ｲﾝｳﾞｧﾈｽ伯｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣(~18430421死去断絶)
1801年11月30日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国評議会議長代行｢ﾖﾊﾝ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｯｼﾝｸﾞ｣FRB(~180201
  17)
1801年12月1日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|享和1年10月26日|<交替>河内狭山藩11000石｢北条氏昉｣隠居⇒長
  男｢北条氏喬｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年1月21日､隠居)
1801年12月6日-09:00|日本|  ||享和1年11月|<出版>丹羽桃渓｢河内名所図会｣
1801年12月29日-09:00|日本|東京都墨田区|享和1年11月24日|<大相撲>享和1年11月場所[江戸本所回向院境内](
  6間)優勝:(西前2)大綱,6戦全勝
1801年12月30日-09:00|日本|三重県津市|享和1年11月25日|<死去>藤堂高朶(56歳)前伊勢久居藩主
1801年12月31日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾀﾃﾞｵ･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾅ･ｳﾞｨﾀﾞﾝｼﾞｭ｣(~1802013
  0)
1802年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞｯﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ﾊｻﾝ｣
1802年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣(~1803年没)
1802年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢Caretaker Sultan Wakil Pangeran Natawijaya｣(~1803年)
1802年-07:00|南ｼﾅ海/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾍﾞﾄﾅﾑが南沙諸島(ﾁｭｵﾝ･ｻ)領有権を主張
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗﾀﾞｯｸ国王(ﾁｮｽ･ｷﾞｬﾙ･ﾁｪﾝ･ﾎﾟ)｢ﾐ･ｼﾞｸﾞｽ･ﾂｪ･ﾌﾞﾙﾀﾝ･ﾅﾑ･ﾙｷﾞｬﾙ｣
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｬﾑｼｪﾙ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･(簒奪者)｣(~1804年)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾀﾏｳ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｰｼﾞ･ﾗﾑ･ｼﾝ1世｣(~1867年没)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾊﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌﾟﾗﾝ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(1回目~1803年)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｿﾈﾌﾟｰﾙ国摂政｢ﾗﾆ･ﾗｸｼｭﾐﾌﾟﾘﾔ･ﾃﾞｳﾞｨ｣(~1822年)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾃﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾙｼﾞｬﾊﾟﾙ｣(~同年)⇒｢ﾑｰﾙ･ﾊﾟﾗﾄﾞ｣(~1842年没)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(3回目~1819年)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾀﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｼｬﾑｼｪﾙ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ｣(~1823年没)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞｼﾞｬﾜﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｹｼｭﾘ･ｼﾝ｣(~1810年12月没)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢Amrut Rao｣(~1803年)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾘｱ国統治者(ﾀｺﾚ･ｻﾍﾌﾞ)｢ﾄﾞｻｼﾞ･ｳﾞｨﾊﾞｰｼﾞ｣(~1810年)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾅｻﾝ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾏｶﾝｼﾝｼﾞ･ｸﾏﾝｼﾝｼﾞ｣(~1828年没)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾝｶｰ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬﾃﾞｨﾗｰｼﾞ)｢ﾌﾞｯﾌﾟ･ﾃﾞｵ｣(1回目~1809年)
1802年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗﾀﾞｯｸ国王(ﾁｮｽ･ｷﾞｬﾙ･ﾁｪﾝ･ﾎﾟ)｢ﾂｪﾊﾟﾙ･ﾐｷﾞｭﾙ･ﾄﾞﾝｸﾞﾙﾌﾞ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(1回目~1837年)
1802年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｷﾞﾙｷﾞｯﾄ国統治者｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ1世｣(~1822年)
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1802年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾀﾌﾞﾘｰｽﾞはﾍﾟﾙｼｬに再編入
1802年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ｱﾘ2世ﾊﾟｼｬ ｣(~1807年)
1802年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｱｳｻ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾝﾌｧﾘ･ｲﾌﾞﾝ･ｲｼﾞｭﾀﾞﾋｽ｣(~1862年)
1802年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾊﾘｺﾌ､ｳﾞｫﾛﾈｼﾞ総督｢Andrey Yakovlevich Levanidov｣
1802年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ･ｴｼﾞﾌﾟﾄ総領事｢ｱｰﾈｽﾄ･ﾐｾｯﾄ｣(~1815年)
1802年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<就任>ﾁｬﾝｶﾞﾐｰﾙ帝国統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ｶﾞﾝﾎﾞﾚﾑﾌﾞﾗ･ﾁｬﾝｶﾞﾐﾚ｣
1802年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｽｳｪｰﾃﾞﾝ国王ｶｰﾙ･ｸﾞｽﾀﾌ｣(~1805年)
1802年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾏﾛﾛｯｼﾔ軍事知事兼ﾎﾟﾙﾀﾊﾞ=ﾁｪﾙﾆｺﾞﾌ県民事最高管理者｢Knyaz' Aleksey Bor
  isovich Kurakin｣(~1807年)
1802年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ﾑﾀﾗ2世ﾙｳｫｹﾞﾗ｣(~1853年)
1802年-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ｴﾙｷｭｰﾙ要塞ﾏｲｰﾙ(市長)｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾊﾞﾘｴｰﾙ･ｱｲﾈ｣(2回目~1804年2月)
1802年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾌｫﾝ･ﾊｳｸｳﾞｨｯﾂ｣(~1804.4)
1802年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長代行｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｶﾗｯﾁｮｰﾛ･ﾃﾞｲ･ﾏﾙｹｰｼﾞ･ﾃﾞｨ･ｻﾝﾃﾗﾓ｣(教皇によって対
  立任命された~18030209)
1802年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｵﾖ王国ﾏﾖﾂ,ｱﾗｰﾌｨﾝ(~1830年)
1802年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>南ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官代理｢Marcus Nissen Myhlenphort｣(⇒1803年
  検査官~1821年死去)
1802年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Francis Humberstone Mackenzie｣(~1806年)
1802年 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島暫定司令官｢Daniel Roda｣⇒司令官｢John Wardlaw卿｣
  (~18021121)
1802年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者代行｢ﾎｾ･ﾌｽﾃｨﾆｱｰﾉ･ﾛｽ｣(~1803年)
1802年1月8日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊﾄﾞﾁ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~2.6)
1802年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｪｲ条約に関する米英の協定が成立､独立戦争に関する英市民の補償が
  決定される
1802年1月8日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|享和1年12月5日|大阪四天王寺､雷火により焼失
1802年1月12日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Vicente Blanco｣(~18061018)
1802年1月16日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｲｷﾞﾘｽ居住者代表｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･Oliver｣(~18030304)
1802年1月22日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾋｭｽﾚﾌ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼ｣(1回目~18030503)
1802年1月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､ｲﾀﾘｱ半島北部のﾁｻﾞﾙﾋﾟﾅ共和国をｲﾀﾘｱ共和国に改編し支配下に
  置く
1802年1月29日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾙｹｯﾄ｣(~18040602)
1802年1月29日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが植民地回復のためにﾊｲﾁに派兵
1802年1月30日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢ﾙｲｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾑﾆｮｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(~18080211没)
1802年2月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ｴｸﾞﾍﾞﾙﾄ･ﾌｧﾝ･ﾌﾞﾙﾏﾆｱ･ﾚﾝｼﾞｬｰｽ｣(~4.30)
1802年2月3日-09:00|日本|新潟県五泉市|享和2年|<交替>越後村松藩3万石｢堀直方｣隠居⇒次男｢堀直庸｣が継ぐ(
  ⇒文政2年10月10日(18191127)死去)
1802年2月3日-09:00|日本|  ||享和2年1月|<刊行>十返舎一九｢浮世道中膝栗毛｣初編/1822年に完結
1802年2月3日-09:00|日本|  ||享和2年1月|<出版>岡田玉山｢実語教画本｣
1802年2月3日-09:00|日本|  ||享和2年1月|<出版>歌川豊国｢絵本時世粧｣｢俳優三十二相｣
1802年2月3日-09:00|日本|  ||享和2年1月|<出版>葛飾北斎｢絵本東都遊｣｢絵本忠臣蔵｣｢五十鈴川狂歌集｣
1802年2月3日-09:00|日本|  ||享和2年1月|<出版>松好斎半兵衛｢俳優児手柏｣
1802年2月3日-09:00|日本|  ||享和2年1月|<出版>富士唐麻呂編(北斎の画)｢潮来絶句集｣
1802年2月3日-09:00|日本|  ||享和2年1月|<出版>北尾重政｢絵本高麗嶽｣
1802年2月5日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｼｬﾙﾙ･ｳﾞｨｸﾄﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾙｸﾚｰﾙ｣(~11.2没)
1802年2月6日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾍﾞｸﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~18050106)
1802年2月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾘﾋﾞｱ|  |||ｱﾒﾘｶがﾄﾘﾎﾟﾘに宣戦布告
1802年2月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ｵｰﾌﾞﾘｰ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣
1802年2月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ｵｰﾌﾞﾘｰ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣(~18150812死去)
1802年2月16日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Ernst Frederik von Walterstorff｣(2
  期目~18030216)
1802年2月19日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Wilhelm von Romeling｣
  (~18030216)
1802年2月25日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾞｰﾈｯﾄ｣(~3.10)
1802年2月27日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾍﾞﾗﾙｰｼのﾛｼｱ軍総督兼ﾋﾞﾃﾌﾟｽｸ県とﾓｷﾞﾘｮﾌ県民事行政長官｢ｱﾚｸｻﾝﾄ
  ﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ﾘﾑｽｷｰ･ｺﾙｻｺﾌ｣(~1803年)
1802年2月27日-09:00|日本|大阪府大阪市|享和2年1月25日|<死去>木村兼葭堂(67歳)博学の好事家で南画家､本
  草学者
1802年3月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ公｢ﾀﾘｴﾙ｣(2度目~同年)⇒｢ｸﾞﾘｺﾞﾙ｣(3度目~18041104)
1802年3月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾄﾘｯｼﾞ卿｣(~5月)
1802年3月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾗｯｾﾙ｣
1802年3月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｯｾﾙ｣先代の弟(~18391020死去)
1802年3月2日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞをｲｷﾞﾘｽに正式譲渡;ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞはｲｷﾞﾘｽ
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  植民地となる
1802年3月4日-09:00|日本|  ||享和2年2月|<出版>速水春暁斎｢世渡名所図会｣
1802年3月4日-09:00|日本|  ||享和2年2月|<出版>蹄斎北馬｢狂歌まくのうち｣
1802年3月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで1801年裁判所法､失効
1802年3月8日-09:00|日本|熊本県人吉市|享和2年2月5日|<交替>肥後人吉藩22165石｢相良長寛｣隠居⇒長男｢相良
  頼徳｣が継ぐ(⇒文政元(1818)年10月6日､隠居)
1802年3月9日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾌｰﾄﾞ将軍を送り､ふたたびｷﾞｱﾅ西半を奪取.英領ｷﾞｱﾅとなる(現ｶ
  ﾞｲｱﾅ)
1802年3月10日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾟｯﾄﾝ｣(~18080704)
1802年3月11日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||ﾗﾄｶﾞﾚはｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ政府の一部
1802年3月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾛﾀﾞ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(18050421条約により確認)
1802年3月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶでｼﾞｪﾌｧｿﾝ大統領､陸軍士官学校設立法に署名
1802年3月17日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢Bernardo de Bonavia｣(1
  期目~1803.2)
1802年3月23日-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｲｽﾗﾑの新宗派ﾜｯﾊｰﾌﾞ派の軍隊がｲﾗｸのｼｰｱ派の聖地ｶﾙﾊﾞﾗｰを急襲
1802年3月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶7年2月20日|壮勇営を廃止
1802年3月23日-09:00|日本|福岡県北九州市|享和2年2月20日|<死去>小笠原貞顕(69歳)豊前前小倉新田藩主
1802年3月24日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢Prince Edward｣(~18200123死去)
1802年3月25日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾗｯｶはｱﾐﾝ条約によりｵﾗﾝﾀﾞに返還されたが､ｲｷﾞﾘｽが統治継続
1802年3月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞが､ｲｷﾞﾘｽにｽﾘﾗﾝｶを譲渡する｢ｱﾐｱﾝ条約｣に調印/ｲｷﾞﾘｽによ
  る一元的な統治体制へ移行
1802年3月26日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Luis Antonio Jose Maria da Cama
  ra｣
1802年3月26日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jose Maria Goncalves Zarco da C
  amara｣(~18200213死去)
1802年3月26日-09:00|日本|北海道|享和2年2月23日|幕府が初めて蝦夷奉行を置き､羽太正養､戸川安倫が任命さ
  れる
1802年3月27日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾃﾞﾒﾗﾗ=ｴｾｷﾎﾞ､ﾍﾞﾙﾋﾞｽをﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国(ｵﾗﾝﾀﾞ)に返還
1802年3月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ北東部のｱﾐｱﾝで､ｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽの講和条約が結ばれる/ｲｷﾞﾘｽは､ﾏﾙﾀ
  島､ｹｰﾌﾟ植民地､ｴｼﾞﾌﾟﾄといった占領地から軍を撤収､ﾏﾙﾀ島はﾖﾊﾈ騎士団へ､ｹｰﾌﾟ植民地はｵﾗﾝﾀﾞ(ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国
  )へ返還される/ﾌﾗﾝｽは､ﾅﾎﾟﾘ王国､ﾛｰﾏ教皇領から軍を撤収
1802年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||小惑星第2号ﾊﾟﾗｽがｵﾙﾊﾞｰｽにより発見
1802年3月28日-09:00|日本|東京都千代田区|享和2年2月25日|<大相撲>享和2年2月場所[江戸神田明神](10日間)
  優勝:(西前4)荒岩,8勝1敗1休
1802年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾀｯｼｰﾆ｣
1802年4月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが護民院を改組し､機能を縮小
1802年4月2日-09:00|日本|愛知県豊田市|享和2年2月30日|<死去>内藤政苗(62歳)前三河挙母藩主
1802年4月4日-09:00|日本|石川県金沢市|享和2年3月2日|<交替>加賀藩102万5千石｢前田治脩｣隠居⇒養子の｢前
  田斉広｣が継ぐ(~文政5(1822)年､隠居)
1802年4月5日-09:00|日本|岩手県下閉伊郡山田町|享和2年3月3日|南部藩領山田町で､米穀役取立役宅が打ち壊
  しにあう
1802年4月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳｨｽｷｰを代表とする日用品に対する物品税撤廃
1802年4月6日-09:00|日本|新潟県|享和2年3月4日|高田城本丸御殿,全焼
1802年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､政教協約を批准して､付属法を決議
1802年4月12日-09:00|日本|広島県広島市|享和2年3月10日|<死去>蘭学者･医師｢星野良悦｣(49歳)
1802年4月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで1798年帰化法､失効
1802年4月14日-09:00|日本|東京都江東区|享和2年3月12日|江戸深川三十三間堂通矢｢六十間堂千射｣､後藤常蔵(
  16歳)が809本(総矢数1000中)を記録/種目最初
1802年4月20日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国知事｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾝﾂｪﾝﾂ･ﾖｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾗﾃｨﾏﾝ｣Uni(~7.
  5)
1802年4月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄと教皇ﾋﾟｳｽ7世が政教条約を締結したことが公になる
1802年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｷﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾉｰｽ｣
1802年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｷﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾉｰｽ｣(~18170111死去)
1802年4月24日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ｶﾙﾄﾘ･ｶﾍﾃｨ王国はﾛｼｱ帝国へ編入(王国は廃止)
1802年4月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞｱ州議会､ﾔｽﾞｰ･ﾗﾝﾄﾞを連邦政府に移譲
1802年4月26日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ｸﾘｽﾄﾌの部隊などが,あいついでﾙｸﾚｰﾙ軍に降伏
1802年4月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶでｼﾞｪﾌｧｿﾝ大統領､1802年裁判所法に署名
1802年4月30日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ｸﾘｽﾄﾌらの降伏を知ったﾄｩｰｻﾝ,ﾙｸﾚｰﾙに降伏
1802年4月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ北西部領地の東部住民に憲法制定会議を開催する権限を与える授権法成
  立
1802年5月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱのﾀﾞﾙﾏﾁｱ総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｺﾞｴｽ(市民総督;7.1まで代
  理)｣(~1804年6月)
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1802年5月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊｯｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1804年)
1802年5月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｳﾞｧﾝｼｯﾀｰﾄ｣(~9.29)
1802年5月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ﾍｲｶｯﾌﾟ､ﾎﾞｲｶｯﾌﾟ､ｳｰﾌﾞﾙｯﾍ､ｼﾝﾄ=ﾔｺﾌﾞｽﾜｳﾃﾞ･ｴﾝ
  ･ﾛｰﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ卿ｻﾐｭｴﾙ･ｳﾞｧﾝ ﾎｰﾎｽﾄﾗｰﾃﾝ｣(~7.31)
1802年5月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのすべての県に100校以上の｢ｴｺｰﾙ･ｻﾝﾄﾗﾙ｣(中･高等教育機関)が設置されて
  いたが､｢法令｣により､これを｢ﾘｾ｣(後期中等教育機関)に改組
1802年5月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<発足>ｱﾒﾘｶ議会､公式にﾜｼﾝﾄﾝを市と認定し､大統領に市長を指名する権限を与
  える
1802年5月6日-09:00|日本|茨城県笠間市|享和2年4月5日|<交替>常陸宍戸藩1万石｢松平頼救｣隠居⇒長男｢松平頼
  敬｣が継ぐ(⇒文化4(1807)年11月8日､21歳で死去)
1802年5月7日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総司令官｢Antoine Richepance｣(~9.3死去)
1802年5月8日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|享和2年4月7日|<死去>市橋長挙(91歳)前近江仁正寺藩主
1802年5月18日-09:00|日本|京都府福知山市|享和2年4月17日|<死去>朽木昌綱(53歳)前丹波福知山藩主
1802年5月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ﾚｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾇｰﾙ勲章が制定される
1802年5月20日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾏﾘｰ･ﾍﾟﾘｼｭｰ･ﾄﾞ･ｹﾙｳﾞｪﾙｻｳ｣(~
  11月)
1802年5月20日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<復元>ﾌﾗﾝｽによるｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞの統治(~18090709)
1802年5月24日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ｹﾝﾄ公ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ｣(~18200123)
1802年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾛﾝｽﾞﾃﾞｰﾙ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾗｳｻﾞｰ｣断絶
1802年5月31日-09:00|日本|長野県小諸市|享和2年5月|小諸藩､文武学校明倫堂を設立
1802年5月31日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||越南･嘉隆1年5月|<死去>西山朝(大越)富春朝廷国王｢景盛帝阮光｣阮福映軍に
  敗れ西山朝滅亡
1802年6月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||越南･嘉隆1年5月2日|<即位>阮朝国王｢嘉隆帝阮福暎｣(⇒18060628皇帝~1820020
  3(嘉隆19年12月19日)死去57歳)嘉隆と改元(~1819年)
1802年6月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王･ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｴﾏﾇｴｰﾚ1世｣ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ3世とﾏﾘｰｱ
  ･ｱﾝﾄﾆｱ･ﾃﾞｨ･ｽﾊﾟｰﾆｬの息子(~18210312~18240110死去65歳)
1802年6月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王｢ｶﾙﾛ･ｴﾏﾇｴｰﾚ4世｣
1802年6月9日-09:00|日本|三重県桑名市|享和2年5月10日|<死去>伊勢桑名藩10万石｢松平忠和｣(44歳)⇒養子｢松
  平忠翼｣が継ぐ(⇒文政4(1821)年3月20日､死去)
1802年6月10日-09:00|日本|  ||享和2年5月11日|<死去>3代大谷広次(57歳)歌舞伎役者
1802年6月10日-09:00|日本|北海道函館市|享和2年5月11日|蝦夷奉行を函館奉行と改称
1802年6月11日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督｢ﾍﾝﾘｰ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣(~1805年)
1802年6月22日-09:00|日本|東京都|享和2年5月23日|幕府が､町人女が色縮緬を髪飾りにすることを禁止
1802年6月26日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｺｰｸからﾊｰｷｭﾘｰｽﾞ号到着｡途中反乱が起こり､14人が死亡
1802年6月26日-09:00|日本|福井県福井市|享和2年5月27日|吉田郡古市村から下森田まで延焼,家153軒焼失
1802年6月29日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主代行｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾄﾞﾗｺ･ﾆｺﾗｴ･ｽｰ･ﾄｩ･ｳ｣(1回目~8.25)
1802年6月30日-09:00|日本|  ||享和2年6月|<出版>窪俊満｢狂歌左鞆絵｣
1802年6月30日-09:00|日本|  ||享和2年6月|<出版>｢絵本太閣記｣(岡田玉山挿絵)七編で完結(文化元年5月絶版)
1802年7月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ｴｼﾞﾌﾟﾄ司令官｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾁｭﾜｰﾄ卿｣(~18030316)
1802年7月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Pedro Enrique de la Haye Saint-
  Hilaire｣(~18031016)
1802年7月2日-01:00|ｽｲｽ|  |||ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国憲法採択(ﾍﾞｼｭﾙｽ･ﾃﾞ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾗｽにより)
1802年7月2日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾙｲ･ｱﾝﾘ･ﾋﾟｴｰﾙ･ﾗｯｻｰﾙ｣(~10.27)
1802年7月2日-09:00|日本|千葉県富津市|享和2年6月3日|<交替>上総飯野藩2万石｢保科正率｣隠居⇒長男｢保科正
  徳｣が継ぐ(⇒文化14(1817)年3月24日､隠居)
1802年7月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのｳｪｽﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄで陸軍士官学校が開校
1802年7月5日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾙｳﾞｪﾃｨｱ共和国評議会議長｢ﾖﾊﾝ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾄﾞﾙﾀﾞｰ｣U-F(~18030308)
1802年7月6日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島首長(ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ)｢Johan Heinrich Knuth｣
1802年7月6日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首長(ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ)｢Frederik Hauch｣(~18101112)
1802年7月10日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾀ民事行政長官｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼﾞｮﾝ･Ball卿｣(~18091025)
1802年7月15日-09:00|日本|  ||享和2年6月16日|<死去>2代常磐津兼太夫.刺客に殺害された(48歳)浄瑠璃太夫
1802年7月16日-09:00|日本|愛媛県西条市|享和2年6月17日|小松藩､竹の門外に学問所(培達校のち養正館)を設
  置
1802年7月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||越南･嘉隆1年6月23日|嘉隆帝がﾊﾉｲを攻略して西山朝を滅ぼし新王朝を開く
1802年7月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>第13代ｱﾙﾊﾞ女公･ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ女公｢ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ｲ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ｣
1802年7月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>第14代ｱﾙﾊﾞ公･ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ公｢ｶﾙﾛｽ･ﾐｹﾞﾙ･ﾌｨﾂ=ﾊﾒｽ･ｽﾄｩｱﾙﾄ･ｲ･ｼﾙﾊﾞ｣(~18351
  007死去)
1802年7月26日-09:00|日本|東京都|享和2年6月27日|<死去>4代松本幸四郎(66歳､生年元文2(1737))歌舞伎役者
1802年7月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||越南･嘉隆1年7月|<死去>西山朝(大越)富春朝廷国王｢景盛帝阮光｣
1802年7月29日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|享和2年7月1日|箱根温泉場が流失
1802年7月29日-09:00|日本|東京都|享和2年7月1日|6月25日からの雨で江戸が洪水となる
1802年7月29日 11:00|日本|大阪府|享和2年7月1日|<享和2年淀川大洪水>6月28日からの大風雨で夜､淀川右岸で
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  は摂津国嶋上郡で約280間(約500m)､同西成郡で11か所の合計約250間(約450m)の堤防が切れ､高槻城内の殿舎
  が浸水したほか下って現在の大阪市西部が水の中となった/一方､淀川左岸の点野村で約130間(約240m)､仁和
  寺村で約100間(約180m)に及ぶ堤防が切れ､東は生駒山麓まで南は八尾､久宝寺､平野までの北河内から中河内
  一帯が水につかった
1802年7月30日-09:00|日本|大阪府|享和2年7月2日|<享和2年淀川大洪水>水勢は一段と激しさを増し､淀川左右
  両岸大阪平野一帯の家屋や蔵､田畑を押し流し､多量の家具や樹木が橋に激突して引っかかり､下流の野田橋か
  ら備前島橋､天神橋､天満橋､葭屋橋まで落ち､大坂は堂島､中之島付近が約7m水没/摂津国の東部から河内にか
  けて237か村11万7050石の田畑が洪水による被害を負った
1802年8月 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢William Carlyon Hughes｣(2期目~1803年)
1802年8月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ｹﾞﾘｯﾄ･ﾔﾝ･ﾊﾟｲﾏﾝ｣(~10.31)
1802年8月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄが､人民投票で初代の終身統領になる
1802年8月3日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総司令官｢Antoine Richepance｣
1802年8月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで｢共和暦10年の憲法｣が制定される
1802年8月4日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総司令官代理｢Jean Baptiste Raymond Lacrosse｣(
  2期目~18030508)
1802年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｸﾞﾛｰｳﾞﾅｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｸﾞﾛｰｳﾞﾅｰ｣
1802年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸﾞﾛｰｳﾞﾅｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾞﾛｰｳﾞﾅｰ｣先代の息子(⇒18310913兼初代ｳｪｽﾄﾐﾝｽ
  ﾀｰ侯~18450217死去)
1802年8月8日-09:00|日本|沖縄県|享和2年7月11日|<死去>琉球国王｢尚温｣(19歳)
1802年8月8日-09:00|日本|沖縄県|享和2年7月11日|<即位>琉球国王｢尚成｣(~18040207死去)
1802年8月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||米資産の損害の補償に関してｽﾍﾟｲﾝと協定締結､後に批准されず
1802年8月15日-09:00|日本|東京都|享和2年7月18日|<死去>唐衣橘洲(60歳)狂歌師
1802年8月20日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢Henry Folkes Edge
  ll｣
1802年8月20日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島ﾌﾗﾝｽ弁務官代理｢Jocet｣(~9.17)
1802年8月20日-09:00|日本|  ||享和2年7月23日|<死去>董九如(58歳)画家
1802年8月21日-09:00|日本|北海道|享和2年7月24日|幕府､松前章広の東蝦夷の地を収公
1802年8月24日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｿｱﾚｽ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ｣(~1806
  0402)
1802年8月27日-09:00|日本|宮崎県延岡市|享和2年7月30日|<死去>日向延岡7万石｢内藤政韶｣(27歳)⇒養子｢内藤
  政和｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年10月17日､20歳で死去)
1802年8月28日-09:00|日本|  ||享和2年8月|<出版>西村中和｢絵本年代記｣
1802年8月28日-09:00|日本|  ||享和2年8月|<出版>北尾政美｢魚貝譜｣
1802年8月31日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ﾎﾚﾝﾌﾞﾙｸ男爵ﾖｰｾﾞﾌ･ｶｰﾙ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋｼｭﾀｲﾝ
  ｣(~18040910)
1802年9月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第52代ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ5世｣ﾔｰﾃﾞｨｶﾞｰﾙ2世の子(~1
  804.11)
1802年9月1日-09:00|日本|栃木県大田原市|享和2年8月5日|<死去>下野大田原藩11400石｢大田原庸清｣(52歳)⇒
  長男｢大田原光清｣が継ぐ(⇒文化9(1812)年11月22日､隠居)
1802年9月2日-09:00|日本|栃木県大田原市|享和2年8月6日|<交替>下野黒羽藩2万石｢大関増輔｣隠居⇒長男の｢大
  関増陽｣(~文化8(1811)年11月24日､隠居)
1802年9月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾋﾟｴﾓﾝﾃを併合
1802年9月13日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ総司令官｢Louis Thomas Villaret de Joyeuse｣
  (~18090224)
1802年9月13日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ島で､反仏の反乱が再燃
1802年9月17日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島ﾌﾗﾝｽ弁務官｢Jean-Philippe Bourr
  ilhon｣(1期目~18030320)
1802年9月25日-09:00|日本|新潟県新発田市|享和2年8月29日|<死去>越後新発田藩5万石｢溝口直侯｣(25歳)⇒10
  月29日､長男｢溝口直諒｣が継ぐ(⇒天保9年8月5日(18380923)､隠居)
1802年9月28日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳﾞｪｱ･ﾎﾊﾞｰﾄ｣(~11.5没)
1802年9月29日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ｼﾞｬﾝ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾉｹﾞｽ｣(~18030622)
1802年9月29日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｾﾝﾄﾙｼｱはﾌﾗﾝｽに復帰(~18030622)
1802年10月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督代行｢ｲｵﾙﾀﾞﾁｪ･ｺﾝﾀ｣(~28日)
1802年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾆﾊﾞﾚ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾌｨﾘｯﾋﾟ｣
1802年10月2日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ﾋｭｰ･ﾗｲﾙ･ｶｰﾏｲｹﾙ｣(~7日)
1802年10月4日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Gabriel Antonio Franco de Cast
  ro｣(~18050831)
1802年10月4日-09:00|日本|  ||享和2年9月8日|<死去>伏見宮邦頼親王(70歳)皇族
1802年10月7日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||(~18030630)ﾌﾗﾝｽのﾄﾊﾞｺﾞ植民地
1802年10月7日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾚﾅｰﾄﾞ･ﾃﾞ･ｻﾌｴ
  ･ﾀﾞﾏﾙｼﾞｯﾄ｣(~12.26死去)
1802年10月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾏ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世｣
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1802年10月13日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾍﾟｼｮﾝとｸﾚﾙﾎﾞｳ,ﾌﾗﾝｽ軍に対する反乱を開始/数日後,ｸﾘｽﾄﾌとﾃﾞｻﾘｰﾇもこ
  れに続く/数日の内にｶﾌﾟ･ﾌﾗﾝｿﾜ,ﾎﾟﾙﾄｰﾌﾟﾗﾝｽ,ﾙｶｲｴを残してほぼ全土が反乱軍の手に落ちる
1802年10月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｲﾌﾟｼﾗﾝﾃｨ｣(1回目~18060816)
1802年10月15日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｽｲｽを再占領(~18040109)
1802年10月15日-09:00|日本|静岡県沼津市|享和2年9月19日|<死去>駿河沼津藩3万石｢水野忠友｣(72歳)⇒11月､
  婿養子｢水野忠成｣が継ぐ(⇒文政4(1821)年11月11日､1万石加増され4万石)
1802年10月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ､ｱﾒﾘｶのﾆｭｰ･ｵｰﾘﾝｽﾞ倉庫使用権を停止
1802年10月17日-09:00|日本|京都府亀岡市|享和2年9月21日|<死去>丹波亀山藩5万石｢松平信彰｣(21歳)⇒養子｢
  松平信志｣が継ぐ(⇒文化13(1816)年4月15日､死去)
1802年10月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈﾂｨｱ最後のﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｰｺ･ﾏﾆﾝ｣ｻﾝ･ｻﾙｳﾞｧﾄｰﾚの自宅で
1802年10月24日-09:00|日本|大分県杵築市|享和2年9月28日|<死去>豊後杵築藩32000石｢松平親賢｣(50歳)⇒11月
  20日､甥｢松平親明｣が継ぐ(⇒文政8(1825)年11月12日､41歳で死去)
1802年10月24日-09:00|日本|東京都千代田区|享和2年9月28日|<解任>老中｢安藤信成｣
1802年10月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<ﾌﾟﾈｰの戦い>ﾎｰﾙｶﾙ家のﾔｼｭﾜﾝﾄ･ﾗｰｵ･ﾎｰﾙｶﾙはﾌﾟﾈｰでﾏﾗｰﾀ宰相とｼﾝﾃﾞｨｱ家の連
  合軍を破り､ﾌﾟﾈｰを占領.ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ2世はﾎﾞﾝﾍﾞｲを拠点するｲｷﾞﾘｽのもとへと逃げた
1802年10月27日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾌﾞﾗﾝｼｮ･ﾄﾞ･ｳﾞｪﾘｰ｣(2回目~18070912)
1802年10月27日-09:00|日本|  ||享和2年10月|志筑忠雄｢暦象新書｣完結(ﾆｭｰﾄﾝ力学などを紹介した)
1802年10月28日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾓﾙｰｼﾞ｣(~1806年8月)
1802年10月30日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者代行(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ﾙｿﾝ｣(~12.20
  )
1802年11月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ﾖﾊﾈｽ･ﾊﾞﾌﾟﾃｨｽﾀ･ﾌｪﾙﾍｲｴﾝ｣(~18030131)
1802年11月2日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾛｼｬﾝﾎﾞｰ伯ﾄﾞﾅﾃｨｱﾝ･ﾏﾘｰ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾑｰﾙ｣(2
  回目~18031130)
1802年11月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｯﾍﾟ侯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世｣
1802年11月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｯﾍﾟ侯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ2世｣(~18510101死去)
1802年11月5日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾃﾞﾝﾄ｣(2回目~18040506)
1802年11月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Emmanuel Maria Graf von Thun und Hohenstein｣(~1803.2
  )
1802年11月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||U.S.Sﾊﾟﾙﾐﾗのｿｰﾙ大尉によってﾊﾟﾙﾐﾗ環礁発見されﾊﾟﾙﾐﾗ島と名付けられた
1802年11月14日-09:00|日本|大阪府大阪市|享和2年10月19日|<就任>大坂城代｢稲葉丹後守正諶｣(~文化1.1.23)
1802年11月14日-09:00|日本|京都府京都市|享和2年10月19日|<就任>京都所司代｢青山忠裕｣(⇒1804(文化1年1月
  23日))
1802年11月14日-09:00|日本|東京都千代田区|享和2年10月19日|<就任>老中｢土井利和｣(~文政5年7月8日)
1802年11月18日-09:00|日本|  ||享和2年10月23日|<死去>青木夙夜(不明)画家
1802年11月21日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島知事｢Albert van Heyningen, Jr.｣(~1809.7
  死去)
1802年11月22日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李時秀｣(~18030213)
1802年11月25日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ民族博物館と図書館の基礎が発足
1802年11月25日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|享和2年11月|<死去>鳥取西館新田藩2万石｢池田定常｣隠居⇒長男｢池
  田定興｣が継ぐ(⇒文化4年11月3日(18071201)､死去)
1802年11月26日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行(知事)｢ﾑｹﾞﾄｯﾄﾞ｣(~18030630
  )
1802年11月29日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢政府評議会:ﾏﾇｴﾙ･ｸﾙｽ･ﾓﾝﾃｲﾛ/ﾎｾ･ｺｴｰﾘｮ･
  ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ/ﾎｱｷﾝ･ﾅｻﾞﾘｵ･ﾀﾞ･ﾌｫﾝｾｶ･ﾎﾞﾙﾍｽ/ﾎｾ･ﾎｱｷﾝ･ﾎﾞﾃﾘｮ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~1804年)
1802年12月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾆｺﾗｲｴﾌ軍事知事兼ｴｶﾃﾘﾉｽﾗﾌ=ﾆｺﾗｲｴﾌ=ﾀｳﾘﾀﾞ県民事主席管理者｢Ivan Iv
  anovich Mikhel'son｣(~1803.2)
1802年12月1日 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽとｵﾗﾝﾀﾞがｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ島領域再開(~18100215)
1802年12月3日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾖﾊﾝ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ﾘｽﾊﾞｰｸﾞ｣(2回目
  ~18070415)
1802年12月4日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ｳｨﾚﾑ･ｵｯﾄｰ･ﾌﾞﾛﾜ･ﾌｧﾝ･ﾄ
  ﾚｽﾛﾝ｣(~18031209)
1802年12月7日-09:00|日本|東京都墨田区|享和2年11月13日|<大相撲>享和2年11月場所[江戸本所回向院境内](1
  0日間)優勝:(西大関)雷電,8勝0敗2休
1802年12月9日 05:00|日本|新潟県佐渡市|享和2年11月15日|<享和2年佐渡地震>未刻(14時ごろ)各所で地殻変動
  /島の西南海岸の小木で2m隆起し約120mの干潟を生んだのをはじめ､沢崎､赤泊間が目立って隆起し､その東の
  徳和､岩首間では海岸が沈んだ/島の西南部の小木半島と国中平野の西半分での被害が大きく､たとえば小木で
  は集落453軒がほとんど全潰し､そのうち328軒が焼失/金丸では150軒のうち100軒が倒潰､安国寺50軒､畑片･畑
  本郷では30軒が倒壊/島北部では､金山のある相川では土蔵や石垣､用水路などが破損し､金山にも被害があっ
  た/佐渡全体の被害､家屋倒潰732軒､うち同焼失328軒､同破損1423軒.土蔵倒潰1棟､同焼失23棟､同破損37棟.19
  人死亡
1802年12月11日-09:00|日本|茨城県筑西市|享和2年11月17日|<死去>常陸下館藩2万石｢石川総般｣(46歳)⇒養子｢
  石川総親｣が継ぐ(⇒文化5年9月29日(18081117)死去)
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1802年12月20日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者代行(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ﾁﾁｪｽﾀｰ･ﾏｸﾄﾞ
  ﾈﾙ｣(~1803年1月)
1802年12月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで商業会議所が設置
1802年12月25日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Grigoriy Petrovich Miloradovich｣(~18030814)
1802年12月25日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾟﾚﾎﾞｽﾄ卿｣(~18050624)
1802年12月26日-09:00|日本|愛知県岡崎市|享和2年12月2日|<交替>三河奥殿藩16000石｢松平乗尹｣隠居⇒甥｢松
  平乗義｣が継ぐ(⇒文政10(1827)年8月23日､死去)
1802年12月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1802年12月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾗｰﾀ帝国宰相ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ2世がｲｷﾞﾘｽと軍事保護条約ﾊﾞｾｲﾝ条約を締結
1803年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣
1803年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Carel Lodewijk Wieling｣(~1804年)
1803年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾊﾞﾗﾝﾊﾞﾝｶﾞﾝ酋長｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ･ﾌｧｰｶｰ｣(~1805年11月)
1803年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Petrus Adrianus Goldbach｣(~1804年)
1803年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｺﾘｽ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣(~18060311没)
1803年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Abu al-Mafakhir･ﾑﾊﾏｯﾄﾞ･ｱﾘｳｯﾃﾞｨﾝ2世｣(~1808年)
1803年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｼｪﾝｸｱｰﾝ王｢ﾉｲ｣ｿﾝ･ﾌｫｳの甥(~1831年､ﾍﾞﾄﾅﾑのﾐﾝ･ﾏﾝ皇帝によって処刑され､ｼｪﾝｸｱｰ
  ﾝはﾍﾞﾄﾅﾑにﾁｬﾝﾆﾝ省として併合~1832年)
1803年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾀｼ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(2回目~1805年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼﾞｬﾌﾗﾊﾞｰﾄﾞ･ﾀﾅﾀﾞｰﾙ兼ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ･ﾜｼﾞｰﾙ｢Jumrud Khan｣
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ･ｼﾞｬｶﾞﾃﾞｵ｣(~同年没)⇒｢ｱﾁｬﾗ･ﾏﾝ･ｼﾝ･ｼﾞｬｶﾞﾃﾞｵ｣(
  ~1806年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾆｶ国摂政｢ﾗﾆ･ｼﾞｬｲ･ﾗｼﾞｬｸﾞﾙ｣(~1805年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾑﾊﾙｻｲﾝ国統治者(ﾀﾗﾅ･ｻﾍﾌﾞ)｢ｹﾊﾙ･ｼﾝ｣(1回目~同年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ｹｼｭﾘｼﾝｼﾞ･ｼﾌﾞｼﾝｼﾞ｣(~1819年没)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾙﾑﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾀﾝ･ﾌﾟﾗｶｼｭ｣(1804年没)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌｧﾗﾊﾞｰﾄﾞ国･ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｶｰﾝ2世｣(~1826年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌﾗﾊﾞｰﾄﾞ･ﾀﾅﾀﾞｰﾙ兼ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ･ﾜｼﾞｰﾙ｢Ibrahim Khan2世｣(~1826年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾐ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌﾟﾘﾀﾑ･ｼﾝ｣(~1813年没)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞﾛﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾌﾞﾌﾟﾀｼﾑｼﾞ･ﾓｼﾞ｣(~1844年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾘｱ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝｼﾑｼﾞ･ｻﾋﾌﾞｼﾑｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｶﾞﾝﾀﾞｽｼﾞ2世ｼﾞｬｼｭﾜﾝｼﾑｼﾞ｣(~181
  9年8月没)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｼｬﾝﾊﾞﾙ･ﾃﾞｵ｣
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢Baji Rao2世｣(~18180603)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｶﾞﾙ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣(~1815年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｸﾀｰﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾌﾟﾘﾃｨﾗｰｼﾞ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾝｼﾞ｣(~1835年没)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｽｶﾞﾙ国､ｶﾝﾊﾟﾗ国､ｶﾝﾍﾞｲ国､ﾀﾞｽﾊﾟﾗ国､ﾀﾙﾁｬｰ国､ﾃｨｷﾞﾘｱ国､ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国､ﾅﾔｶﾞﾙ国､ﾅﾙｼ
  ﾝﾌﾟﾙ国､ﾆﾙｷﾞﾘ国､ﾊﾞﾗﾝﾊﾞ国､ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国､ﾋﾝﾄﾞﾙ国､ﾗﾝﾌﾟﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾞﾝﾌﾟｰﾙ国､ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国､ｿﾈﾌﾟｰﾙ国､ﾊﾟﾄﾅ国､ﾊﾞﾑﾗ国､ﾎﾅｲ国､ﾗｲﾗｸﾎﾙ国がﾅｸﾞﾌﾟｰﾙから割譲
  される(ｲｷﾞﾘｽ保護領)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ｸﾀｰﾙ国､ｸﾆﾊﾙ国､ｸﾑﾊﾙｻｲﾝ国､ｻﾝｸﾞﾘ国､ｼﾞｭﾊﾞﾙ国､ｼﾙﾑﾙ国､ﾀﾞｰｺﾃｨ国､ﾀﾞﾐ国､ﾀﾛｯｸ国､
  ﾅﾗｶﾞﾙ国､ﾊﾞｶﾞﾙ国､ﾊﾞｼﾞ国､ﾊﾞﾙｻﾝ国､ﾍﾞｼﾞｬ国､ﾏﾌﾛｸﾞ国､ﾏﾝｶﾞﾙ国をﾈﾊﾟｰﾙが占領(~1815年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ｹｵﾝﾀｰﾙ国をﾈﾊﾟｰﾙが占領(~1814年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾊﾞ国をｷﾞｭﾗｰが占領(~1813年)
1803年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾕﾙﾊﾞﾆ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(正式には1812年から)
1803年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾀﾅﾜﾙ統治者(ﾐｰﾙ)｢ﾊｲﾊﾞｯﾄ･ｶｰﾝ｣
1803年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾀﾅﾜﾙ統治者(ﾐｰﾙ)｢ﾊｼﾑ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~1805年没)
1803年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ｼﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1808年没)
1803年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立大王(ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙ)｢ｶｲｻﾞｰ･ｼｬｰ｣(~1804年)
1803年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾘｱﾝ･ｶﾗｴｲ汗国(ﾍﾟﾙｼｬ内)ﾊﾝ｢ﾕｾﾌ･ｱﾘ･ｶｰﾝ ｶﾗｴｲ･ﾄﾙﾊﾞﾃｨ｣(~1813年)
1803年-04:00|UAE|  |||<即位>ｼｬﾙｼﾞｬ首長｢Sheikh Sultan bin Saqr Al Qasimi｣(1期目~1840年)兼ﾗｱｽ･ｱﾙ=ﾊｲﾏ
  首長(1期目~1808年)
1803年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｱｳﾞｧｰﾙはﾛｼｱの宗主権下
1803年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ/ｵﾏｰﾝ|  |||<就任>ｵﾏｰﾝ･ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ総督｢ﾔｸｰﾄ･ﾋﾞﾝ･ｱﾏﾙ･ｱﾙ･ﾊﾌﾞｼ｣(~18060914)
1803年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<就任>ｺﾙﾄﾞﾌｧﾝ副王(ﾏｸﾄﾞｩﾑ)｢ﾑｻﾘﾑ｣(~18210819)
1803年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｱｶﾞ｣(~1808年)
1803年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾍﾞﾗﾙｰｼのﾛｼｱ軍総督兼ﾋﾞﾃﾌﾟｽｸ県とﾓｷﾞﾘｮﾌ県民事行政長官｢ｲﾜﾝ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ﾐ
  ｹﾙｿﾝ｣(~1806年)
1803年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Abdurrahman Pasha｣(~1813年)
1803年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ibrahim Pasha Qattar Agisi｣(~1804年)
1803年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾒﾈﾂｨ･ﾎﾟﾄﾞﾙｽｷｰ軍総督兼ﾎﾟﾄﾞﾘｱ､ｳﾞｫﾙｨｰﾆ行政区域民事主席管理者｢Ivan N
  ikolayevich Essen｣(~1811年)
1803年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｶﾗﾝｶﾞ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ｶﾝｶﾞﾗ2世｣(~1804年)
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1803年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｷｴﾌ軍総督兼ｷｴﾌ､ﾐﾝｽｸ行政区域民事主席管理者｢Aleksandr Petrovich Tor
  masov｣(~1806年)
1803年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kataragasi Ibrahim Pasha｣(~1804年)
1803年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ･ｳﾝﾄ･ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ･ｲﾝ･ﾋﾞﾙｼｭﾀｲﾝ侯｢ｶｰﾙ1世｣(~1820年)
1803年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾂｯﾃｨ伯｢Guillame Adam de Felice｣(~1871年)
1803年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Alexius Frederick Christian｣⇒ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ公(~18340
  324死去)
1803年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｶﾞﾙｼｱ5世｣(~1830年1月没
  )
1803年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ﾒﾝﾍﾟﾙｶﾞﾙﾄ(ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ)をﾌﾗﾝｽに割譲
1803年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｱﾙﾑ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｻｱﾙﾑ)｢ﾏｸﾝﾊﾞ･ｼﾞｮｺﾞﾌﾟ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(~1810年)
1803年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾞｱｿ統治者(ﾌｧﾝｶﾏﾗ)｢ﾃﾞｨﾊﾞ･ｻﾝﾊﾞﾗ･ｼﾞｬｰﾛ｣(~1804年)
1803年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>北ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官｢Peter Hanning Motzfeldt｣(~1817年)
1803年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Pieter Specht｣(~1804年)
1803年 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事代理｢Cornelius Berch｣(~18030209)
1803年 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副知事｢Thomas Dinzey｣(~1810年)
1803年 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督(名目)｢ﾍﾞﾙﾃｨｴ伯爵ﾙｲ･ｾｻﾞｰﾙ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾃﾞ･
  ﾍﾞﾙﾙｲ｣(~6.30)
1803年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾙﾌｰﾝ･ﾐﾙｽﾞ｣(~1807年)
1803年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Jean-Baptiste Bresson｣弁務官(~1804年)
1803年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾌﾗﾝｿﾜ=ｼﾞｬｯｸ･ﾙｺﾜ･ﾄﾞ･ﾓﾝｼﾞﾛｰ｣(~同年)
1803年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｸﾚﾏﾝ･ﾄﾞ･ﾛｻ｣(~同年)
1803年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者代行｢ﾎﾞﾅﾍﾞﾝﾁｬｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾃﾘ｣(~1804年)
1803年1月 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢市民委員会(ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾗｰﾄﾝ/ﾄｰﾏｽ･ﾋﾟｸﾄﾝ/ｻﾐｭｴ
  ﾙ･ﾌｯﾄﾞ)｣(~7.20)
1803年1月4日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｲﾄｩﾘｶﾞﾗｲ･ｲ･ｱﾚｽﾃｷﾞ｣(~18080916)
1803年1月4日-09:00|日本|奈良県|享和2年12月11日|大和国山辺郡に一揆
1803年1月8日-09:00|日本|奈良県天理市|享和2年12月15日|大和国柳本藩に貢租減免の一揆
1803年1月13日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事代理｢Cornelis Hubertus Buschman｣(~同年死去)
1803年1月13日-09:00|日本|京都府福知山市|享和2年12月20日|<死去>丹波福知山藩32000石｢朽木倫綱｣(36歳)⇒
  翌年1月12日､養子｢朽木綱方｣が継ぐ(⇒文政3(1820)年6月3日､隠居)
1803年1月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾗﾑｼﾝｼﾞ｣(~18100510没)
1803年1月21日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢John Le Mesurier3世｣(~18250414
  )
1803年1月21日-09:00|日本|長野県佐久市|享和2年12月28日|<死去>信濃岩村田藩15000石｢内藤正国｣(30歳)⇒翌
  年閏1月18日､甥｢内藤正縄｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年2月25日､死去)
1803年1月22日 05:00|日本|高知県高知市|享和2年12月29日|<高知享和2年の大火>朝四つ時(午前10時ごろ)､細
  工町の菓子屋俵屋から出火､隣接する山田町から廿代町､蓮池町と燃え広がり､紺屋町､新堀､菜園場町､農人町､
  新町､鉄砲町と1戸も残さず次々と灰にして行った/続いて炎は下知村の農家までをも焼き尽くし､夜の六つ時(
  18時ごろ)鎮火/焼失戸数1100余軒
1803年1月23日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ﾄｰﾏｽ･ﾊﾞﾛｳ｣(2回目
  ~18050214)
1803年1月23日-09:00|日本|  ||享和3年1月|<出版>歌川豊広･歌川豊国｢御伽かのこ｣
1803年1月23日-09:00|日本|  ||享和3年1月|<出版>葛飾北斎｢絵本小倉百句｣
1803年1月23日-09:00|日本|  ||享和3年1月|<出版>山東京伝(北尾政演)｢奇妙図彙｣
1803年1月23日-09:00|日本|  ||享和3年1月|<出版>式亭三馬(勝川春英･歌川豊国両人の画)｢戯場訓網図彙｣八巻
  五冊
1803年1月23日-09:00|日本|  ||享和3年1月|<出版>大阪の画工松好斎半兵衛｢戯場言葉草｣五冊
1803年1月23日-09:00|日本|  ||享和3年1月|<出版>北尾重政｢絵本三鼎倭孔明｣
1803年1月23日-09:00|日本|  ||享和3年1月|<出版>立川焉馬(豊国の画)｢役者此手嘉志和｣二冊
1803年1月23日-09:00|日本|  ||享和3年1月|<出版>篁竹里｢絵本戯場年中鑑｣
1803年1月31日 11:00|日本|長野県松本市|享和3年1月9日|<松本享和3年の大火｢飴や火事｣>夜四つ時(20時ごろ)
  ､餌差町長屋の飴屋から出火､上下横田町から東町の半分､和泉町､安原町､萩町と焼け抜けて､御徒士町､新町､
  田町､片端はそれぞれ半分焼失､袋町､天白両町は全町が焼け失せた/家屋の損害は町家1390軒､侍屋敷68軒､足
  軽の家570軒､合計2028軒/主な寺院の焼失は下横田町の正行寺､恵光院など7か所
1803年2月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ王国初代主任大臣｢ﾀﾞﾓﾀﾞﾙ･ﾊﾟﾝﾃﾞ｣(~1804.3)
1803年2月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾗｰｼﾞ･ﾗｼﾞｪｼｭﾜﾘ･ﾃﾞｳﾞｨ｣(2回目~1804年)
1803年2月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾆｺﾗｲｴﾌ軍事知事兼ｴｶﾃﾘﾉｽﾗﾌ=ﾆｺﾗｲｴﾌ=ﾀｳﾘﾀﾞ県民事主席管理者｢Sergey A
  ndreyevich Bekleshov｣(~10月死去)
1803年2月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官代行｢ﾏﾉｴﾙ･ｺﾞﾝｻﾙｳﾞｪｽ･ﾄﾞｽ･ｻﾝﾄｽ｣(~1804年)
1803年2月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾙﾄﾞｿ･ﾃﾞ･ﾌｧﾘｱ｣(~1804年7月)
1803年2月 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢Antonio Leal de Ibarra y O
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  xinando｣(1期目~18040321)
1803年2月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ﾔｺﾌﾞｽ･ｽﾎﾟｰﾙｽﾞ｣(~4.30)
1803年2月2日-08:00|中国|  |||中国･雲南省で地震M6.3､死者200
1803年2月3日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島は東ｲﾝﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ植民地の一部(~18100709)
1803年2月9日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団公ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾄﾝﾏｼ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄｰﾅ｣(~18050613
  没)
1803年2月9日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ植民地ｷｭﾗｿｰ知事｢Abraham de Veer｣(~18040827)
1803年2月13日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|享和3年1月22日|<死去>伊勢神戸藩15000石｢本多忠奝｣(49歳)⇒養子｢
  本多忠升｣が継ぐ(⇒天保11(1840)年9月20日､隠居)
1803年2月14日-09:00|日本|長崎県大村市|享和3年1月23日|<交替>肥前大村藩24973石｢大村純鎮｣隠居⇒長男｢大
  村純昌｣が継ぐ(⇒天保7(1836)年11月23日隠居)
1803年2月15日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞｲ｣(1回目~8月)
1803年2月16日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Balthazar Frederik von Muhlenfels｣
  (~18070322死去)
1803年2月16日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Casimir Wilhelm von S
  cholten｣(2期目~18071221)
1803年2月17日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王｢ﾑﾄｩｻﾐ｣(~6.24死去)
1803年2月19日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄが､ｽｲｽ諸州の内乱を調停/新しく憲法としての調停法を通
  達
1803年2月21日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国ｹｰﾌﾟ植民地総監｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ｳｲﾃﾝﾊｰｹﾞ･ﾃﾞ･
  ﾐｽﾄ｣(~18040925)
1803年2月21日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｹｰﾌﾟ植民地をﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国に返還
1803年2月24日-09:00|日本|  ||享和3年閏1月3日|<死去>鏑木梅渓(54歳)画家
1803年2月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣⇒ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ選帝侯(⇒18060101､ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙ
  ｸ国王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣~18161030死去)
1803年3月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾜｯﾊｰﾌﾞ派のﾃﾞｨﾘﾔ首長国がﾋｼﾞｬｰｽﾞを占領(~18130123);ﾀｲﾌを占領
1803年3月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｶｰﾙ･ﾏﾘｱ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪｰﾊﾞｰ《歌劇｢ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭﾓﾙとその隣人たち｣》
1803年3月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国ｹｰﾌﾟ植民地知事｢ﾔﾝ･ｳｨﾚﾑ･ﾔﾝｾﾝ｣(~18060118)
1803年3月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>北西部領土(東海岸の連邦政府に寄贈された土地:ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ州､ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ
  州､ｺﾈﾁｶｯﾄ州､ﾆｭｰﾖｰｸ州など)⇒ｱﾒﾘｶ合衆国ｵﾊｲｵ州(17番目)
1803年3月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱ初の新聞ｼﾄﾞﾆｰ･ｶﾞｾﾞｯﾄ創刊
1803年3月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ公･3代ﾌﾞﾗｯｸﾘｰ侯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ公位廃絶
1803年3月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｳｨﾘｱﾑ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(~18231021死去)
1803年3月10日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｵｳｶﾞｽﾄ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾌｫﾝ･ｱﾌﾘｰ｣Con(1期目~12.31
  )
1803年3月15日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾏﾙｺｽ･ｳﾙﾋﾞﾅ｣(~18050222没)
1803年3月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼﾗｰ(43)の｢ﾒｯｼﾅの花嫁｣がﾜｲﾏｰﾙ劇場で上演される
1803年3月20日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢Richard Longfield
   Davies｣(~21日)
1803年3月20日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島占領(島はﾆｭｰﾌｧﾝﾄﾞﾗﾝﾄﾞが管理)
  (~18160622)
1803年3月23日-09:00|日本|  ||享和3年2月|<刊行開始>本草学者小野蘭山｢本草綱目啓蒙｣(1806年完結)
1803年3月23日-09:00|日本|長野県諏訪市|享和3年2月|高島藩､文武学校稽古所を設立
1803年3月25日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾍﾝﾘｰ･ﾀｯｶｰ｣(3期目~180503
  24)
1803年3月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､ﾌﾗﾝ価安定法が成立
1803年3月29日-09:00|日本|埼玉県行田市|享和3年2月7日|<死去>阿部正識(40歳)前武蔵忍藩主
1803年3月31日-09:00|日本|群馬県高崎市|享和3年2月9日|<死去>上野吉井藩1万石｢松平信充｣(29歳)⇒4月18日､
  養子｢松平信敬｣が継ぐ(⇒天保12(1841)年5月9日､死去)
1803年4月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾎﾗｰｻｰﾝ･ｼｬｰ｢ﾅﾃﾞｨｰﾙ･ﾐﾙｻﾞ｣
1803年4月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾎﾗｰｻｰﾝがﾍﾟﾙｼｬに再編入
1803年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾘﾋﾞｵ･ｶｻﾞｰﾘ｣
1803年4月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《交響曲第2番ﾆ長調Op.36》《ﾋﾟｱﾉ協奏曲第3番ﾊ短調O
  p.37》《ｵﾗﾄﾘｵ｢ｵﾘｰｳﾞ山上のｷﾘｽﾄ｣》が初演
1803年4月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||(仏)貨幣法制定/ｼﾞｪﾙﾐﾅｰﾙ=ﾌﾗﾝ(金銀複本位制)
1803年4月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾊﾟﾗﾏｯﾀ､ｾﾝﾄ･ｼﾞｮﾝｽﾞ教会創立
1803年4月10日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｼﾞｬﾙﾊﾞﾗｶﾝはﾛｼｱに併合された
1803年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､労働者の団結と労働運動を禁止する｢ｼﾞｪﾙﾐﾅﾙ22日法｣が制定される
1803年4月17日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｲﾘｽはﾛｼｱに併合
1803年4月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ､ﾆｭｰ･ｵｰﾘﾝｽﾞをｱﾒﾘｶ商人に再開放
1803年4月20日-09:00|日本|長崎県長崎市|享和3年2月29日|<死去>坂本天山(59歳)砲術家､高遠藩士/萩野流砲術
  を修め､砲身が前後左右に動く周発大砲を発明.萩野新流を創始
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1803年4月23日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ﾁｮｳﾞｨｯﾁ｣(~18070610)
1803年4月26日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝがｵﾗﾝﾀﾞ領のﾌﾗｯｼﾝｸﾞ･ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄを占領/ｱﾐｱﾝの和約に反して
  いるため､ｲｷﾞﾘｽが態度を硬化させる
1803年4月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣⇒ﾊﾞｰﾃﾞﾝ選帝侯(⇒18060725ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公~18
  110610死去)
1803年4月30日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾑｲﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾏｻｰﾄﾞ｣(2回目~7.30)
1803年4月30日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾃﾞｨﾘﾔがﾋｼﾞｬｰｽﾞを併合(~18130123)
1803年5月1日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢Sir Thomas Trigge｣(~18041217)
1803年5月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ｶﾝﾍﾟｷﾞｳｽ･ﾍﾙﾏﾅｽ･ｺﾞｯｷﾝｶﾞ｣(~7.31)
1803年5月2日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ｻｰ･ﾄﾏｽ･ﾄﾘｸﾞ｣(~18041217)ｹﾝﾄ公の
  下で
1803年5月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾙｲｼﾞｱﾅを1500万ﾄﾞﾙでｱﾒﾘｶに売り渡す､ﾙｲｼﾞｱﾅ割譲条約調印
1803年5月3日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾀﾍﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~6月)
1803年5月8日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総司令官｢Manuel Louis Jean Augustin Ernouf｣(~
  18100206)
1803年5月8日-09:00|日本|東京都江東区|享和3年3月17日|江戸深川三十三間堂通矢｢六十間堂百射｣､大沼優之助
  (13歳)66本(総矢数100本中)を記録/種目最初
1803年5月10日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李秉模｣(~18060125)
1803年5月11日-09:00|日本|東京都台東区|享和3年3月20日|<大相撲>享和3年3月場所[江戸浅草八幡宮](7日間)
  優勝:(西大関)雷電,5勝0敗2預
1803年5月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ9世｣⇒ﾍｯｾﾝ選帝侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣(~18070828解任
  ､ﾍｯｾﾝ選帝侯領はｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に併合~18210227死去77歳)
1803年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾐｱﾝの和約を破ったとして､ｲｷﾞﾘｽがﾌﾗﾝｽに宣戦布告
1803年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯｢Charles William｣
1803年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯｢Frederick Augustus｣(~18160324死去)
1803年5月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､ﾌﾗﾝｽとｵﾗﾝﾀﾞの船のｲｷﾞﾘｽ港への出入りを禁止
1803年5月19日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Fernando Cagigal de la Vega
   y Martinez Nino de San Miguel y Pacheco｣(~1808年)
1803年5月19日-09:00|日本|  ||享和3年3月28日|<死去>勝見二柳(81歳)俳人
1803年5月21日-09:00|日本|  ||享和3年4月|<出版>画工不明の｢戯場一覧三座例遺誌｣前編一冊
1803年5月21日-09:00|日本|  ||享和3年4月|<出版>大阪の画工流光斎如圭｢戯場画史｣山水之部二冊
1803年5月21日-09:00|日本|東京都|享和3年4月|(~6月)江戸で麻疹流行/死者多数
1803年5月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ､ｲｷﾞﾘｽに宣戦
1803年5月23日 03:00|日本|山梨県甲府市|享和3年4月3日|<甲府享和3年の大火｢鳥羽屋火事｣>昼の九つ時(正午)
  過ぎ､柳町二丁目の鳥羽屋庄右衛門方から出火/夜明けまで焼き尽くされた家々は横近習町を除く郭内町全体
  から､東は甲州街道沿いに金手町､上一条町､下一条町､和田平町､城屋町に及び､深町の組屋敷も全焼させた/南
  の方は緑町､西一条町から一蓮寺地内町へと燃え拡がり､さらに飛び火で町続きの板垣村､蔵田村､東青沼村ま
  で焼いている/また国玉村､蓬沢村､里吉村でも数軒が飛び火で類焼/町方の被害は､下府中19町の内44丁を焼き
  1108軒が焼失､土蔵焼失263か所.5歳以上の被災者は6732人､17人が死亡､死亡したのを内緒にすませた者90人
  余り､その後､井戸などから見つかった者を加えると150人ほどの人が亡くなった
1803年5月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝ･ｿﾅﾀ第9番ｲ長調"ｸﾛｲﾂｪﾙ"》
1803年5月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｴﾄﾙﾘｱ王･ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ(ﾙｲｰｼﾞ)1世･ﾃﾞｨ･ﾎﾞﾙﾎﾞｰﾈ｣
1803年5月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｴﾄﾙﾘｱ王･ﾄｽｶｰﾅ大公｢ｶﾙﾛ･ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ･ﾃﾞｨ･ﾎﾞﾙﾎﾞｰﾈ｣ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ1世の息子(~18
  071210)
1803年5月29日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾐｭﾌﾁｻﾞｰﾄﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~6月)
1803年6月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｸﾙｼｯﾄﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~7月)
1803年6月 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ監督官｢ﾙｲ･ﾓｰﾘｽ･ﾄｰﾊﾟﾝ･ﾄﾞ･ﾏﾆﾄｯﾄ｣(~11.14)
1803年6月5日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月6日|<就任>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国首席執行官｢ﾆｺﾗｲ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ｽﾄﾗﾎﾌ｣ｻﾞﾙｺﾞ副議長(
  ~11.8)
1803年6月8日-09:00|日本|長崎県平戸市|享和3年4月19日|<死去>平戸新田藩1万石｢松浦矩｣(36歳)⇒婿養子｢松
  浦良｣が継ぐ(⇒文化11(1814)年12月5日､25歳で死去)
1803年6月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍が､ｲｷﾞﾘｽ領のﾄﾞｲﾂのﾊﾉｰﾌｧｰを占領
1803年6月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ､ｲｷﾞﾘｽ商品の輸入を禁止
1803年6月20日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾄｰﾏｽ･ﾋｽﾛｯﾌﾟ卿｣(~18100109)
1803年6月22日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾘﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ｣(~26日)
1803年6月22日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<設立>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄﾙｼｱ
1803年6月24日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王｢ﾑﾄｩｻﾐ｣
1803年6月24日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王｢ｼｭﾘ･ｳﾞｨｸﾗﾏ･ﾗｼﾞｬｼﾑﾊ｣(2度目~18150302)
1803年6月26日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾚﾚﾄﾝ｣(~18070720)
1803年6月30日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾋﾟｸﾄﾝ｣(~7.21)
1803年6月30日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾄﾊﾞｺﾞ直轄植民地
1803年7月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｶﾞｰﾘｰﾌﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾏｻｰﾄﾞ｣(2回目~18131102退任/1806年2月~18130
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  123､亡命)
1803年7月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ･ｼﾞｬｻﾞｲﾘ｣(~18040131没)
1803年7月1日 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島代理人｢Alexander Murray｣(3期目~18041
  001)
1803年7月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの提督ﾎﾚｰｼｮ･ﾈﾙｿﾝ､ﾌﾗﾝｽ南東部の｢ﾂｰﾛﾝ港｣を封鎖
1803年7月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾃﾞｶｰﾝ伯爵ｼｬﾙﾙ･ﾏｼｭｰ･ｲｼﾄﾞｰﾙ｣､代行｢ﾙｲ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾋﾞ
  ﾉ｣(~10.1)
1803年7月11日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|享和3年5月23日|<交替>上総大多喜藩2万石｢松平正升｣､隠居
  )⇒長男｢松平正路｣が継ぐ(⇒文化5(1808)年6月5日､死去)
1803年7月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰの有名な芸人､Etienne-Gaspard Robertがﾄﾞｲﾂのﾊﾝﾌﾞﾙｸで熱気
  球で7,280mの高さの飛行
1803年7月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾞﾉﾜ･ﾓｯﾄ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾌｫﾝﾃｰﾇ｣(~10.1)
1803年7月13日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ｼｭｼﾞｬｰ･ｱﾙ･ﾑﾙｸ･ｼｬｰ｣(1回目~18090503退位
  )
1803年7月13日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣
1803年7月13日-09:00|日本|  ||享和3年5月25日|<死去>5代山本春正(70歳)蒔絵師
1803年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ=ﾊﾞﾙﾋﾌｪﾙﾄ方伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣
1803年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ=ﾊﾞﾙﾋﾌｪﾙﾄ方伯｢ｶｰﾙ｣(~1806年ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に併合)
1803年7月18日-09:00|日本|山口県岩国市|享和3年5月30日|<死去>周防岩国藩6万石｢吉川経忠｣⇒7月12日､長男｢
  吉川経賢｣が継ぐ(⇒文化3年12月26日(18070203)､16歳で死去)
1803年7月19日-09:00|日本|  ||享和3年6月|<出版>北尾重政｢絵本江戸桜｣
1803年7月19日-09:00|日本|  ||享和3年6月|<出版>柳々居辰斎｢新撰狂歌五十人一首｣
1803年7月21日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣(~8.9)
1803年7月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞﾌﾞﾛﾝで､ﾛﾊﾞｰﾄ･ｴﾒｯﾄ(25)が反ｲｷﾞﾘｽ蜂起(~24日鎮圧され9月20日処
  刑された)
1803年7月31日-09:00|日本|三重県亀山市|享和3年6月13日|<死去>伊勢亀山藩6万石｢石川総師｣(28歳)⇒長男｢石
  川総佐｣が継ぐ(⇒文政3(1820)年3月22日､隠居)
1803年8月 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｸﾞ･ｴﾘｸｾﾝ｣(~18040507没)
1803年8月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣
1803年8月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ｼﾝ2世｣(~18181221没)
1803年8月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ｺﾙﾈﾘｽ･ﾃﾞ ﾚｰｳ｣(~10.31)
1803年8月2日-09:00|日本|神奈川県横浜市金沢区|享和3年6月15日|<交替>武蔵六浦藩12000石｢米倉昌由｣隠居⇒
  養子｢米倉昌俊｣が継ぐ(⇒文化9(1812)年4月18日､死去)
1803年8月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｼﾌｼﾞｬｰ王朝ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ･ﾆｻﾞﾑ｢ﾆｻﾞｰﾑ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣
1803年8月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｼﾌｼﾞｬｰ王朝ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ･ﾆｻﾞﾑ｢ｼｶﾝﾀﾞﾙ･ｼﾞｬｰ｣(~18290501死去)
1803年8月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国統治者(ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ)｢ﾐｰﾙ･ｱｸﾊﾞﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｱｻﾌ･ｼﾞｬｰ3世｣(~1
  8290521没)
1803年8月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶの発明家ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾙﾄﾝ(38)が､ｾｰﾇ川で蒸気機関を取り付けた船の航行
  実験に成功
1803年8月9日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ﾄﾞﾅﾙｵ･ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ｣(~18040601
  )
1803年8月17日-09:00|日本|東京都台東区|享和3年7月|高嵩渓信宜､猩々舞の図を画く/浅草観音堂の外陣に掲ぐ
1803年8月22日-09:00|日本|高知県高知市|享和3年7月6日|<死去>土佐新田藩13000石(浦戸城)｢山内豊泰｣(39歳)
  ⇒長男｢山内豊武｣が継ぐ(⇒文政8(1825)年7月29日､40歳で死去)
1803年8月24日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|長崎県長崎市|享和3年7月8日|ｱﾒﾘｶ船が｢長崎丸｣の船名板をつけ長崎に来航､
  通商を求めるが､幕府は拒絶し退去させる
1803年8月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||第2次ﾏﾗｰﾀｰ戦争が始まる
1803年8月28日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾗﾄﾞﾗﾑ｣(2回目~1805年1月)
1803年9月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳﾄｶﾗ国はｲｷﾞﾘｽ保護下(ｸﾙﾀﾞ国として)(~10月)
1803年9月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ｺﾞｱ守備隊司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾗｰｸ卿｣(2度目~1806年)
1803年9月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍守備隊がｺﾞｱ占領(~18130402)ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの民政が続く
1803年9月3日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ｿｼｴﾃ諸島統治者｢Vai ra`a toa Tu Pomare1世｣
1803年9月3日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ｿｼｴﾃ諸島統治者｢Pomare2世｣(1期目~18081222)
1803年9月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ小説家ｺﾃﾞﾙﾛｽ･ﾄﾞ･ﾗｸﾛ(1741ｰ)小説｢危険な関係｣で有名､軍人出身(砲
  兵士官)
1803年9月9日-09:00|日本/ｲﾝﾄﾞ|長崎県長崎市|享和3年7月24日|ﾍﾞﾝｶﾞﾙ船が通商を求めて長崎に来航するが､幕
  府は拒絶
1803年9月12日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰからｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｳｴﾝ､ﾘｽﾞﾄﾞﾝ･ｺｳｳﾞに到着/ﾀｽﾏﾆｱ最初の入植
1803年9月12日 11:00|日本|熊本県宇土市|享和3年7月27日|宇土郡戸口浦村大火､焼失89戸
1803年9月14日-09:00|日本|東京都荒川区|享和3年7月29日|谷中延命院住持日道(40)､大奥奥女中と密通の廉で
  死罪となる
1803年9月16日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾏｰﾙ･ｲ･ﾎﾞﾙﾎﾞﾝ･ｱﾙｹﾞﾀﾞｽ･ｲ･ﾊﾞｼﾞ
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  ｪﾎ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀｸﾙｽ｣(~18100725)
1803年9月19日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ･ﾊﾘﾑ･ｼｬｰ2世ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ
  ･ｱﾙ=ﾑｶﾗﾑ･ｼｬｰ｣(1回目~18211112)
1803年9月20日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾌｰﾄﾞ将軍を送り､ふたたびｷﾞｱﾅ西半を奪取.英領ｷﾞｱﾅとな
  る(現ｶﾞｲｱﾅ)/以後150年にわたり英植民地となる
1803年9月23日-09:00|日本|神奈川県小田原市|享和3年8月8日|<死去>大久保忠顕(44歳)前相模小田原藩主
1803年9月24日-09:00|日本|愛知県田原市|享和3年8月9日|<死去>三宅康之(75歳)前三河田原藩主
1803年9月24日-09:00|日本|愛媛県松山市|享和3年8月9日|松山藩領桑村郡壬生川村で農家109軒を焼失
1803年9月26日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ﾃﾞｶｴﾝ伯爵ｼｬﾙﾙ･ﾏﾁｭｰ･ｲｼﾄﾞｰﾙ｣(~18
  101203)
1803年9月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||ﾌﾗﾝｽが､ｽｲｽと同盟を結ぶ
1803年9月27日-09:00|日本|茨城県土浦市|享和3年8月12日|<死去>常陸土浦藩95000石｢土屋英直｣(35歳)⇒長男｢
  土屋寛直｣が継ぐ(⇒文化7(1810)年10月15日､死去)
1803年10月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾆｺﾗｲｴﾌ軍事知事兼ｴｶﾃﾘﾉｽﾗﾌ=ﾆｺﾗｲｴﾌ=ﾀｳﾘﾀﾞ県民事主席管理者｢Sergey 
  Andreyevich Bekleshov｣
1803年10月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾆｺﾗｲｴﾌ軍事知事兼ｴｶﾃﾘﾉｽﾗﾌ=ﾆｺﾗｲｴﾌ=ﾀｳﾘﾀﾞ県民事主席管理者｢Andrey 
  Grigoryevich Rozenberg｣(~1805.3)
1803年10月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞをｲｷﾞﾘｽが占領(~18161204)
1803年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺｰﾆ｣
1803年10月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ﾙｲｰｼﾞ･ｹﾙﾋﾞｰﾆ《歌劇｢ｱﾅｸﾚｵﾝ》
1803年10月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||(3日~)ﾌﾗﾝｽのｱﾝﾄﾞﾚ=ｼﾞｬｯｸ･ｶﾞﾙﾇﾗﾝがﾓｽｸﾜとﾎﾟﾛｰｳﾞｧ間の300kmを飛行
1803年10月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国摂政｢ﾗﾆ･ﾗｸｼｭﾐ･ﾊﾞｲ｣(~1805年)
1803年10月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||(7日~)ｲﾀﾘｱのﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｻﾞﾑﾍﾞｯｶｰﾘらが気球を使ってﾎﾞｰﾛｰﾆｬのﾓﾝﾀﾆｮｰﾗからｱﾄﾞﾘ
  ｱ海を越える飛行を行い､ｲｽﾄﾘｱの海岸線近くまで飛行
1803年10月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ｣
1803年10月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ｣先代の子(~18351123死去)
1803年10月16日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Ramon del Pino｣(~18070305)
1803年10月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ上院､ﾙｲｼﾞｱﾅ割譲条約を承認
1803年10月23日-09:00|日本|滋賀県長浜市|享和3年9月8日|<死去>小堀政方(62歳)元近江小室藩主
1803年10月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ侯･2代ｺﾞｱ伯｢ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ･ﾙｰｿﾝ=ｺﾞｱ｣
1803年10月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ･ﾙｰｿﾝ=ｺﾞｱ｣先代の長男(⇒18330128
  兼初代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ公~18330719死去)
1803年10月27日-09:00|日本|福島県福島市|享和3年9月12日|<死去>陸奥下村藩1万石｢田沼意信｣(22歳)⇒養子｢
  田沼意定｣が継ぐ(⇒文化元(1804)年7月26日､死去)
1803年10月31日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ｣(1240t)ﾄﾘﾎﾟﾘ港内にて戦闘中に座礁､ﾄﾘﾎﾟﾘ
  に拿捕される
1803年11月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾝｶﾞﾙ国､ｶﾆｶ国､ﾎﾞｰ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1803年11月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ｻﾝﾀｶﾀﾘﾅ島はｸﾞｱﾃﾏﾗ司令官から分離､ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王領の下に置
  かれた
1803年11月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ｱｳｸﾞｽﾃｨﾝ･ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾍﾞｼｴ｣(~18040131)
1803年11月4日-09:00|日本|  ||享和3年9月20日|<死去>2代中村重助(55歳)歌舞伎作者
1803年11月4日-09:00|日本|  ||享和3年9月20日|<死去>歌舞伎堂艶鏡(55歳)浮世絵師
1803年11月10日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Francois Louis Magallon｣(~18051231)
1803年11月10日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|享和3年9月26日|宇和島藩領伊方浦で大火､160軒焼失
1803年11月12日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾃﾞｨﾘﾔ首長｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｽﾞｨｰｽﾞ1世ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ｻｳﾄﾞ｣
1803年11月12日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾃﾞｨﾘﾔ首長｢ｻｳﾄﾞ1世ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｽﾞｨｰｽﾞ｣(~18140427死去)
1803年11月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾙﾜﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約により)
1803年11月14日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｼﾞｬﾝ･ﾙｲ･ﾌｪﾗﾝ｣(~18081107)
1803年11月18日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾊｲﾁ革命:ｳﾞｪﾙﾃｨｴｰﾙの戦い>奴隷反乱軍がﾌﾗﾝｽ軍に勝利し独立へ
1803年11月18日-09:00|日本|広島県福山市|享和3年10月5日|<交替>備後福山藩10万石｢阿部正倫｣隠居⇒三男｢阿
  部正精｣が継ぐ(⇒文政9(1826)年6月20日､死去)
1803年11月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾏﾝ･ｼﾝ｣(~18430904没)
1803年11月22日-09:00|日本|福島県会津若松市|享和3年10月9日|会津藩校日新館完成
1803年11月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊｲﾁ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍,ﾊｲﾁから撤退.結局2年間で2万人以上が戦病死/13年間にわたる独
  立のたたかいで,ﾊｲﾁ人10万人が殺害される
1803年11月30日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｼﾞｬﾝ=ｼﾞｬｯｸ･ﾃﾞｻﾘｰﾇ｣(~12.31)
1803年11月30日-09:00|日本|東京都|享和3年10月17日|<死去>前野良沢(81歳､享保8(1723)年生)蘭学者､中津藩
  藩医/ﾀｰﾍﾙ･ｱﾅﾄﾐｱ(解体新書)の実際の全翻訳者
1803年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ労働者に新たな｢労働者手帖｣の所持を義務づける/雇傭に際し､この｢手帖｣を
  雇傭主に提出/雇傭主は労働者の素行や働きぶりを記し､離職時に返却
1803年12月 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||<即位>ｱｼｬﾝﾃｨ王｢Otumfuo Nana Opoku Fofie｣(~1804.3)
1803年12月3日-09:00|日本|茨城県行方市|享和3年10月20日|<交替>常陸麻生藩1万石｢新庄直規｣隠居⇒長男｢新
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  庄直計｣が継ぐ(⇒弘化2(1845)年10月26日､死去)
1803年12月3日-09:00|日本|東京都墨田区|享和3年10月20日|<大相撲>享和3年10月場所[江戸本所回向院境内](1
  0日間)優勝:(西大関)雷電,9勝0敗1休
1803年12月4日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱはﾛｼｱの保護領
1803年12月5日-09:00|日本|島根県安来市|享和3年10月22日|<死去>出雲広瀬藩3万石｢松平直義｣(50歳)⇒甥｢松
  平直寛｣が継ぐ(⇒嘉永3(1850)年10月21日､68歳で死去)
1803年12月8日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Ascenso de Sequeira Freire｣(~18070805)
1803年12月9日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾍﾞﾙﾚﾝｼﾞｬｰ｣(~180405
  09)
1803年12月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ議会､憲法修正第12条を可決
1803年12月12日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｴｽﾃﾙｲｪｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾌﾚﾄﾞﾘｸ･ｱﾄﾞﾙﾌ｣
1803年12月14日-09:00|日本|  ||享和3年11月|<刊行>山東京伝(画:北尾重政),読本｢復讐奇談安積沼｣/小平次物
  流行
1803年12月14日-09:00|日本|  ||享和3年11月|<出版>大阪の耳鳥斎｢かつらかさね｣
1803年12月16日-09:00|日本|  ||享和3年11月3日|<死去>初代杵屋正次郎(不明)長唄三味線方
1803年12月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅｰｸﾞﾌﾟﾙ太守ﾗｸﾞｰｼﾞｰ･ﾎﾞｰﾝｽﾚｰ2世はｲｷﾞﾘｽと講和条約ﾃﾞｰｵｶﾞｰｵﾝ条約を
  締結し､戦争から真っ先に離脱し､ｵﾘｯｻのｶﾀｯｸ､南ﾍﾞﾗｰﾙなどを領土の約3分の1を割譲させられた
1803年12月18日-09:00|日本|大阪府岸和田市|享和3年11月5日|<死去>和泉岸和田藩53000石｢岡部長備｣(41歳)⇒
  次男｢岡部長慎｣が継ぐ(⇒天保4(1833)年11月24日､隠居)
1803年12月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||米､ﾙｲｼﾞｱﾅをﾌﾗﾝｽから正式に1500万ﾄﾞﾙで購入(1ｴｰｶ当たり3ｾﾝﾄ)
1803年12月20日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|享和3年11月7日|<交替>備中庭瀬藩2万石｢板倉勝喜｣隠居⇒三男
  ｢板倉勝もと｣が継ぐ(⇒文化2(1805)年12月8日､18歳で死去)
1803年12月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ｹﾞｵﾙｸ1世｣
1803年12月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣(~18660920)
1803年12月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞﾜｰﾘﾔﾙ太守ﾀﾞｳﾗﾄ･ﾗｰｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱはｽｰﾙｼﾞｰ･ｱﾝｼﾞｬﾝｶﾞｰｵﾝ条約を結んでｲｷﾞ
  ﾘｽと講和し､ﾃﾞﾘｰ･ｱｰｸﾞﾗ地域などの領土を割譲
1804年-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵｰｼｬﾝ号でｲｷﾞﾘｽ軍のｼﾞｮﾝ･ﾏｰｿ大佐によってﾊﾞﾅﾊﾞ島が再発見され､ｵｰｼｬﾝ島と名
  付けられた
1804年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Willem Jacob Cranssen｣(~1808年)
1804年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ｿｱﾚｽ･ﾀﾞ･ｳﾞｪｲｶﾞ｣(~18070417)
1804年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Carel Lodewijk Wieling｣(~1809年死去)
1804年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾒｶｻﾝ君主｢Panembahan Mangku Adiningrat｣(~1842年)
1804年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Mahmud Badaruddin2世｣(~1812年)
1804年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾞｬﾏﾙﾙ･ｱﾏﾙ1世｣(~同年)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｲﾝﾄﾞﾗ･ｼｪｶｰﾙ･ﾃﾞｵ｣(~1820年)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾊﾄﾞ国支配者(ﾗﾅ)｢ｷﾗｯﾄ･ｼﾝ｣(~1806年)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｼｭﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1813年没)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩﾗﾝｶﾞﾄﾞﾗ国統治者(ﾗｰｼﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｱﾏﾙｼﾑｼﾞ2世･ﾗｲｼﾑｼﾞ｣(~18430409没)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾀｳﾃﾞｨ国(ｲｷﾞﾘｽ保護領)支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾌｧｲｽﾞ･ﾀﾗﾌﾞ･ｶｰﾝ｣建国(~1829年没)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾘﾄﾞｺｯﾄ国統治者(ｻﾙﾀﾞｰﾙ)｢ﾀﾞﾙ･ｼﾝ｣(1か月で没)⇒｢ｸﾞﾗﾌﾞ･ｼﾝ｣(~18261105没)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾃﾞｨ国統治者(ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾋﾞｼｪﾝ･ｼﾝ｣(~18210514没)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾅｲ国ﾗｼﾞｬ(ﾗｼﾞｬ･ｲﾝﾄﾞﾗ･ﾃﾞｵ)｢ﾀﾞﾔﾆﾃﾞｨ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾃﾞｵ｣(~1851年没)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾊﾞﾝﾀﾞﾙ国摂政｢ﾊﾛｼﾞ･ｽﾙﾀﾝｼﾞ｣(~1812年没)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｪﾙﾊﾞｽﾞ･ｶｰﾝ｣(~1808年)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｲｶﾞﾙ国(ｲｷﾞﾘｽ保護領)ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｭｼﾞｬｰﾙ･ｼﾝ｣ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙから割譲される
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｸｼｭﾏﾝ･ﾀﾞﾀﾞ(簒奪者)｣(~1807年)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｱﾓﾗ･ﾊﾟﾙ｣(~1805年没)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾄｶﾗ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに併合(~1808年)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｹｵﾝｼﾞｬﾙ国､ﾁｬﾙｶﾘ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｻｸﾃｨ国､ｻﾗﾝｶﾞﾙ国がﾅｸﾞﾌﾟｰﾙから割譲される(ｲｷﾞﾘｽ保護領)
1804年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾝﾀﾞ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ(ﾍﾞﾝｶﾞﾙの一部､1836年からは北西部諸州の一部)に併合される
1804年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶﾗﾝ統治者(ﾐｰﾙ)｢ｱｯﾊﾞｽ･ｶｰﾝ3世｣(~1835年没)
1804年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｸﾞﾜﾀﾞﾙをｻﾙﾊﾞｽのﾌﾞﾚﾃﾞｨ族長ﾐｰﾙ･ﾄﾞｽﾃﾝが占領(~1807年)
1804年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立大王(ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙ)｢ｶﾑﾗﾝ･ｼｬｰ｣(~1805年)
1804年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｱｯﾊﾞｽ･ｸﾙﾘ･ﾊｰﾝ｣3度目(~同年)⇒｢ｶﾙﾌﾞ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣(3度目~
  1807年)
1804年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｽﾞﾌｧｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾅｷﾙ･ｴｼﾞｬｲﾌﾞ｣(~1829年死去)
1804年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱｸﾞﾊﾞﾝ｣(~1805年)､摂政｢ｱﾄﾞﾗﾝ･ﾜﾗﾄﾞ･ｱﾌﾞ･ﾘｶｲﾘｸ｣(~1805年)
1804年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾜｯﾊｰﾌﾞ派のﾃﾞｨﾘﾔ首長国がﾒﾃﾞｨﾅを占領
1804年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Yasin Agha｣+｢Hasan bin al-Khallas｣(~1805年)
1804年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｶﾗﾝｶﾞ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾑﾃｨﾜﾊﾟﾝｺﾞｰﾑ｣(~1806年)
1804年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｷﾀﾝｺﾞﾆｱ首長｢ｼﾞｬﾝﾌｧﾙ･ｻﾘﾑ｣(~1817年)
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1804年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｻﾝｸﾙ首長｢ﾊｻﾝ･ﾗｼﾞｬ｣(~1810年)
1804年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ahmed Pasha al-Djazzar｣(4期目~1805年)
1804年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｸﾜﾝﾃﾞのﾊﾞﾘﾊﾞ国支配者｢ｳｫﾙ･ﾜﾘ1世ﾀﾌﾞﾙﾌｧ｣
1804年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｱﾌﾞｰ･ﾍﾞｷﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(反乱)
1804年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｸﾜﾝﾃﾞのﾊﾞﾘﾊﾞ国支配者｢ｦﾙｽﾙ1世ﾊﾞﾊﾞﾀﾝﾀﾒ｣(~1816年没)
1804年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ﾃﾞｸﾎﾟﾝ｣(~1819年)
1804年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬﾘﾌ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ6世ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ･ﾏﾝｽｰﾙ｣(~1811年)
1804年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾊｻﾞﾝ｣(~同年)⇒｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世｣(~1822年)
1804年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾎﾞﾝﾍﾞﾗ王国国王｢ﾃﾞｲﾄﾞ･ｲ･ｴﾕﾑ･ｴﾍﾞﾚ･ﾁｬｰﾘｰ･ﾃﾞｲﾄﾞ｣(~18761207)
1804年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾚｲ･ﾌﾞｰﾊﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲｪﾘﾏ･ﾌﾞｰﾊﾞ･ﾝｼﾞﾀﾞ｣建国(1回目~1840年)
1804年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官代行｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾊﾞﾚｯﾄ･ｼﾞｭﾆｱ｣⇒司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ｱﾝﾄﾆ
  ｵ･ﾋﾟﾝﾄ｣(~1811年)
1804年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾞｱｿ統治者(ﾌｧﾝｶﾏﾗ)｢ﾑｳｻ･ｼｮｲ･ｼﾞｬｰﾛ｣(~1805年)
1804年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｺｳﾁｰﾆｮ･ﾚﾝｶｽﾄﾙ｣(~1818年)
1804年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Pascual Ruiz Huidobro｣(~18070203)
1804年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Johan Craneveldt｣(~1805年)
1804年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Robert Nicholson｣(~1808年)
1804年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾞｼﾞｪﾎ｣(~同年)
1804年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ州総督補佐代行｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾉﾙﾍﾞﾙﾄ･ｾﾗｰﾉ･ｲ･ﾎﾟﾛ｣(~1810年)
1804年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ｶﾞﾙﾜｰﾙ国がﾈﾊﾟｰﾙによって消滅(~1815年)
1804年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ﾆｸﾗｳｽ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ﾜｯﾃﾝｳｨﾙ｣Mod(1期目~12.31)
1804年1月1日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>北ﾊｲﾁ総督｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｯｸ･ﾃﾞｻﾘｰﾇ｣(~10.8)
1804年1月1日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻﾝ=ﾄﾞﾏﾝｸﾞがﾌﾗﾝｽから独立宣言､国名をﾊｲﾁ(高い山の島)とあらためる
1804年1月3日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｶﾞﾝｼﾞｬはﾛｼｱに併合
1804年1月3日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|享和3年11月21日|<交替>陸奥三春藩5万石｢秋田謐季｣隠居⇒弟｢
  秋田孝季｣が継ぐ(⇒天保3(1832)年3月23日､隠居)
1804年1月6日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｨﾙｸｽの下でｲｷﾞﾘｽがﾏﾙﾃｨﾆｸ占領(~18050603)
1804年1月7日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Dmitriy Borisovich Mertvago｣(~18071109)
1804年1月11日-09:00|日本|  ||享和3年11月29日|手の込んだ細工の贅沢な物品の売買は不届きであり禁止
1804年1月12日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|享和3年11月30日|<死去>松平正升(62歳)前上総大多喜藩主
1804年1月17日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督代行｢ｵｽﾏﾝ･ｱﾙ･ﾊﾞﾙﾃﾞｲｼｰ｣(~3月)
1804年1月18日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾞﾚ島をﾌﾗﾝｽが再占領(~3.9)
1804年1月24日-09:00|日本|東京都千代田区|享和3年12月12日|<解任>老中｢松平信明｣病により(~1806年7月2日
  再任)
1804年2月-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ｴﾙｷｭｰﾙ要塞ﾏｲｰﾙ(市長)｢ｼｬﾙﾙ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾙｲ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾃﾞ･ｼｶﾞﾙﾃﾞｨ｣(~1814年5月)
1804年2月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｿｺﾄ帝国ｽﾙﾀﾝ｢ｳｽﾏﾝ･ﾀﾞﾝ･ﾌｫﾃﾞｨｵ｣(~18170420死去)
1804年2月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ｽﾀﾊﾞｰﾃﾞﾝ卿ｱﾝｿﾆｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ｴﾊﾞｰﾄ･ﾌｧﾝ
  ･ﾊｰｿﾙﾃ｣(~4.30)
1804年2月2日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>革命ｾﾙﾋﾞｱ首長｢ｶﾗｼﾞｮﾙｼﾞｪ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ｣(⇒18081214､最高首長~18130921
  )
1804年2月3日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,ﾃﾞｨｹｰﾀｰ大尉､ﾄﾘﾎﾟﾘを海戦で破る
1804年2月5日-09:00|日本|香川県高松市|享和3年12月24日|高松東浜新材木町より失火,30余軒焼失
1804年2月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾝｼｰ国ｲｷﾞﾘｽの保護領となり国家として承認された(18171117条約によ
  り確認)
1804年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの化学者で哲学者ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾌﾟﾘｰｽﾄﾘｰがｱﾒﾘｶで/70歳(誕生17330313)
  /ｱﾝﾓﾆｱｶﾞｽや酸素などを発見した
1804年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||世界初の蒸気機関車が英国ｳｪｰﾙｽﾞで走り出す
1804年2月7日-09:00|日本|沖縄県|享和3年11月|<死去>琉球国王｢尚成｣
1804年2月7日-09:00|日本|沖縄県|享和3年12月26日|<即位>琉球国王｢尚こう｣(⇒1828年隠居⇒18340705死去)
1804年2月10日-09:00|日本|兵庫県明石市|享和3年12月29日|<死去>松平直泰.卒中のため(56歳)前播磨明石藩主
1804年2月11日-09:00|日本|東京都大田区|享和4年|<創建>穴守稲荷社(羽田空港内)
1804年2月11日-09:00|日本|北海道厚岸郡厚岸町|享和4年|<建立>幕府,蝦夷三官寺(国泰寺)
1804年2月11日-09:00|日本|北海道様似郡様似町|享和4年|<建立>幕府,蝦夷三官寺(等樹院)
1804年2月11日-09:00|日本|北海道伊達市|享和4年|<建立>幕府,蝦夷三官寺(善光寺)
1804年2月11日-09:00|日本|  ||享和4年1月|<出版>歌川豊広｢絵本東物語｣
1804年2月11日-09:00|日本|  ||享和4年1月|<出版>歌川豊国｢俳優相貌鏡｣
1804年2月11日-09:00|日本|  ||享和4年1月|<出版>歌川豊春｢絵本江戸錦｣
1804年2月11日-09:00|日本|  ||享和4年1月|<出版>葛飾北斎｢山また山｣
1804年2月11日-09:00|日本|  ||享和4年1月|<出版>喜多川歌麿｢吉原青楼年中行事｣
1804年2月11日-09:00|日本|  ||享和4年1月|<出版>流光斎如圭｢役者用文章直指箱｣
1804年2月11日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||越南･嘉隆3年1月|清国から｢ｳﾞｨｪﾄﾅﾑ(越南)｣の国号を与えられる
1804年2月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの哲学者ｶﾝﾄ/享年79(誕生17240422)
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1804年2月14日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱでｶﾗｼﾞｭﾙｼﾞｪ･ﾍﾟﾄﾛﾋﾞｯﾁが反ﾄﾙｺ蜂起
1804年2月15日-09:00|日本|東京都|享和4年1月5日|<死去>高橋至時(41歳)天文学者/寛政暦を完成させた
1804年2月16日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾃﾞｨｹｰﾀｰ大尉､ﾄﾘﾎﾟﾘに拿捕されていた米ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ｣(1240t)
  に火を放ち焼却
1804年2月21日-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||西ｱﾌﾘｶで､ｳｽﾏﾝ･ﾀﾞﾝ･ﾌｫﾃﾞｨｵが聖戦を開始
1804年2月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽでﾄﾚｳﾞｨｼｯｸが発明した蒸気機関車の試運転に成功
1804年2月28日-09:00|日本|滋賀県東近江市|享和4年1月18日|<死去>稲垣定計(77歳)前近江山上藩主
1804年3月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ摂政･首相｢ﾗﾅ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ･ｼｬｰ･ﾃﾞｳﾞｧ｣(~18060425)
1804年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾏｶﾞﾝｶﾞ･ﾏﾆｰｷﾔ｣(1回目~18091018)
1804年3月 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||<即位>ｱｼｬﾝﾃｨ王｢Osei Tutu Kwame Asiba｣(~18240121)
1804年3月 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ﾃﾞｻﾘｰﾇ,3ヶ月のあいだに,残留し抵抗を続ける白人大虐殺.2万人が殺され,他はｷｭｰﾊ
  ﾞに逃げ出す.ﾊｲﾁ国内から白人一掃
1804年3月1日-09:00|日本|兵庫県姫路市|享和4年1月20日|<死去>姫路新田藩1万石｢酒井忠交｣(51歳)⇒次男｢酒
  井忠質｣が継ぐ(⇒文化13(1816)年10月23日､死去)
1804年3月4日-09:00|日本|大阪府大阪市|享和4年1月23日|<就任>大坂城代｢阿部播磨守正由｣(~文化3.10.12)
1804年3月4日-09:00|日本|京都府京都市|享和4年1月23日|<就任>京都所司代｢稲葉正諶｣(⇒1806(文化3年08月24
  日))
1804年3月4日-09:00|日本|東京都千代田区|享和4年1月23日|<就任>老中｢青山忠裕｣(~天保6年5月6日)
1804年3月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱでｷｬｯｽﾙ･ﾋﾙの囚人反乱発生/ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の首謀者ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｶﾆﾝｶﾞﾑは2日
  後処刑
1804年3月9日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾞﾚ島をｲｷﾞﾘｽが再占領
1804年3月12日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾋｭｽﾚﾌ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~14日)
1804年3月14日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｸﾙｼｯﾄﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~18050709)
1804年3月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞﾃｨｱ国はｲｷﾞﾘｳｽ保護領(条約により18180731に確認)
1804年3月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼｰﾗｰの戯曲｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾙ｣がﾜｲﾏｰﾙの宮廷劇場で初演
1804年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｮﾝ･ｶｰ｣
1804年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾞﾚﾝﾃﾞﾝ=ｶｰ｣(~18051023死去)
1804年3月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾗﾝｽ人民法典｣(｢ﾅﾎﾟﾚｵﾝ法典)｣公布/全文2,281条､特権の廃止､個人の自由､法
  の前の平等､思想･信仰･労働の自由､私有財産の不可侵など/1794年に廃止されていた植民地の奴隷制が復活
1804年3月21日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢Bernardo de Bonavia｣(2
  期目~18050321)
1804年3月22日-09:00|日本|  ||文化1年2月11日|｢文化｣に改元
1804年3月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<分割>ｱﾒﾘｶ議会､ﾙｲｼﾞｱﾅ準州法でﾙｲｼﾞｱﾅを南北に分割
1804年3月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>第2代ﾌﾞﾛｲ公｢ｳﾞｨｸﾄﾙ=ﾌﾗﾝｿﾜ｣
1804年3月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>第3代ﾌﾞﾛｲ公｢ｳﾞｨｸﾄﾙ｣(~18700125死去)
1804年3月30日-09:00|日本|東京都|文化1年2月19日|<死去>正八ｯ時(2時ごろ)､戯作者,司馬(一払斎)甘交
1804年4月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾊﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1806.2)
1804年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏｯﾃｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1804年4月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾃｵﾌｨﾛｽ･ﾍﾝﾘｰ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1804年4月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢Hans ﾌﾗﾝｼｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~18281209死去)
1804年4月10日-09:00|日本|  ||文化1年3月|<刊行>最上徳内｢度量衡説統｣
1804年4月10日-09:00|日本|  ||文化1年3月|<出版>鍬形恵斎｢近世職人尽絵詞｣上巻
1804年4月13日-09:00|日本|富山県|文化1年3月4日|富山藩城下に大火がおこり､2,000軒余が焼失
1804年4月14日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾊﾞﾙｾﾏｵ子爵ﾙｲ･ﾋﾟﾝﾄ･ﾃﾞ･ｿｰｻ･Coutinho｣
1804年4月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ｳﾞｨﾗ･ﾍﾞﾙﾃﾞ伯ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ｣(~18061118
  死去)
1804年4月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｴﾙﾝｽﾄ2世｣
1804年4月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｱｳｸﾞｽﾄ｣(~18220517死去)
1804年4月21日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ｲﾒﾚﾃｨはﾛｼｱの保護領
1804年4月21日-09:00|日本|佐賀県小城市|文化1年3月12日|<死去>肥前小城藩73000石｢鍋島直知｣(21歳)⇒弟｢鍋
  島直堯｣が継ぐ(⇒嘉永3(1850)年4月､隠居)
1804年4月23日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ｿﾌﾞﾚﾓﾝﾃ侯爵ﾗﾌｧｴ
  ﾙ･ﾃﾞ･ｿﾌﾞﾚﾓﾝﾃ･ﾇﾆｪｽ･ｶｽﾃｨｰﾘｮ･ｱﾝｸﾞﾛ･ｲ･ﾌﾞﾛﾝ･ﾗﾐﾚｽ･ﾃﾞ･ｱﾚﾗｰﾉ｣(10.6まで代行~18070210)
1804年4月25日-09:00|日本|福井県福井市|文化1年3月16日|福井城下で火事,町家134軒など焼失
1804年4月27日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾞｬﾏﾙﾙ･ｱﾗﾑ｣(~11.10没)
1804年4月28日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｺｰﾈﾘｱｽ･ﾙﾄﾞｳｨｯﾁ･ﾊﾞｰﾃﾙｽﾞ｣
1804年4月28日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ大統領｢ｱｲｻﾞｯｸ･ﾃﾞ･ﾛｰｳﾞｧｰ｣(~18050615)
1804年4月29日-09:00|日本|東京都千代田区|文化1年3月20日|<大相撲>文化1年3月場所[江戸神田明神御](9日間
  )優勝:(西関脇)山颪,6勝1敗1分1預
1804年5月-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||第1次ｲﾗﾝ･ﾛｼｱ戦争勃発
1804年5月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ｹﾞﾗﾙﾄﾞ･ﾌﾞﾗﾝﾂｪﾝ｣(~7.31)
1804年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｸｾﾀｰ侯｢ﾍﾝﾘｰ･ｾｼﾙ｣
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1804年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｸｾﾀｰ侯｢ﾌﾞﾗｳﾝﾛｰ･ｾｼﾙ｣(~18670116死去)
1804年5月6日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｴｲﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｱﾃﾞｨ｣(1回目~18050517)
1804年5月7日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾄﾗﾘﾝｿﾝ/ｲｽﾚｲﾌﾙ･ｴｲﾅﾙｿﾝ(6.18から)｣(
  ~18050822)
1804年5月9日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ｻｰ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾘｰﾝ｣(~1805041
  5)
1804年5月9日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｽﾘﾅﾑ占領(~18160227)
1804年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<辞任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第17代首相｢初代ｼﾄﾞﾏｽ子爵ﾍﾝﾘｰ･ｱﾃﾞｨﾝﾄﾝ｣
1804年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第18代首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾟｯﾄ(小ﾋﾟｯﾄ)｣ﾄｰﾘｰ党(2期目~180601
  23)
1804年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾎﾟｳｨｽ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｸﾗｲｳﾞ｣(~18390516死去)
1804年5月15日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ総督｢ｳﾞｺﾗｲ･ﾖﾊﾞﾉﾌ･ﾗﾝﾄﾞﾆｯﾁ｣(~18311117)
1804年5月16日-09:00|日本|  ||文化1年4月7日|<死去>初代浅尾為十郎(70歳)歌舞伎役者
1804年5月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ朝)｢ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世大帝｣(~18140411)
1804年5月22日-09:00|日本|東京都文京区|文化1年4月13日|葛飾北斎､音羽の護国寺に於いて百二十畳敷の大厚
  紙に達磨を画く
1804年5月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月12日|ﾌﾟﾛｲｾﾝ国王ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世とﾛｼｱ皇帝ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世が対
  仏同盟を結ぶ
1804年6月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱのﾀﾞﾙﾏﾁｱ総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾚｲﾃﾞｨ(民政･軍事総督)｣(~
  18060218)
1804年6月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｳｽｷｭﾌﾞﾘ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1805年)
1804年6月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Joaquin del Real Alencaster｣(~1807年)
1804年6月1日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ｣(~7.16)
1804年6月2日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾓｰﾄﾝ･ﾀﾞｲｱｰ｣(~9.25)
1804年6月4日-09:00|日本|  ||文化1年4月26日|<死去>初代高橋道八(65歳)陶芸家
1804年7月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾙﾄﾞｿ･ﾃﾞ･ﾌｨｹﾞｲﾚﾄﾞ･ｴ･ﾒﾛ｣(1回目~1805年2
  月)
1804年7月7日-09:00|日本|東京都練馬区|文化1年6月|初代･三笑亭可楽｢三題噺｣披露､下谷広徳寺前孔雀茶屋
1804年7月10日 13:00|日本|秋田県|文化1年6月4日|<文化元年象潟地震>夜､四つ時(22時ごろ)､ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.0前
  後の激震が鳥海山麓の日本海沿岸の村々を襲った/多数の家屋や寺が倒壊し､土手は裂け､無数の地割れから泥
  水を吹き出した/最上川の河口にある酒田は､地盤が軟弱だったため特に被害が著しく､1400戸余りが倒潰し火
  災も発生､多くの地割れができ泥水が大量に吹きだし､また井戸水が1丈(3m)も噴出するなどあたり一面､泥の
  海となった/象潟湖が隆起して､海上たちまち変じて陸となった/最小被害推定､313人死亡.家屋倒潰5393軒､同
  半潰772軒､同一部破損1079軒､土蔵倒潰358棟､同半潰2棟､同一部破損794棟.寺社倒潰121か所､同一部破損52か
  所/象潟では512軒の家屋の内389軒が倒潰(76%)33軒が半潰(6%)
1804年7月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国建国の父の1人ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ､前日のﾊﾞｰとの決闘により死去
1804年7月16日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾙｹｯﾄ｣(~8.4)
1804年7月19日-09:00|日本|広島県広島市|文化1年6月13日|(11日~)長雨･洪水･広島領の流失倒壊家屋91軒,損家
  879軒
1804年7月22日-09:00|日本|愛媛県松山市|文化1年6月16日|<死去>伊予松山藩15万｢松平定国｣(48歳)⇒嫡男｢松
  平定則｣が継ぐ(⇒文化6年7月5日(18090815)､死去)
1804年8月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ｳｨﾚﾑ･ｸｴｲｾﾝ｣(~10.31)
1804年8月4日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~18051013)
1804年8月8日-09:00|日本|東京都中央区|文化1年7月3日|<初演>4代目鶴屋南北｢天竺徳兵衛韓噺｣河原崎座
1804年8月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲ｣
1804年8月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲ｣(~18761010死去)
1804年8月10日-09:00|日本|兵庫県小野市|文化1年7月5日|<交替>播磨小野藩1万石｢一柳末英｣隠居⇒次男｢一柳
  末昭｣が継ぐ(⇒文化9(1812)年10月17日､死去)
1804年8月11日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ皇帝｢ﾌﾗﾝﾂ1世｣(ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ﾌﾗﾝﾂ2世｣)(~18350302死去67歳)
1804年8月11日-01:00|ﾁｪｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱ､ﾎﾞﾍﾐｱ､ﾓﾗｳﾞｨｱ､ｼﾚｼﾞｱの王領地がｵｰｽﾄﾘｱ帝国の構成要素となる
1804年8月13日-09:00|日本|岡山県高梁市|文化1年7月8日|<死去>備中松山藩5万石｢板倉勝晙｣熱中症のため(21
  歳)⇒9月4日､長男｢板倉勝職｣が継ぐ(⇒嘉永2(1849)年閏4月6日､隠居)
1804年8月19日-09:00|日本|  ||文化1年7月14日|<死去>不知火光右衛門(相撲)[1775年生～](享年29)
1804年8月25日-09:00|日本|福岡県北九州市|文化1年7月20日|<交替>豊前小倉藩15万石｢小笠原忠苗｣隠居⇒養子
  ｢小笠原忠固｣が継ぐ(⇒天保14(1843)年5月12日､死去)
1804年8月29日-09:00|日本|新潟県新発田市|文化1年7月24日|<死去>越後三日市藩1万石｢柳沢里之｣(47歳)⇒9月
  18日､長男｢柳沢里世｣が継ぐ(⇒文政9(1826)年4月8日､隠居)
1804年8月31日-09:00|日本|福井県|文化1年7月26日|坂井郡吉崎浦で火事,在家176軒･口留番所など焼失
1804年8月31日-09:00|日本|福島県福島市|文化1年7月26日|<死去>陸奥下村藩1万石｢田沼意定｣(21歳)⇒従父｢田
  沼意正｣が継ぐ(⇒文政6(1823)年7月8日､遠江相良藩1万石に移封)
1804年9月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの天文学者ｶｰﾙ･ﾊｰﾃﾞｨﾝｸﾞが3番目の小惑星｢ｼﾞｭﾉｰ｣を発見
1804年9月4日-09:00|日本|  ||文化1年秋|<出版>谷文晁｢名山図譜(のち日本名山図会)｣



1810迄(2641件)

1804年9月4日-09:00|日本|  ||文化1年8月|<出版>柳々居辰斎｢狂歌巴流駒｣
1804年9月9日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島司令官｢John Piper｣(~18100410)
1804年9月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの物理学者ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｹﾞｲ･ﾘｭｻｯｸが､気球で7016ﾒｰﾄﾙの高さに達する
1804年9月17日-09:00|日本|  ||文化1年8月14日|<死去>荒木田久老(59歳)国学者､歌人
1804年9月24日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾｲｼｪﾙがｲｷﾞﾘｽに再占領される(ﾌﾗﾝｽ政府は18100517まで続く)
1804年9月25日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｷｬﾒﾛﾝ｣(1回目~18080925)
1804年9月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶの大統領選挙が､大統領と副大統領の組への投票となる(合衆国憲法修正
  第12条)
1804年9月25日-09:00|日本|京都府舞鶴市|文化1年8月22日|<交替>丹後田辺藩35000石｢牧野宣成｣隠居⇒長男｢牧
  野以成｣が継ぐ(⇒文政8(1825)年11月16日､隠居)
1804年9月26日-09:00|日本|  ||文化1年8月23日|<死去>高嵩谷(75歳)画家(佐脇嵩之の高弟)
1804年9月29日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人最初の気球飛行が､ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾎﾌﾟﾏﾝによって行われた
1804年10月 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Mahling｣ｲｷﾞﾘｽ司令官(1期目~1週間)
1804年10月 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾙﾊﾞ島はｲｷﾞﾘｽが占領(~1週間)
1804年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾘｷﾞ｣
1804年10月2日 11:00|日本|大分県|文化1年8月29日|<文化元年豊後｢文化の洪水｣>夜に入り､大野川､大分川をは
  じめ国内の各河川が氾濫､翌朝までには大洪水となった/大野川沿岸では､熊本藩領の飛び地､同川河口の鶴崎
  で､ちょうど満潮と重なったため､川の水量がふだんより二丈余(約6m)も高くなり､濁流が市街地へあふれ､98
  人が溺死､家屋458軒が流失/大分川沿岸の府内城では､大手の廊下橋が1尺(約30cm)も水につかり､同藩領では
  表高の約5割､1万石以上の田んぼが損耗/臼杵藩領では､大野川や大分川沿いの戸次組､川床組､毛井組など現在
  の大分市域で､93人が死亡､家屋の流失1092軒､同倒潰210軒の被害
1804年10月3日 11:00|日本|広島県|文化1年8月30日|(29日~)暴風雨･洪水,広島領の流失倒壊家屋1906軒,損家1
  万105軒,死者8人
1804年10月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､ｽﾍﾟｲﾝに駐留するﾌﾗﾝｽ軍を攻撃
1804年10月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝはｲｷﾞﾘｽに宣戦布告
1804年10月8日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<即位>ﾊｲﾁ帝国皇帝｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世｣建国(~18061017)首都を内陸のﾏﾙｼｬﾝ(現ﾃﾞｻﾘｰﾇ
  )に移転
1804年10月9日-09:00|日本|  ||文化1年9月6日|伊能忠敬の地図､江戸城大広間で公開される
1804年10月9日-09:00|日本/ﾛｼｱ|長崎県長崎市|文化1年9月6日|ﾛｼｱ使節ﾚｻﾞﾉﾌが､長崎に漂流民を護送して来航し
  通商を要求/長崎奉行は上陸を拒否
1804年10月16日-09:00|日本|  ||文化1年9月13日|幕府､町人の武芸稽古を禁止/武芸禁止令を布告
1804年10月17日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Jose Antonio de Melo da Silva C
  esar de Meneses｣(~18060504)
1804年10月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Albertus Henricus Wiese｣(~18080114)
1804年10月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾘﾝｽﾀｰ公･2代ｷﾙﾃﾞｱ侯･2代ｵﾌｧﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1804年10月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾘﾝｽﾀｰ公･3代ｷﾙﾃﾞｱ侯･3代ｵﾌｧﾘｰ伯｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~187410
  10死去)
1804年11月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾙﾃｭｾﾞﾙ･ｲﾅｸ｣(~1806.7死去)
1804年11月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ｳｨﾘｱﾑ･ｱｰﾉｳﾄ･ﾄﾞ･ﾍﾞﾍﾞﾚﾝ｣(2回目~18050131)
1804年11月4日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ公｢ﾚﾊﾞﾝ5世｣(~1840年)､摂政｢ﾆﾉ･ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩｰﾆ｣(~1811年)
1804年11月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月25日|ﾛｼｱ皇帝ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世とｵｰｽﾄﾘｱ皇帝ﾌﾗﾝﾂ1世が対仏同盟を
  結ぶ
1804年11月10日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ｣(2回目~18070211)
1804年11月12日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Toribio de Montes｣(~18090603)
1804年11月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑｼｬｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾎﾊﾞｰﾄ｣
1804年11月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑｼｬｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾊﾞｰﾄ｣(~18160204死去)
1804年11月14日-09:00|日本|奈良県五條市|文化1年10月13日|華岡青洲､世界初の全身麻酔を使った手術(乳癌手
  術)に成功
1804年11月17日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<死去>ｱﾙｻｲﾄﾞ王朝ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ4世ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣
1804年11月17日-09:00|日本|岐阜県海津市|文化1年10月16日|<死去>美濃高須藩3万石｢松平義居｣(20歳)⇒19日､
  養子｢松平義和｣が継ぐ(⇒天保3(1832)年正月15日､57歳で死去)
1804年11月18日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｱﾙｻｲﾄﾞ王朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾘﾑ1世ﾋﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｣(~18060914)､｢ｻｲｰﾄﾞ2世ﾋﾞﾝ･ｻﾙﾀﾝ｣(~
  18561019没)､摂政｢ﾊﾞﾄﾞﾙ･ﾋﾞﾝ･ｻｲﾌ｣(~18060731没)
1804年11月19日-08:00|中国|  |||<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢ｲｪｼｪ･ﾛﾌﾞｻﾝ･ﾃﾝﾊﾟｲ･ｺﾞﾝﾎﾟ｣(~18080305)
1804年11月20日-09:00|日本|  ||文化1年10月19日|河内郡などの農民が増助郷に反対して反乱を起こし､牛久宿
  の役人宅などを襲撃
1804年11月23日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||ｶｯﾀﾛはﾀﾞﾙﾏﾁｱに従属
1804年11月27日-09:00|日本|岐阜県海津市|文化1年10月26日|<死去>美濃今尾藩3万石｢竹腰睦群｣病死(36歳)⇒1
  2月16日､長男｢竹腰正定｣が継ぐ(⇒天保8(1837)年11月21日､隠居)
1804年11月28日-09:00|日本|  ||文化1年10月27日|<大相撲>享和4年10月場所[江戸本所回向院](10日間)優勝:(
  西大関)雷電,8勝1敗1休
1804年12月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ大統領に､ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｪﾌｧｰｿﾝ(61)が再選される
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1804年12月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝが､ﾌﾗﾝｽに味方してｲｷﾞﾘｽに宣戦布告
1804年12月17日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌｫｯｸｽ｣(~1806.6)
  ｹﾝﾄ公の下で
1804年12月18日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢Henry Edward Fox｣(~18060628)
1804年12月23日-09:00|日本|  ||文化1年11月22日|<死去>英派の画工,佐脇嵩雪
1805年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Sharafuddin bin Sultan ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Azimuddin｣
1805年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Azimuddin3世 bin Sultan ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Sharafuddin｣(~同
  年死去)⇒｢Aliyuddin1世 bin Sultan ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Sharafuddin｣(~1808年)
1805年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Zainal Abidin｣(~1810年)
1805年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾞﾘ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Amaluddin Mangendar｣(~1850年)
1805年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢Kawasa Anwaruddin bin Muhammad Amirul Omra｣(~1830年)
1805年-07:00|ﾀｲ|  |||ﾀｲでﾗｰﾏ1世の命により｢三印法典｣が編集される
1805年-07:00|ﾀｲ|  |||ﾁｴﾝﾏｲの君主ｶｰｳｨﾗはﾗﾑﾌﾟｰﾝを再建⇒<即位>ﾗﾑﾌﾟｰﾝ国主｢ｾｰﾃｨｰｶﾑﾌｧﾝ｣ｶｰｳｨﾗの弟(~1815年)
1805年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｻﾝｹﾞ･ﾃﾝｼﾞﾝ｣(~1806年)
1805年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ)｢ﾗﾏﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｻｳﾞｧﾝ2世ﾊﾞﾌﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1807年
  没)
1805年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｽﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅ･ﾁｬﾝﾀﾞ･ﾃﾞｵ･ﾊﾞﾆ｣(~1845年)
1805年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾇﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞﾙ･ｼﾝ｣(~1815年)
1805年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑﾄﾞﾎﾙ国統治者(ﾗｼﾞｪ･ｺﾞﾙﾊﾟﾃﾞ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ)｢ﾅﾗﾔﾝﾗｵ･ﾗｼﾞｪ･ｺﾞﾙﾊﾟﾃﾞ｣(~1816年没)
1805年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾍﾙﾊﾞｸｼｭ･ﾊﾟﾙ｣(~1837年没)
1805年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱｳﾞｸ国はﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞに併合(ｻﾞﾐﾝﾀﾞﾘとして)
1805年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ｸﾄﾚﾊｰﾙ国をﾈﾊﾟｰﾙが占領(~1809年)
1805年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾀｼｭｹﾝﾄ支配者｢Muhammad Khwaja｣
1805年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾀﾅﾜﾙ統治者(ﾐｰﾙ)｢ﾊｼﾑ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣
1805年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<就任>小ｼﾞｭｽﾞ･ﾊﾝ｢ｼﾞｬﾝﾄﾚ｣ｱｲﾁｭﾜｸの長男(~1809年)
1805年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾀﾅﾜﾙ統治者(ﾐｰﾙ)｢ﾇｱﾌﾞ･ｶｰﾝ｣(~1818年没)
1805年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾀｼｭｹﾝﾄ支配者｢Sultan Khwaja｣(~1807年)
1805年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｸﾞﾜﾀﾞﾙをﾗｰｽ･ｱﾙ･ﾊｲﾏの統治者が短期間占領(~同年)
1805年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｲﾘｽ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ2世｣(~1830年)
1805年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｴﾘｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾒﾌﾃﾞｨ･ｺﾘ･ﾊｰﾝ･ｶｼﾞｬｰﾙ｣(~1806年)
1805年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾏｯｻﾜ総督｢ｱﾙｷｺ副官ｲﾄﾞﾘｽ･ﾋﾞﾝ･ｳｽﾏｰﾝ｣(~1826年)
1805年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑﾇﾛ1世｣(~1814年頃)
1805年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾞﾃﾞｨ7世ｲﾌﾞﾝ･ﾀｰﾌﾞﾙ｣(2回目~18210614)
1805年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Alaeddin Pasha｣(~同年)
1805年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Abdallah Pasha al-Azm｣(3期目~1807年)
1805年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Antonio Ferrero｣
1805年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊﾌｨｽﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~8月)
1805年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~18150615死去)
1805年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Ramon de Navas｣(2期目~同年)⇒暫定総督｢Jose Alpudia
   Valdes｣(~同年)⇒総督｢Francisco de Orta y Arcos｣(~1807年死去)
1805年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ﾛｰﾍﾞﾝｼｭﾀｲﾝ侯｢Heinrich54世｣(~1824年死去､ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ公国へ統合)
1805年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ﾄﾓ｣(~1823年)
1805年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｸﾊﾟﾝｶﾞﾗﾑ統治者(ｵｳﾛｴｯｿ)｢ﾝｶﾞﾐ｣
1805年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｺﾄｺﾘ統治者(ｵｳﾛｴｯｿ)｢ﾊﾞﾝﾅ･ﾁｬｱﾘ｣(~1825年頃)
1805年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾞｱｿ統治者(ﾌｧﾝｶﾏﾗ)｢ｱﾜ･ﾃﾞﾝﾊﾞ･ｼﾞｬｰﾛ｣(1回目~1819年)
1805年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾑﾊﾞ･ﾌﾞｳﾘ=ﾆｬﾌﾞ･ﾝｼﾞｪｲ｣(~1838年)
1805年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ｻﾖﾄﾞ･ﾔｱｼﾝ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(~1810年)
1805年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀﾞﾙﾊｰｽﾞｨｰ｣(ﾜｻﾞﾝで反乱)
1805年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢William Richardson｣(~1825年)
1805年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官代行｢ﾎｾ･ﾗﾐﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗﾚﾄﾞ･ｲ･ｴﾝｶﾗﾀﾞ｣(~18090712
  )
1805年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ｴﾙｹﾞｻﾊﾞﾙ｣
1805年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領両ｶﾅﾀﾞ総督｢ﾄﾏｽ･ﾀﾞﾝ｣(~1807年)
1805年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾊﾞｼﾞﾘｵ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ･ｲ･ｳﾛｱ｣(~18111105)
1805年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾙﾃﾞﾛ･ｲ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝﾃ｣(~1808年)
1805年1月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞｲ｣(2回目~11.4)
1805年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾖｰｾﾞﾌ･ﾖﾊﾝ･ｱﾝﾄﾝ･ﾌｫﾝ･ｸﾞﾙﾂ=ﾙﾋﾄﾃｨ｣Con(~12.31)
1805年1月1日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ﾖｰｾﾞﾌ･ﾌﾗﾝﾂ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｳｫﾘｽ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｶﾘｸﾞﾏｲ｣(~5.17)
1805年1月1日-09:00|日本|  ||文化1年12月|<刊行>山東京伝作(喜多武清の挿画),読本｢優曇華物語｣
1805年1月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶9年12月|社倉制を両南[全羅･慶尚]･両西[平安･黄海]で試験実施
1805年1月6日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~18060325)
1805年1月6日-09:00|日本|大分県大分市|文化1年12月6日|<交替>豊後府内藩22200石｢松平近儔｣隠居⇒弟｢松平
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  近義｣が継ぐ(⇒文化4年8月27日(18070928)､死去)
1805年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾗﾑ｣
1805年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾗﾑ｣(~18260704死去)
1805年1月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<発足>ｱﾒﾘｶ､ﾐｼｶﾞﾝ準州､設置
1805年1月22日-09:00|日本|京都府京都市|文化1年12月22日|<死去>真言宗の僧侶｢慈雲｣雲伝神道の開祖
1805年1月23日-09:00|日本|京都府京都市|文化1年12月23日|近藤重蔵｢辺要分解図考｣を著す.これを幕府に呈上
1805年1月28日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬｯｷ汗国ﾊﾝ｢ﾌｧﾄ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(1期目~2.25)
1805年1月31日-09:00|日本|愛媛県西条市|文化2年|西条藩､藩校択善堂を創設
1805年1月31日-09:00|日本|愛媛県松山市|文化2年|松山藩､藩校興徳館(のち明教館)を設置
1805年1月31日-09:00|日本|東京都江東区|文化2年|<創業>亀戸天神船橋屋(くず餅)
1805年1月31日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|文化2年|<交替>下野烏山藩3万石｢大久保忠喜｣隠居⇒養子｢大久
  保忠成｣が継ぐ(⇒文政10(1827)年､隠居)
1805年1月31日-09:00|日本|  ||文化2年1月|<出版>葛飾北斎｢狂歌百囀｣
1805年1月31日-09:00|日本|  ||文化2年1月|<出版>北尾重政｢写真花鳥図会｣
1805年2月 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ/ﾊｲﾁ|  |||2万5千のﾊｲﾁ軍,ﾌﾗﾝｽ軍の介入に応戦し,ｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞに侵入.ﾌﾗﾝｽ
  守備隊を打ち破り北部一帯を制圧
1805年2月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ共和国国務院主席｢ﾔﾝ･ﾍﾞﾙﾝﾄ･ﾋﾞｯｶｰ｣(~4.29)
1805年2月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||仏軍ﾛｰﾏを再度占領
1805年2月7日-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ｲﾝﾀﾗｳﾞｫﾝ･ｾﾀﾃｨﾗｰﾄ3世｣
1805年2月7日-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ﾁｬｵ･ｱﾇｳｫﾝ｣(~18281112死去)
1805年2月9日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|文化2年1月10日|<死去>肥前佐賀藩32万石｢鍋島治茂｣(61歳)⇒長男｢鍋
  島斉直｣が継ぐ(⇒天保元(1830)年2月7日､隠居)
1805年2月10日-09:00|日本|東京都港区|文化2年1月11日|め組鳶の者と関取四ﾂ車大八が芝神明社の境内で喧嘩
1805年2月12日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Bruin Govertsz Quant｣(1期目~10.8)
1805年2月12日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Mahling｣ｲｷﾞﾘｽ司令官(2期目~11.20)
1805年2月12日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾙﾊﾞ島はｲｷﾞﾘｽが占領(~11.20)
1805年2月15日-09:00|日本|東京都港区|文化2年1月16日|め組の火消し辰五郎ら､芝神明で力士と大喧嘩
1805年2月16日-09:00|日本|  ||文化2年1月17日|<死去>若杉五十八(47歳)画家
1805年2月18日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾋﾟﾝﾄ･ﾃﾞ･ｸﾞｰﾍﾞｲｱ｣(~1811年7月)
1805年2月22日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾀ･ｲ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾗﾝ｣(~18120712没)
1805年2月25日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ｻﾘﾑ･ﾊｰﾝ｣(2度目~1806年11月)
1805年3月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾆｺﾗｲｴﾌ軍事知事兼ｴｶﾃﾘﾉｽﾗﾌ=ﾆｺﾗｲｴﾌ=ﾀｳﾘﾀﾞ県民事主席管理者｢ﾘｼｭﾘｭｰ公
  Armand Emmanuel du Plessis｣(~1814.9)
1805年3月1日-09:00|日本|  ||文化2年2月|<出版>大阪の松好斎｢役者浜真砂｣
1805年3月1日-09:00|日本|東京都葛飾区|文化2年2月|地元の名主島田新右衛門の手により石の祠を立て立石稲
  荷神社｢立石様｣創建
1805年3月3日-09:00|日本|  ||文化2年2月3日|<死去>岡崎屋勘亭(60歳)書家
1805年3月5日-09:00|日本|東京都墨田区|文化2年2月5日|<大相撲>文化2年2月場所[江戸本所回向院](10日間)優
  勝:(西大関)雷電,10戦全勝
1805年3月8日-09:00|日本|山形県鶴岡市|文化2年2月8日|酒井家九代目藩主忠徳が庄内藩校致道館を大宝寺に創
  建
1805年3月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ共和国はｼﾞｪﾉｳﾞｧを併合しｲﾀﾘｱ王国となる<即位>ｲﾀﾘｱ王(ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ朝)｢ﾅﾎﾟﾚ
  ｵｰﾈ1世｣ﾌﾗﾝｽ皇帝(~18140411)
1805年3月17日-09:00|日本|熊本県熊本市|文化2年2月17日|<死去>熊本新田藩35000石｢細川利庸｣(52歳)⇒長男｢
  細川利国｣が継ぐ(⇒文化7(1810)年1月22日､死去)
1805年3月17日-09:00|日本|静岡県掛川市|文化2年2月17日|<死去>遠江掛川藩5万石｢太田資愛｣(67歳)⇒次男｢太
  田資順｣が継ぐ(⇒文化5(1808)年10月7日､死去)
1805年3月21日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢Antonio Leal de Ibarra
   y Oxinando｣(2期目~18060320)
1805年3月24日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖﾊﾝ1世ﾖｰｾﾞﾌ｣(1回目~18060801)
1805年3月24日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ｱﾛｲｽ1世｣
1805年3月25日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｺﾞｱ中佐｣(~18060324)
1805年3月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化2年2月26日|<死去>三代目･姉川新四郎(歌舞伎役者)
1805年3月29日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍﾞｯｸｳｨｽﾞ卿｣(1回目~7.3)
1805年3月31日-09:00|日本|  ||文化2年3月|<出版>西村中和｢木曽路名所図会｣
1805年4月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ居住者代表｢ﾄｰﾏｽ･Parr｣(~18071223死去)
1805年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾋﾟｯｷｵｰﾆ｣
1805年4月6日-09:00|日本/ﾛｼｱ|長崎県長崎市|文化2年3月7日|幕府が､目付遠山景晋を長崎に派遣し､前年来航し
  たﾛｼｱ使節ﾆｺﾗｲ･ﾚｻﾞﾉﾌの通商要求を拒絶
1805年4月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝの交響曲第3番｢英雄｣が初演
1805年4月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦3月30日|ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ条約が結ばれてﾛｼｱとｲｷﾞﾘｽが対仏同盟の結成を約
  す
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1805年4月14日-09:00|日本|  ||文化2年3月15日|<出版>鍬形恵斎｢近世職人尽絵詞｣中巻
1805年4月15日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｶｰﾘﾖﾝ｣(~18080927)
1805年4月17日-09:00|日本|東京都|文化2年3月18日|<死去>安井大江丸(84歳)俳人
1805年4月18日-09:00|日本/ﾛｼｱ|長崎県長崎市|文化2年3月19日|ﾛｼｱ使節ﾆｺﾗｲ･ﾚｻﾞﾉﾌ長崎を退去
1805年4月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾎﾞｽﾀﾝﾁｬｼ･ﾊﾌｼﾞ･ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~18061114)
1805年4月26日-09:00|日本|山形県上山市|文化2年3月27日|<死去>出羽上山藩3万石｢松平信愛｣(27歳)⇒養子｢松
  平信行｣が継ぐ(⇒天保2(1831)年10月9日､隠居)
1805年4月29日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀﾋﾞｱ連邦国務長官｢ｶﾚﾙ･ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ﾔﾝ･ﾊﾙﾄﾏﾝ｣(18060619から代行~1806
  0630)
1805年4月29日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀﾋﾞｱ連邦法律顧問｢ﾍﾟｯｹﾀﾞﾑ･ｴﾝ･ｶﾞﾘｸﾑ卿ﾙﾄｶﾞｰﾔﾝ･ｼﾝﾒﾙﾍﾟﾆﾝｸ｣(~18060
  605)
1805年4月29日-09:00|日本|  ||文化2年4月|<出版>柳々居辰斎｢狂歌吾妻集｣
1805年4月29日-09:00|日本|北海道|文化2年4月|(~閏8月)ｿｳﾔ･ﾃｼｵ地方に熱病流行.ｱｲﾇの死亡者509人にのぼる
1805年5月1日-09:00|日本|愛媛県今治市|文化2年4月3日|今治城南堀端善方弥右衛門跡屋敷地へ藩校設立､教授
  に長野景次郎恭度任命される
1805年5月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾝｽﾞﾀﾞｳﾝ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾟﾃｨ｣2代ｼｪﾙﾊﾞｰﾝ伯
1805年5月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾗﾝｽﾞﾀﾞｳﾝ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾟﾃｨ｣先代の長男(~18091115死去)
1805年5月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの詩人で劇作家ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｼﾗｰがﾜｲﾏｰﾙで没/45歳(誕生:17591110)
1805年5月13日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<第一次ﾊﾞｰﾊﾞﾘ戦争:ﾀﾞｰﾈの戦い>(4.27~)ｱﾒﾘｶ海兵隊とｱﾗﾌﾞの傭兵隊､ﾄﾘﾎ
  ﾟﾘの港町ﾃﾞﾙﾅを占領
1805年5月14日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾅｺﾞﾙﾉ･ｶﾗﾊﾞﾌがﾛｼｱに併合される/ﾊﾞｸｰはﾛｼｱ宗主権下
1805年5月17日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ｣(1回目~1807年11月)
1805年5月20日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||独立国家としてはじめてのﾊｲﾁ憲法制定/奴隷制の永久廃止
1805年5月21日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｼｪｷがﾛｼｱに併合される
1805年5月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱのﾘｸﾞﾘｱ共和国がﾌﾗﾝｽに正式に併合される
1805年5月29日-09:00|日本|  ||文化2年5月|幕府､百姓の武芸稽古を禁止
1805年6月4日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾄﾘﾎﾟﾘの太守ﾕｽﾌ･ｶﾗﾏﾝﾙが､対米戦争の和平条約に調印
1805年6月6日-09:00|日本|  ||文化2年5月9日|幕府が､銀座以外で灰吹銀･潰銀を売買すること､京都以外の職人
  が銀箔を製造することを禁止
1805年6月10日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||講和条約が締結され第一次ﾊﾞｰﾊﾞﾘ戦争は終
1805年6月12日-09:00|日本|青森県弘前市|文化2年5月15日|<高直し>陸奥弘前藩46000石｢津軽寧親｣⇒7万石(⇒
  文化8(1812)年12月18日､10万石に高直し)
1805年6月15日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ副官｢ｲﾆｺ･ﾏﾘｱ･ｹﾞﾊﾞﾗ･ｽｱﾙﾄﾞ｣(~18140425没)
1805年6月15日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾘﾝｻｰｽﾄ｣(~18070721没)
1805年6月16日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｺﾛﾝﾋﾞｱ､ﾄﾘﾏ県で地震(M6)死者200人
1805年6月20日-09:00|日本|岐阜県山県市|文化2年5月23日|<死去>本庄道利(52歳)前美濃高富藩主､元伏見奉行
1805年6月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾙｯｶ･ｴ･ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公国元首｢ﾌｪﾘｰﾁｪ･ﾊﾞﾁｮｯｷ｣ﾙｯｶ共和国をもとに建国
1805年6月27日-09:00|日本|  ||文化2年6月|<出版>歌川豊国画｢松本米三の死絵｣
1805年6月27日-09:00|日本|東京都|文化2年6月|勘定奉行の配下に関東取締出役(八州廻り)を新設
1805年7月1日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ｱﾌﾒﾄﾞ2世｣(~18081115)
1805年7月3日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督代行｢ﾄﾞﾘｭｰﾘｰ･ｵｯﾄﾘｰ｣(2度目~9.17)
1805年7月5日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾒﾄｶｰﾌ｣(~18080527)
1805年7月9日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~18480901)
1805年7月14日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|文化2年6月18日|<死去>片桐貞芳(66歳)前大和小泉藩主
1805年7月19日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ｣(~18110319)
1805年7月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾅﾎﾟﾚｵﾝ戦争:ﾌｨﾆｽﾃﾚ岬の海戦>英国勝利.ﾅﾎﾟﾚｵﾝ英国侵略計画断
  念
1805年7月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ､ﾓﾘｰｾﾞ州で地震(M6.6)死者5573人
1805年7月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣(2回目~
  10.5在職中にｲﾝﾄﾞで死去)
1805年7月30日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|文化2年7月5日|<交替>上野伊勢崎藩2万石｢酒井忠哲｣隠居⇒長男｢
  酒井忠寧｣が継ぐ(⇒文化14(1817)年8月16日､死去)
1805年8月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ代行｢ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~18061123)
1805年8月2日-09:00|日本|  ||文化2年7月8日|<死去>慈延(58歳)天台宗の僧､歌人
1805年8月6日-09:00|日本|千葉県佐倉市|文化2年7月12日|<死去>下総佐倉藩11万石｢堀田正順｣(61歳)⇒弟｢堀田
  正時｣が継ぐ(⇒文化8(1811)年4月4日､死去)
1805年8月7日-09:00|日本|岡山県津山市|文化2年7月13日|<死去>美作津山藩5万石｢松平康乂｣(20歳)⇒弟｢松平
  斉孝｣が継ぐ(⇒文化14(1817)年9月18日､5万石加増され10万石)
1805年8月8日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾊﾟｳﾗ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊ
  ﾞｶｰｷ･ﾄﾞ･ｱﾏﾗﾙ･ｶﾙﾄﾞｰｿﾞ｣(~18071228没)
1805年8月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾛｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾛｼｱ暦7月28日|ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ条約にｵｰｽﾄﾘｱが加盟し､第3次対仏大同盟が
  成立
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1805年8月17日-09:00|日本|新潟県五泉市|文化2年7月23日|<死去>堀直方(39歳)前越後村松藩主
1805年8月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｿﾌｨｰ･ﾌﾞﾗﾝｼｬｰﾙが3度目の飛行(ﾄｩｰﾙｰｽﾞにあるﾄﾞﾐﾆｺ派の修道院の庭から離陸)
  で､女性の最初の気球の単独飛行
1805年8月18日-09:00|日本|宮崎県延岡市|文化2年7月24日|<死去>内藤政脩(54歳)前日向延岡藩主
1805年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾋﾞｭｼｰ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣
1805年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬｲﾙﾄﾞ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣(~18591003死去)
1805年8月22日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾄﾗﾝﾌﾟ伯爵ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ｣(18060606まで代
  行~18090626)
1805年8月23日-09:00|日本|福島県会津若松市|文化2年7月29日|<死去>陸奥会津藩23万石｢松平容頌｣(62歳)⇒孫
  ｢松平容住｣が継ぐ(⇒同年12月27日､28歳で死去)
1805年8月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾞｰｹﾞﾝﾊｳｾﾞﾝで､ﾅﾎﾟﾚｵﾝがﾊﾞｲｴﾙﾝと同盟を結ぶ
1805年8月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞﾛｽﾀｰ=ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾝﾘｰ｣
1805年8月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾛｽﾀｰ=ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣(~18341130死去)
1805年8月27日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>革命ｾﾙﾋﾞｱ管理評議会会長｢ﾏﾃﾔ･ﾈﾅﾄﾞｳﾞｨｯﾁ｣(~1807年1月)
1805年8月29日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ﾌﾟﾛｺｯﾌﾟ2世ｸﾞﾗｰﾌ･ﾗｻﾞﾝｽｷｰ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞｺﾜ｣(~18130422)
1805年8月31日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Luis Joaquim Lisboa｣(~1815年死
  去)
1805年9月1日-09:00|日本|  ||文化2年8月9日|<死去>真仁入道親王(38歳)典仁親王の王子､天台座主
1805年9月1日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|文化2年8月9日|<死去>島津久柄(72歳)日向佐土原藩主
1805年9月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍がﾊﾞｲｴﾙﾝに侵入し､ﾌﾗﾝｽ対第3次対仏大同盟戦争が始まる
1805年9月9日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌｨｳﾒをｼﾞｬﾝ=ﾏﾁｭｰ･ｾﾗｽのもとﾌﾗﾝｽが短期間占領(~13日)
1805年9月13日-09:00|日本|広島県福山市|文化2年8月21日|<死去>備後国福山藩10万石｢阿部正倫｣(61歳)元寺社
  奉行･老中⇒息子の正精が継ぐ
1805年9月14日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(
  ~18060426)
1805年9月17日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾟｰﾙ｣(1回目~1806年4月
  )
1805年9月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｰﾏｳﾞｧﾙﾏ9世ｻｸﾀﾝ･ﾀﾝﾌ
  ﾟﾗﾝ｣
1805年9月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｰﾏｳﾞｧﾙﾏ10世｣(~1809
  年1月没)
1805年10月-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ｶｾﾞﾝﾍﾞ統治者(ﾑﾜﾀ･ｶｾﾞﾝﾍﾞ)｢ｶｾﾞﾝﾍﾞ4世ｶﾆｴﾝﾎﾞ2世ｹﾚｶ･ﾏｲ｣(~1850年没)
1805年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1805年10月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣在職中
  にｲﾝﾄﾞで
1805年10月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｺｰﾝｳｫﾘｽ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣
1805年10月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｺｰﾝｳｫﾘｽ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣先代の息子(~18230809死去)
1805年10月5日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島副知事｢Cornelius Smelt｣(~18321128死去)
1805年10月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾗﾙﾌｳｪｯｼﾞｳｯﾄﾞが書き物の複製をつくるための用具としてｶｰﾎﾞﾝ紙を発
  明.特許を取得/ｶｰﾎﾞﾝ紙は複写に用いる紙で油､蝋､顔料を混合し､薄い雁皮紙などの片面または両面に塗った
  もの
1805年10月8日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島ｲｷﾞﾘｽ知事｢William Doran｣(~18051119)
1805年10月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ臨時総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾋﾗﾘｵ･ﾊﾞｰﾛｳ
  ｣(~18070731)
1805年10月13日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾐｯﾁｪﾙ｣(~18060527)
1805年10月19日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||9月25日からのｳﾙﾑの戦いにおいて､ｵｰｽﾄﾘｱ軍はﾌﾗﾝｽ軍に大敗,ｳｨｰﾝ陥
  落
1805年10月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾄﾗﾌｧﾙｶﾞｰの海戦>ﾌﾗﾝｽ･ｽﾍﾟｲﾝ連合艦隊が､ｽﾍﾟｲﾝ南西岸ﾄﾗﾌｧﾙｶﾞﾙ
  岬沖でﾎﾚｰｼｮ･ﾈﾙｿﾝ提督の率いるｲｷﾞﾘｽ艦隊に敗れた/ﾈﾙｿﾝ提督は戦死/ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世､制海権を失い｢対英上陸作戦｣
  を断念
1805年10月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾞﾚﾝﾃﾞﾝ=ｶｰ｣
1805年10月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｲﾈｽ=ｶｰ｣(~18230719死去)
1805年10月26日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|文化2年9月5日|<交替>備中足守藩25000石｢木下利徽｣隠居⇒養
  子｢木下利徳｣が継ぐ(⇒文政4(1821)年8月21日､33歳で死去)
1805年10月26日-09:00|日本|佐賀県唐津市|文化2年9月5日|<交替>肥前唐津藩6万石｢水野忠鼎｣隠居⇒長男｢水野
  忠光｣が継ぐ(⇒文化9(1812)年8月､隠居)
1805年10月27日-09:00|日本|東京都|文化2年9月6日|幕府が女浄瑠璃を禁止
1805年10月29日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ暫定副司令官｢Johannes Hzn. Palm｣(~18150527)
1805年11月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ﾎﾟﾂﾀﾞﾑで､ﾛｼｱとﾌﾟﾛｲｾﾝが同盟を結ぶ
1805年11月4日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾙﾄﾞﾗﾑ｣(3回目~18080101ｲｷﾞﾘ
  ｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ総督~18080727)
1805年11月13日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｳｨｰﾝを占領(~18060112)
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1805年11月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾙｲｽとｸﾗｰｸの探検隊､太平洋に到達
1805年11月15日-09:00|日本|山形県鶴岡市|文化2年9月25日|<交替>出羽庄内藩14万石｢酒井忠徳｣隠居⇒長男｢酒
  井忠器｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年4月14日､隠居)
1805年11月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄﾘｴｽﾃをﾌﾗﾝｽが占領(~18060304)
1805年11月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《｢ﾚｵﾉｰﾚ｣序曲第2番》《歌劇｢ﾌｨﾃﾞﾘｵ｣》初演
1805年11月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾈﾙｿﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾈﾙｿﾝ｣(~18350228死去)
1805年11月20日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官代理｢Patrick Balfour + Pedro Luis Brion｣(~同
  月)⇒司令官｢Bruin Govertsz Quant｣(2期目~18060115)
1805年11月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社が､ｼﾝﾃﾞｰと和約
1805年11月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国の水道橋｢ﾎﾟﾝﾄｶｻｽﾃ水路橋｣開通(2009年世界文化遺産)
1805年11月30日-09:00|日本|群馬県安中市|文化2年10月10日|<死去>上野安中藩3万石｢板倉勝意｣(51歳)⇒養子｢
  板倉勝尚｣が継ぐ(⇒文政3(1820)年8月26日､死去)
1805年11月30日-09:00|日本|新潟県五泉市|文化2年10月10日|<死去>堀直庸(15歳)越後村松藩主⇒の直央が継い
  だ
1805年12月2日-01:00|ﾁｪｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月20日|ﾅﾎﾟﾚｵﾝのﾌﾗﾝｽ軍が､ｱｳｽﾃﾙﾘｯﾂの戦いでﾛｼｱ･ｵｰｽﾄ
  ﾘｱ同盟軍を破る
1805年12月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝﾃﾞｨﾙ･ｼﾝ｣(~18231007没)
1805年12月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗトﾌﾞﾙ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝﾃﾞｨｰﾙ･ｼﾝｸﾞ｣(~1823年)
1805年12月8日-09:00|日本|東京都墨田区|文化2年10月18日|<大相撲>文化2年10月場所[江戸本所回向院](10日
  間)優勝:(西大関)雷電,9勝1敗
1805年12月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝが､ﾌﾗﾝｽと攻守同盟を結ぶ
1805年12月21日-09:00|日本|東京都江東区|文化2年11月|<再建>深川三十三間堂(翌年二月､射はじめ)
1805年12月21日-08:00|台湾|  ||清･嘉慶10年11月|海盗の蔡牽が艦隊を率いて台湾に進駐し､鎮海王と称する
1805年12月21日-09:00|日本|茨城県水戸市|文化2年11月1日|<死去>常陸水戸藩35万石｢徳川治保｣(55歳)⇒12月1
  0日､嫡男｢徳川治紀｣が継ぐ(⇒文化13年閏8月19日(18161010)､急死)
1805年12月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がﾎｰﾙｶﾙと和約し､第2次ﾏﾗｰﾀｰ戦争が終結
1805年12月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝﾀﾞｳﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(18180106条約により確認);ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国はｲｷﾞﾘｽ
  保護領(18280118条約により確認)
1805年12月24日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ｼｭﾀﾃﾞｨｵﾝ･ﾀﾝﾊｳｾﾞﾝとｳﾞｧﾙﾄﾊｳｾﾞﾝ伯爵ﾖﾊﾝ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣(~1809
  1004)
1805年12月25日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｼﾙｳﾞｧﾝ(ｼｬﾏｶ)がﾛｼｱに併合される
1805年12月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾂﾌﾞﾙｸ大公｢Ferdinand3世｣(~18140501,ﾊﾞｲｴﾙﾝ王国に統合)
1805年12月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ国王｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ1世｣(旧名ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ4世ﾖｰｾﾞﾌ)
  (~18251013)
1805年12月26日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾀﾞﾙﾏﾁｱがｵｰｽﾄﾘｱからﾌﾗﾝｽに割譲される
1805年12月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾟﾚｽﾌﾞﾙｸでﾌﾗﾝｽとｵｰｽﾄﾘｱの和約が成立/第3次対仏大同盟が崩壊
1805年12月28日-09:00|日本|福井県大野市|文化2年11月8日|<交替>越前大野藩4万石｢土井利貞｣隠居⇒養子｢土
  井利義｣が継ぐ(⇒文化7(1810)年3月10日､隠居)
1806年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏﾘｸ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾏﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣(1818年
  から行政権限剥奪~18250818没)
1806年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾑﾊﾟｰﾝ国主ﾁｬｲﾔｳｫﾝ(~1818年)
1806年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｳﾑｾﾞ･ﾊﾟﾙﾎﾟｯﾌﾟ｣(~1808年)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬﾗﾜﾙ･ｼﾝ｣(~1809年没)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ｺﾞｱ守備隊司令官｢ｺｰﾙﾏﾝ｣(~1807年)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾄ･ｶﾌﾟﾗ国支配者｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1807年)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｸﾞﾆ国統治者(ﾗｵ)｢ﾋﾟﾙﾃｨ･ｼﾝ｣(~1830年没)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾗｼﾞｬ)｢ｺﾞｳﾞｨﾝﾄﾞ･ﾅｽ･ｼｬｰ･ﾃﾞｵ｣(~1817年)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩｼﾞｬﾅ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｽﾞ･ｻﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1825年没)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｿﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾍﾝﾄﾞﾗ･ﾊﾟﾙ｣(~1813年没)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬｳｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1812年没)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾓﾗｻ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1821年没)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾛﾊﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾞｸｼｭ･ｶｰﾝ｣(~1825年2月)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾀﾞｳﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾎﾙｶﾙ)｢ﾔｼｭﾜﾝﾄ･ﾗｵ1世･ﾎﾙｶﾙ｣(~18111027没)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾞﾙﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾗﾅ)｢ｷﾗｯﾄ･ｼﾝ｣(~18360402)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱｳﾝﾄﾞ国はﾍﾟｼｭﾜによって管理された(~1818年)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾞﾝﾌﾟｰﾙ国､ｸﾃｨ国､ｻﾗﾝｶﾞﾙ国､ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国､ｿﾈﾌﾟｰﾙ国､ﾊﾟﾄﾅ国､ﾊﾞﾑﾗ国､ﾎﾞｰ国､ﾎﾅｲ
  国､ﾗｲｶﾞﾙ国､ﾗｲﾗｸﾎﾙ国がｲｷﾞﾘｽによってﾅｰｸﾞﾌﾟｰﾙに復元(~1826年)
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｺﾞﾊﾄﾞはﾄﾞﾙﾌﾟｰﾙに合併
1806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾗｳﾝ国､ﾁｬﾀﾙﾌﾟｰﾙ国､ﾄﾞｩｼﾞｬﾅ国､ﾊﾞｵﾆ国､ﾏｲﾊﾙ国､ﾛﾊﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1806年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾊﾝ｢Muhammad `Alim Khan｣(~1809年)
1806年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｴﾘｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ･ﾓｶﾀﾞﾑ｣(~1807年)
1806年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾅﾌﾁﾊﾞﾝはﾛｼｱの保護領(~1810年)
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1806年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾞｼﾞﾝﾊﾞ(ｷｸﾞﾙ-ﾌﾞｼﾞﾝﾊﾞ)､ｷｸﾞﾙから分離
1806年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾜｯﾊｰﾌﾞ派のﾃﾞｨﾘﾔ首長国がｼﾞｯﾀﾞを占領
1806年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Muftizade Ahmed Pasha｣(~同年)
1806年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｶﾗﾝｶﾞ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾑﾃｨﾜｵﾗ｣(~同年)⇒｢ﾁﾌﾟﾌﾝﾊﾞ｣(~1807年)
1806年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ.ﾜﾗｷｱをﾛｼｱが占領(~1812年)
1806年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Luis Joaquin Fernandez de Cordoba y Benavides｣(~1840年)
1806年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Augustus Christian Frederick｣⇒ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ公(~18120505死去
  )
1806年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ伯｢Heinrich51世｣⇒ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ候(~1822年)
1806年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ伯｢Heinrich42世｣⇒ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ侯(~1818年死去)
1806年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢Malam Ngarmaba Bira, Mbangi｣(1期目~同年)⇒｢'Uthman Burk
  omanda3世 al-Kabir, Mbangi｣(1期目~1807年)
1806年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｶﾙﾛｽ･ﾓｰﾘｽ･ﾄﾞ･ﾀﾚｰﾗﾝﾄ=ﾍﾟﾘｺﾞﾙﾄﾞ｣(~1815年)
1806年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Maria del Pilar de Castejon y Silva｣
1806年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｽｽ統治者｢ｱﾘﾏﾐ･ﾌﾞﾘﾏ･ｺﾝｺﾘ･ｻﾝｺｰ｣(~1817年没)
1806年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾗ･ｺﾞﾒﾗ及びｴﾙ･ﾋｴﾛ総支配人｢Baltasar Valcarcel｣(1期目~
  1812年)
1806年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Jorgen Frantz Hammershaimb｣(~1816年)
1806年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Ana Maria de Castejon y Davila｣(~1815年死去)
1806年 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国がｾﾝﾄ･ﾒｱﾘｰ島を購入
1806年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官代理｢Samuel Bartholomeus van den Broek｣弁務官(1期目~
  同年)⇒(2期目~1810年)
1806年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢John Spooner｣(~1810年)
1806年 04:00|BES諸島/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ|  |||ｻﾊﾞ島はｼﾝﾄﾏｰﾙﾃﾝに従属
1806年1月 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢van der Biest3世｣(1期目~同年)
1806年1月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳｪﾌﾞｽﾀｰ｢簡明英語辞典｣刊
1806年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾒﾘｱﾝ｣Con(~12.31)
1806年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ国王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ選帝侯~18161030死去)
1806年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ国王｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ1世｣ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ4世ﾖｰｾﾞﾌ(~18251013~1848
  0320死去)ﾅﾎﾟﾚｵﾝにより任命
1806年1月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||仏軍､ｳﾞｪﾈﾂｨｱを占領/ｳﾞｪﾈﾄはｲﾀﾘｱ王国に併合
1806年1月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ｢革命暦(共和暦)｣(17931124から使用)を廃止し､｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ暦｣に復帰
1806年1月9日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Nicolas Ernault de Regnac des Brulys｣(~180909
  25死去)
1806年1月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾞﾙﾌﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約による)
1806年1月10日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事代行｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾍﾞｱｰﾄﾞ卿｣軍事総督(~
  18070117)
1806年1月10日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地が再びｲｷﾞﾘｽに占領される
1806年1月15日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官代理｢Joseph Franke｣(~同年)
1806年1月17日-09:00|日本|東京都千代田区|文化2年11月28日|<再興>清水徳川家｢徳川菊千代｣(⇒文化7(1810)
  年12月1日､賄料3万俵)
1806年1月20日-09:00|日本|  ||文化2年12月|<刊行>山東京伝(歌川豊国画)｢桜姫全伝曙草紙｣
1806年1月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第18代首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾟｯﾄ(小ﾋﾟｯﾄ)｣ﾛﾝﾄﾞﾝ近郊のﾊﾟｯﾄﾆｰで
  /46歳(誕生17590523)
1806年1月26日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢徐邁修｣(~3.19)
1806年1月27日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|文化2年11月|<死去>備中庭瀬藩2万石｢板倉勝もと｣(18歳)⇒翌年
  3月19日､弟｢板倉勝資｣が継ぐ(⇒天保3(1832)年閏11月21日､隠居)
1806年1月29日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|文化2年11月|<死去>摂津尼崎藩48000石｢松平忠告｣(64歳)⇒翌年2月1
  0日､次男｢松平忠宝｣が継ぐ(⇒文化10(1813)年4月14日､隠居)
1806年2月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾜｯﾊｰﾌﾞ派のﾃﾞｨﾘﾔ首長国がﾒｯｶを再占領
1806年2月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾌｫﾝ･ﾊｳｸｳﾞｨｯﾂ｣(~11月)
1806年2月6日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞｯｸﾜｰｽ提督の率いる英艦隊,ｻﾝﾄﾞﾐﾝｺﾞの西仏艦隊を
  撃滅
1806年2月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)ﾃﾞﾝﾏｰｸ領総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ﾖﾊﾝ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾊｰﾏﾝｿﾝ
  ｣(1回目~18080213)
1806年2月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第19代首相｢初代ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ男爵ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ｣ﾎｲｯｸﾞ党
  (~18070331)挙国一致内閣が成立
1806年2月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ上院､英海軍の米船拿捕と強制徴用に抗議する決議採択
1806年2月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが教皇ﾋﾟｳｽ7世と断交
1806年2月13日-09:00|日本|石川県加賀市|文化2年12月25日|<死去>加賀大聖寺藩7万石｢前田利考｣(27歳)⇒翌年
  3月14日､養子｢前田利之｣が継ぐ(⇒天保7年12月10日(18370116)､死去)
1806年2月13日-09:00|日本|徳島県徳島市|文化2年12月25日|<死去>画人,井川鳴門(雪下園)
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1806年2月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍はﾅﾎﾟﾘ王国を攻略､ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ4世はﾊﾟﾚﾙﾓにまた避難
1806年2月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝがﾌﾗﾝｽとﾊﾟﾘで条約を結び､ｲｷﾞﾘｽ製品の輸入を禁止させられる
1806年2月15日-09:00|日本|福島県会津若松市|文化2年11月|<死去>陸奥会津藩23万石｢松平容住｣(28歳)⇒次男｢
  松平容衆｣が継ぐ(⇒文政5年2月29日(18220420)､死去)
1806年2月15日-09:00|日本|福岡県大牟田市|文化2年12月27日|<交替>筑後三池藩1万石｢立花種周｣隠居蟄居⇒四
  男｢立花種善｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年6月5日､陸奥下手渡藩へ移封)
1806年2月18日-09:00|日本|滋賀県大津市|文化3年|<加増>近江堅田藩1万石｢堀田正敦｣+3000石⇒13000石(⇒文
  政9(1826)年10月10日､下野佐野藩に移封､廃藩)
1806年2月18日-09:00|日本|静岡県熱海市|文化3年|<創業>古屋旅館
1806年2月18日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化3年1月|<初演>｢いろは歌誉櫻花｣中村歌六座,角の芝居
1806年2月21日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｴｱ･ｸｰﾄ卿｣(~18080326)
1806年2月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬﾝ･ｼｬﾙｸﾞﾗﾝ(67)が､ﾊﾟﾘの凱旋門の建設を開始
1806年2月28日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱがｶｯﾀﾛを占領(~18070812)
1806年3月1日-09:00|日本|福井県小浜市|文化3年1月12日|<死去>若狭小浜藩10万3500石｢酒井忠貫｣(55歳)⇒3月
  2日､養子｢酒井忠進｣が継ぐ(⇒文政11(1828)年1月27日､死去)
1806年3月11日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｺﾘｽ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣
1806年3月11日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｱﾘ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ｺﾘｽ｣(~1858年10月没)
1806年3月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｸ大公｢ｼﾞｮｱｼｬﾝ･ﾐｭﾗ｣(~18080801)
1806年3月15日-09:00|日本|  ||文化3年1月26日|江戸幕府が文化の薪水給与令(撫恤令)を出す/外国船(特にこ
  の場合ﾛｼｱ船を対象とする)が来航した場合､乗組員の上陸は許可しないものの必要な食料･水･薪(燃料)などを
  渡して帰国するよう説得する
1806年3月19日-09:00|日本|  ||文化3年1月30日|幕府､関東郡代を廃止し馬喰町御用屋敷詰代官役所をおく
1806年3月20日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李秉模｣(~10.21)
1806年3月20日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢Bernardo de Bonavia｣(3
  期目~1808.8)
1806年3月20日-08:00|中国/台湾|  ||清･嘉慶11年2月|蔡牽軍と清軍が台湾鹿耳門の海面で激戦/清軍が優勢を
  占め､蔡牽は逃走
1806年3月23日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ代行｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ﾏｸｼﾐﾘﾔﾝ･ｳﾞﾛｳﾞｧﾂ･ﾗｷﾄｳﾞｪﾁｭｷ｣(~
  4月)
1806年3月23日-09:00|日本|  ||文化3年2月4日|<死去>土佐光貞(69歳)絵師
1806年3月25日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾌｽﾚﾌ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~18080120)
1806年3月25日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾍﾝﾘｰ･ﾀｯｶｰ｣(4期目~9.24)
1806年3月25日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺ中南部で地震(M7.5)ﾊﾘｽｺ州･ﾐﾁｮｱｶﾝ州などで死者2000人
1806年3月27日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ皇帝ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ家ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世｣(~1812年1月26日)
1806年3月28日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公爵ｼﾞｮﾝ･ﾗｯｾﾙ｣(~18070419)
1806年3月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||改作されたﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《｢ﾚｵﾉｰﾚ｣序曲第3番》上演されるが､これ
  も失敗
1806年3月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ1世｣(ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世の兄ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ~18080606)
1806年3月31日-09:00|日本|東京都中央区|文化3年2月12日|<大相撲>文化3年2月場所[江戸山王御旅所茅場町薬
  師](5日間)優勝:(東大関)大木戸,5戦全勝
1806年4月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ｢ｲｸﾞﾅｰｸ･ｸﾞﾛﾌ･ｷﾞｭﾗｲ｣(1回目⇒1809年7月ﾊﾝｶﾞﾘｰ亡命~1
  813年8月)
1806年4月 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍﾞｯｸｳｨｽﾞ卿｣(2度目~18071031)
1806年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾒﾙｸﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾀｯｼｰﾆ｣
1806年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾌﾟﾛｲｾﾝに宣戦布告
1806年4月2日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢統治委員会:ﾎｱｷﾝ･ﾏﾘｱ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽ ｶｽﾃﾛ･ﾌﾞ
  ﾗﾝｺ/ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ｶﾌﾞﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘﾄ･ｴ･ｱﾙﾍﾞﾛｽ/ﾏﾉｴﾙ･ﾋﾟﾝﾄ･ｺｴｰﾘｮ-･ｴｳｾﾞﾋﾞｵ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ･ﾃﾞ･ﾚﾓｽ｣(~18070329)
1806年4月9日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾆｴ(ｵﾗﾝｼﾞｭ)公｢ｳｨﾚﾑ5世｣
1806年4月9日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾆｴ(ｵﾗﾝｼﾞｭ)公｢ｳｨﾚﾑ6世｣ｳｨﾚﾑ5世の息子(~18150316ｵﾗﾝﾀﾞ王ｳｨﾚﾑ1世)
1806年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾎﾚｰｼｮ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣(~18090224死去)
1806年4月10日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島軍政司令官｢Francisco de Miranda｣(1期目~15日)
1806年4月10日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ｱﾙﾊﾞ島はﾍﾞﾈｽﾞｴﾗの革命的なﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞが占領(~15日)
1806年4月10日-09:00|日本|広島県広島市|文化3年2月22日|広島金屋町出火,町家107軒(223竈)焼失
1806年4月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾞﾚｲ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾚｲ｣(~18071114死去)
1806年4月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ議会､英の強制徴用に対抗して､多くの英製品の輸入を禁止
1806年4月19日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化3年3月|<初演>人形浄瑠璃｢玉藻前曦袂｣[合作･近松梅枝軒ほか]
  大坂御霊芝居
1806年4月22日 02:00|日本|東京都|文化3年3月4日|<江戸文化3年の大火｢丙寅の大火｣>巳の半刻(午前11時ごろ)
  芝車町の材木屋付近から出火し､火元に近い芝の薩摩藩下屋敷､増上寺五重の塔を焼き､強風は飛び火を呼び木
  挽町､数寄屋橋御門内へと拡がり､和田倉門外の大名屋敷小路から常盤橋門､東本願寺を焼き､京橋､日本橋の商
  家街はほとんど全焼､神田､浅草新堀方面まで大半を灰にした/翌日の雨で12時間振りに鎮火/被害は､避難の時
  ､橋が焼け落ちるなどで1200余人が死亡/焼失家屋は大名屋敷80余軒､東本願寺など寺院66か所､神社20余か所/



1810迄(2641件)

  町家は､町数で530余町､12万6000余軒を焼失
1806年4月25日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ首相｢ﾋﾞﾑｾﾝ･ﾀﾊﾟ｣(~1837年7月)
1806年4月25日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾗﾘｯﾄ･ﾃｨﾌﾟﾗ･ｽﾝﾀﾞﾘ･ﾃﾞｳﾞｨ｣(~18320406没)
1806年4月28日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｰｸ･ｶｰ･
  ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~18090914)
1806年4月29日-09:00|日本|島根県松江市|文化3年3月11日|<交替>出雲松江藩18万6千石｢松平治郷｣隠居⇒長男｢
  松平斉恒｣が継ぐ(⇒文政5(1822)年3月21日､32歳で死去)
1806年4月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽが帝国関税法を制定
1806年4月30日-09:00|日本|東京都|文化3年3月12日|<死去>小野川喜三郎･小野川親方(49歳､1758年生)第5代横
  綱
1806年5月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲｽﾄﾘｱはｲﾀﾘｱ王国に併合された(ｲｽﾄﾘ県)
1806年5月1日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾀﾞﾙﾏﾁｱは(~ﾀﾞﾙﾏﾁｱ県(首都:ｻﾞﾗ)として)ｲﾀﾘｱ･ﾅﾎﾟﾚｵﾝ王国に併合
1806年5月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｼﾞｬﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾆｼﾞｬﾊﾞｯﾄ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣建国(ｲｷﾞﾘｽ保護領)(~1813年)
1806年5月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､帝国教育団を設立
1806年5月10日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Miguel Antonio de Melo｣(~1810090
  9)
1806年5月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶの雑誌に｢ｶｸﾃﾙ｣の語が初めて登場
1806年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｱｰｶﾞｲﾙ公｢ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣
1806年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｱｰｶﾞｲﾙ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~18391022死去)
1806年5月26日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞをﾌﾗﾝｽが占領(~18080131)
1806年5月27日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞﾙﾌｫｱ｣(1期目~18070
  423)
1806年5月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国の軍人､政治家ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｼﾞｬｸｿﾝ､決闘でﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾃﾞｨｷﾝｽﾝ弁護士を殺
  害
1806年6月-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月6日|ｶｲﾀｸﾞ､ﾀﾊﾞｻﾗﾝはﾛｼｱ宗主権下/ﾃﾞﾙﾍﾞﾝﾄ市はﾛｼｱの直接統治下
1806年6月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾏﾝﾄﾞ｣(1期目~11月)ｹﾝﾄ公
  の下で
1806年6月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾑｸｽﾀﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ｻｰ･ｸﾃﾞｨｼﾞｪ･ﾀﾗ｣(~1807年4月)
1806年6月5日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀﾋﾞｱ連邦法律顧問代行｢ﾃﾞｨｸﾆﾝｹﾞ･ｴﾝ･ﾃﾞ･ﾎｰｹﾞﾝﾎﾌ卿ｶﾚﾙ･ﾃﾞ･ｳﾞｫｽ･ﾌｧﾝ･
  ｽﾃｰﾝｳｪｲｸ｣(~9日)
1806年6月9日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾎﾗﾝﾄ王国国王｢ﾛｰﾃﾞｳｪｲｸ1世(ﾙｲ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ)｣ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄの弟(~1
  8100701)
1806年6月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾊｲﾙｽﾍﾞﾙｸの戦い>ﾛｼｱ軍はﾌﾗﾝｽ軍に対して戦術的勝利を収め､東ﾌﾟﾛｲ
  ｾﾝを南北に流れるｱﾚ川の東に後退/ﾅﾎﾟﾚｵﾝはｹｰﾆﾋｽﾍﾞﾙｸへ軍を向けた/ﾛｼｱ軍は､ﾌﾗﾝｽ軍の中で最も東側を進撃し
  ていたﾗﾝﾇ軍団を捕捉撃滅すべく､ｹｰﾆﾋｽﾍﾞﾙｸの南東約50ｷﾛの町ﾌﾘｰﾄﾗﾝﾄにおいて､再びｱﾚ川を渡った
1806年6月11日-08:00|中国|  ||清･嘉慶11年4月25日|ﾁﾍﾞｯﾄ､錯那で地震/M7.5､死者100人
1806年6月12日-09:00|日本|岐阜県大垣市|文化3年4月26日|<死去>美濃大垣藩10万石｢戸田氏教｣(52歳)⇒6月11
  日､長男｢戸田氏庸｣が継ぐ(⇒天保12(1841)年3月19日､62歳で死去)
1806年6月12日-09:00|日本|東京都千代田区|文化3年4月26日|<解任>老中｢戸田氏教｣
1806年6月13日 22:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾌﾘｰﾄﾗﾝﾄの戦い>深夜､ﾛｼｱ軍はｱﾚ川西岸のﾌﾘｰﾄﾗﾝﾄの市街地を占領し
  ､そこに進出していたﾗﾝﾇ軍団の先遣部隊を駆逐
1806年6月14日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｶﾗﾊﾞｰｸﾞ汗国ﾊｰﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾘｰﾙ･ﾊｰﾝ｣
1806年6月14日 11:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾌﾘｰﾄﾗﾝﾄの戦い>正午までにﾓﾙﾃｨｴの増援部隊がｺｻｯｸ騎兵を撃退し､ﾅ
  ﾎﾟﾚｵﾝも戦場に到着
1806年6月14日 16:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾌﾘｰﾄﾗﾝﾄの戦い>17時､用水路南側のﾛｼｱ軍左翼を攻撃目標として､猛
  烈な砲撃とともにﾈｲ軍団が前進開始/ﾛｼｱ軍は予備の騎兵を投入し､一時ﾈｲ軍団が押し返される局面もあったが
  ､ﾃﾞｭﾎﾟﾝ師団と近衛砲兵隊が増援に駆けつけこれを撃退
1806年6月14日 19:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾌﾘｰﾄﾗﾝﾄの戦い>20時までにﾛｼｱ軍左翼は崩壊し､ﾈｲは用水路南側を
  制圧/ｱﾚ川にかかる橋梁が焼け落ちたことで､用水路北側に残っていたﾛｼｱ軍右翼は退路を失い壊滅
1806年6月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽﾙﾄがｹｰﾆﾋｽﾍﾞﾙｸを占領し､ﾌﾟﾛｲｾﾝは完全に敗北
1806年6月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ｶｿｰﾆ｣(~18080202)
1806年6月27日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾍﾞﾚｽﾌｫｰﾄﾞ伯爵ｳｨﾘｱﾑ･ｶｰ･ﾍﾞﾚｽﾌｫｰﾄﾞ(ﾌﾞｴﾉｽ
  ｱｲﾚｽのｲｷﾞﾘｽ軍司令官)｣(~8.13)
1806年6月27日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽを占領(~18060812)
1806年6月28日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢James Drummond｣(1期目~11.2)
1806年6月30日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ王国国務長官｢ｳｨﾚﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾛｴﾙ｣(~18080108)
1806年7月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾙﾃｭｾﾞﾙ･ｲﾅｸ｣
1806年7月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｱﾌﾞ･ｱﾙｶﾞｰｼﾞｰ5世｣(2期目~12月)
1806年7月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督代理｢Christian Graf von Wurmser｣(⇒18090327総督~18100
  403)
1806年7月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾛｼｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝとﾛｼｱ皇帝ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世はﾃｨﾙｼﾞｯﾄの和約に合意/ﾌﾗﾝｽとﾛｼｱとの
  間には協調関係が成立/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞはﾜﾙｼｬﾜ公国として独立を回復/ﾌﾟﾛｲｾﾝはｴﾙﾍﾞ川以西の領土を失ったうえ巨額



1810迄(2641件)

  の賠償金を課せられた
1806年7月8日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Francisco Bautista3世 Benitez de Lugo y Lugo 
  Vina｣(~18160126死去)
1806年7月11日-09:00|日本|東京都千代田区|文化3年5月25日|<再任>老中｢松平信明｣(~文化14年8月29日)､首座
  となる
1806年7月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾗｲﾝ同盟首座大司教侯｢ｶｰﾙ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ｱﾝﾄﾝ･ﾏﾘｱ･ﾌｫﾝ･ﾀﾞｰﾙﾍﾞﾙｸ｣
  (~18131019)
1806年7月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾗｲﾝ同盟保護者｢ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世(ﾌﾗﾝｽ皇帝･ｲﾀﾘｱ王)｣(~18131019ﾗｲ
  ﾌﾟﾂｨﾋの戦いで敗北)
1806年7月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ﾗｲｴﾝ伯国⇒ﾗｲｴﾝ侯国
1806年7月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<発足>ﾗｲﾝ同盟/原加盟国:ｱﾚﾝﾍﾞﾙｸ公国､ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公国､ﾊﾞｲｴﾙﾝ王国(
  18131008離脱)､ﾍﾞﾙｸ大公国､ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯国(18060814大公国に昇格)､ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国､ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙ
  ﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯国､ｲｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞﾙｼｭﾀｲﾝ侯国､ﾗｲｴﾝ侯国､ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ侯国､ﾏｲﾝﾂ大司教領(18100216からﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ大
  公国)､ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯国及びﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ侯国(18060830からﾅｯｻｳ公国)､ｻﾞﾙﾑ=ｷﾙﾌﾞﾙｸ侯国(18101213ﾌﾗﾝｽ帝
  国に併合)､ｻﾞﾙﾑ=ｻﾞﾙﾑ侯国(18101213ﾌﾗﾝｽ帝国に併合)､ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ王国(18131102離脱)
1806年7月19日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|文化3年6月4日|<死去>森俊春(81歳)前播磨三日月藩主
1806年7月20日-09:00|日本|福島県伊達市|文化3年6月5日|<移封>筑後三池藩1万石｢立花種善｣⇒陸奥下手渡藩1
  万石(⇒天保3(1832)年12月25日､死去)
1806年7月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦7月12日|ﾌﾟﾛｲｾﾝとﾛｼｱが対仏大同盟に調印
1806年7月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾗｲﾝ同盟首座大司教候｢ｶｰﾙ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾌｫﾝ･ﾀﾞｰﾙﾍﾞﾙｸ(ﾚｰｹﾞﾝｽﾌﾞﾙ
  ｸ大司教･ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ大公)｣(~18131026)
1806年7月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(ﾊﾞｰﾃﾞﾝ選帝侯~18110610死去)
1806年7月25日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Ince｣(~31日死去)
1806年7月26日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王｢ｱﾝ･ﾁｬﾝ2世｣(1回目~1811年1月)
1806年7月31日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Ince｣
1806年7月31日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Spooner｣(1期目~181
  00730)
1806年8月1日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ｶｰﾙ｣(~18131207)､摂政｢ﾖﾊﾝ1世｣(~18131207)
1806年8月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<解任>ﾊﾉｰﾌｧｰ選帝侯･ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｹﾞｵﾙｸ3世｣(ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ国
  王｢ｼﾞｮｰｼﾞ3世｣)ﾌﾗﾝｽによるﾊﾉｰﾌｧｰ占領と神聖ﾛｰﾏ帝国崩壊で選帝侯位を喪失
1806年8月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾄﾞｲﾂ王｢ﾌﾗﾝﾂ2世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝を解体
1806年8月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣ﾌﾟﾛｼｱに統合
1806年8月7日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ｱｷﾞﾗｰﾙ｣
1806年8月7日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢Mariano Fernandez de Folgueras｣(1
  期目~18100304)
1806年8月11日-09:00|日本|東京都|文化3年6月27日|<死去>初代桜田治助(73歳)歌舞伎･狂言作者
1806年8月12日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽを占領していたｲｷﾞﾘｽ軍が住民の義友軍に敗北
1806年8月13日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾗｲ｣(~18080126)
1806年8月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾍｯｾﾝ大公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣(ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ10世が大公に昇格~
  18300406死去76歳)
1806年8月14日-09:00|日本|  ||文化3年7月|<刊行>平田篤胤｢新鬼神論｣(文政3年｢鬼神新論｣に改題)
1806年8月14日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化3年7月|<初演>歌舞伎｢鎌倉三代記｣大坂中の芝居
1806年8月14日-08:00|中国|  ||清･嘉慶11年7月|白蓮教反乱後に郷勇から改編された新兵が陜西寧陜で塩米銀
  の発給停止をきっかけに暴動
1806年8月15日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ|  |||ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島をﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ島と改名
1806年8月19日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島軍政司令官｢Francisco de Miranda｣(2期目~9.25)
1806年8月19日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ｱﾙﾊﾞ島はﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞが再占領(~9.25)
1806年8月20日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｺﾝｺﾙﾃﾞｨｱ侯爵ｼﾞｮｾﾌ･ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾊﾞｽｶﾙ･ｲ･ｽｰｻﾞ｣(~181607
  07)
1806年8月21日-09:00|日本|  ||文化3年7月8日|<死去>天文学者･ｵﾗﾝﾀﾞ通詞,志筑忠雄(47)
1806年8月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ｢ﾛｺｺ美術｣の画家ｼﾞｬﾝ･ｵﾉﾚ･ﾌﾗｺﾞﾅｰﾙ(1732-､75歳)｢ぶらんこ｣など繊
  細･優雅な装飾性の強い画風で知られる
1806年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>物理学者ｼｬﾙﾙ･ｸｰﾛﾝ/70歳(誕生:17360614)ｸｰﾛﾝの法則を発見した
1806年8月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾅｯｻｳ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ｣ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ(~18160324死去)
1806年8月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<統合>ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯国､ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ侯国⇒ﾅｯｻｳ公国
1806年9月5日-09:00|日本|長野県飯山市|文化3年7月23日|<交替>信濃飯山藩35000石｢本多助受｣隠居⇒26日､養
  子｢本多助賢｣が継ぐ(⇒安政5(1858)年4月22日､隠居)
1806年9月7日-09:00|日本|  ||文化3年7月25日|<死去>伴蒿蹊(74歳)歌人､文筆家
1806年9月13日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｶﾗﾊﾞｰｸﾞ汗国ﾊｰﾝ｢ﾏﾌﾃﾞｨｰ･ｸﾙﾘ･ﾊｰﾝ｣(1度目~1822年10月)
1806年9月14日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<退位>ｱﾙｻｲﾄﾞ王朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾘﾑ1世ﾋﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｣
1806年9月14日-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ/ｵﾏｰﾝ|  |||<就任>ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ･ﾊﾐｽ(ｽﾙﾀﾝ)｢ｻｲｲﾄﾞ･ｻｲﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｣(~18561019)
1806年9月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽｶﾙﾗｯﾄ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｶﾘﾏﾁ｣(1回目~同月)
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1806年9月16日-09:00|日本|埼玉県深谷市|文化3年8月5日|<交替>武蔵岡部藩20250石｢安部信享｣隠居⇒三男｢安
  部信操｣が継ぐ(⇒文政8(1825)年4月29日､死去)
1806年9月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾐｽﾞｰﾘ川の源流経由で太平洋に至る水路探検を行っていたﾒﾘｳｪｻﾞｰ･ﾙｲｽとｳｨﾘｱﾑ
  ･ｸﾗｰｸのﾙｲｽ･ｸﾗｰｸ探検隊が2年4ヵ月ぶりにｾﾝﾄ･ﾙｲｽに帰還
1806年9月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<加盟>ﾗｲﾝ同盟:ｳﾞｭﾙﾂﾌﾞﾙｸ大公国(~18131026離脱)
1806年9月25日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾎｼﾞｿﾝ准将｣(~18100616)
1806年9月26日-09:00|日本|  ||文化3年8月15日|<死去>長町竹石(50歳)画家
1806年10月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾄﾞﾗｺ･ﾆｺﾗｴ･ｽﾄｩ｣(2回目~10日)
1806年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾘｷﾞ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1806年10月5日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ﾘﾑｽｷｰ･ｺﾙｻｺﾌ｣(1回目~18090703)
1806年10月5日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|文化3年8月24日|<死去>山城淀藩102000石｢稲葉正諶｣(58歳)⇒
  次男｢稲葉正備｣が継ぐ(⇒文化12(1815)年3月8日､41歳で死去)
1806年10月6日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾊﾞｸｰがﾛｼｱに併合される
1806年10月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国がﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世のﾌﾗﾝｽ帝国に対抗し｢第四次対仏
  大同盟｣結成/ﾌﾟﾛｲｾﾝ､ﾛｼｱ､ｻﾞｸｾﾝ王国､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ､ｲｷﾞﾘｽが参加
1806年10月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで複写用ｶｰﾎﾞﾝ紙発明
1806年10月7日-09:00|日本|三重県津市|文化3年8月26日|<死去>伊勢津藩32万3千石｢藤堂高嶷｣(61歳)⇒10月12
  日､次男(久居藩主)｢藤堂高兌｣が継ぐ(⇒文政7(1824)年12月17日､44歳で病死)
1806年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ王ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世が､ﾌﾗﾝｽに宣戦布告し､第4次対仏大同盟戦
  争が開始される
1806年10月10日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｷｴﾌ軍総督兼ｷｴﾌ､ﾐﾝｽｸ行政区域民事主席管理者｢Mikhail Illario
  novich Golenishchev-Kutuzov｣(~18090715)
1806年10月13日-09:00|日本|愛媛県西条市|文化3年9月2日|<死去>松平頼謙(52歳)前伊予西条藩主
1806年10月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｲｴﾅ･ｱｳｴﾙｼｭﾃｯﾄの戦い>ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世､ｲｴﾅ･ｱｳｴﾙｼｭﾃｯﾄ(ﾄﾞｲﾂ中部の都市)でﾌ
  ﾟﾛｲｾﾝ軍に勝利
1806年10月14日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｱﾙｺｽ伯爵ﾏﾙｺｽ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ･ｴ･ﾌﾞﾘﾄ｣(~1
  8080122)
1806年10月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<復位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾓﾙｼﾞ｣(3期目~18070319)
1806年10月17日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｻﾍﾞ･ﾍﾟｼｮﾝ｣(1回目~18110309)
1806年10月17日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||陸軍将校,自由黒人,ﾑﾗｰﾄ地主らの代表が集まり,憲法制定会議を創設
1806年10月17日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ﾊｲﾁ独立の指導者で初代皇帝ｼﾞｬｯｸ1世(ﾃﾞｻﾘｰﾇ)が部下の黒人将軍ｱﾝﾘ･ｸﾘｽﾄﾌら
  に暗殺される(誕生:1758)
1806年10月18日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Alejandro Parreno｣(~18120726)
1806年10月22日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||文化3年9月11日|ﾛｼｱ船､樺太久春古丹(大泊)に上陸して運上屋を攻撃･略
  奪･放火
1806年10月23日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||文化3年9月12日|ﾛｼｱ､樺太ｸｼｭｺﾀﾝ攻撃
1806年10月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝがﾍﾞﾙﾘﾝを占領
1806年10月31日-09:00|日本|東京都|文化3年9月20日|<死去>喜多川歌麿(54歳､宝暦4(1754)年生)浮世絵師/鳥山
  石燕の門人にして､初め豊章と称す/美人画
1806年10月31日-09:00|日本|奈良県天理市|文化3年9月20日|<死去>大和柳本藩1万石｢織田秀綿｣(51歳)⇒12月18
  日､七男｢織田秀陽｣が継ぐ(⇒安政4(1857)年8月25日､死去)
1806年11月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ﾌｧﾄ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(2度目~12月)
1806年11月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ｻｰ･ﾋｭｰ･ﾀﾞﾙﾘﾝﾌﾟﾙ｣(~1808.8)ｹﾝﾄ公の
  下で
1806年11月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾊﾞｲﾒ｣(~18070426)
1806年11月2日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢Sir Hew Whitefoord Dalrymple｣
  (~18080813)
1806年11月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｷﾞｬﾛｳｪｲ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1806年11月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｷﾞｬﾛｳｪｲ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~18340327死去)
1806年11月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｶｰﾙ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ｣ｲｴﾅ･ｱｳｴﾙｼｭﾀ
  ｯﾄの戦いで戦死
1806年11月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ黒公｣ｴｰﾙｽ公(~1807
  年､ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯領はﾌﾗﾝｽの衛星国であるｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に支配された⇒1814年ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公~18150616
  死去)
1806年11月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｹﾁﾎﾞｴﾇｽﾞ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾋﾙﾐ･ﾊﾟｼｬ｣(~18070618)
1806年11月14日-09:00|日本|北海道函館市|文化3年10月5日|<箱館文化3年の大火｢青山火事｣>午前1時頃､弁天町
  の河岸市店､青山方より出火/合計350戸が被害
1806年11月15日-09:00|日本|千葉県香取市|文化3年10月6日|<交替>下総小見川藩1万石｢内田正純｣隠居)⇒長男｢
  内田正肥｣が継ぐ(⇒文化13(1816)年6月14日､死去)
1806年11月17日-09:00|日本|滋賀県大津市|文化3年10月8日|<死去>近江膳所藩6万石｢本多康完｣(38歳)⇒弟｢本
  多康禎｣が継ぐ(⇒弘化4(1847)年4月13日､隠居)
1806年11月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ｳﾞｨﾗ･ﾍﾞﾙﾃﾞ伯ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ｣
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1806年11月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾊﾞﾙｶ伯ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀﾞﾗｳﾎ･ｴ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣(~18071126)
1806年11月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｼｬｰ･ｱｰﾗﾑ2世｣
1806年11月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｱｸﾊﾞﾙ2世｣(~18370928死去77歳)
1806年11月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝがﾍﾞﾙﾘﾝ勅令を発し､ﾌﾗﾝｽ軍とﾌﾗﾝｽの同盟国が支配している地域
  が､ｲｷﾞﾘｽと通商を行うことを禁じ､ｲｷﾞﾘｽ人の所有地と商品の没収を命じる(大陸封鎖令)
1806年11月21日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化3年10月12日|<就任>大坂城代｢松平能登守乗保｣(~文化7.6.25)
1806年11月21日-09:00|日本|京都府京都市|文化3年10月12日|<就任>京都所司代｢阿部正由｣(⇒1808(文化5年11
  月22日))
1806年11月21日-09:00|日本|三重県津市|文化3年10月12日|<死去>伊勢久居藩53000石｢藤堂高兌｣本家津藩を継
  ぐ⇒12月10日､弟｢藤堂高邁｣が継ぐ(⇒文政元(1818)年12月18日､隠居)
1806年11月22日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞでﾌﾗﾝｽ語新聞｢ﾙ･ｶﾅﾃﾞｨｱﾝ｣が創刊
1806年11月22日-09:00|日本|千葉県成田市|文化3年10月13日|<死去>下総高岡藩1万石｢井上正紀｣(37歳)⇒12月7
  日､三男｢井上正瀧｣が継ぐ(⇒天保12(1841)年11月24日､隠居)
1806年11月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱとﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ議長｢ｲﾜﾝ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾐｹﾙｿﾝ(ﾛｼｱ軍
  司令官)｣(~1807年)
1806年11月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはﾛｼｱに占領される(~1812年11月)
1806年11月23日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｳｽｷｭﾌﾞﾘ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~1807年)
1806年11月26日-09:00|日本|宮崎県延岡市|文化3年10月17日|<死去>日向延岡7万石｢内藤政和｣(20歳)⇒義弟｢内
  藤政順｣が継ぐ(⇒天保5(1834)年8月21日､39歳で死去)
1806年12月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾗﾋｰﾑ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩｰﾙ｣(~1825年死去)
1806年12月1日-09:00|日本|東京都墨田区|文化3年10月22日|<大相撲>文化3年10月場所[江戸本所回向院境内](1
  0日間)優勝:(西大関)雷電,9勝0敗1預
1806年12月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｻﾞｰﾙﾌｪﾙﾄ公｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱﾝﾄﾝ｣
1806年12月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｻﾞｰﾙﾌｪﾙﾄ公｢ｴﾙﾝｽﾄ3世｣ﾌﾗﾝﾂ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋの息子(⇒18261112､
  ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｺﾞｰﾀ公｢ｴﾙﾝｽﾄ1世｣~18440129死去)
1806年12月9日-09:00|日本|東京都|文化3年10月30日|<死去>5代市川團十郎･3代松本幸四郎(66歳､1741年8月生)
  歌舞伎役者
1806年12月10日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ｼﾞｬﾌｧﾙ･ｸﾘ･ｶｰﾝ｣(~1814年12月)
1806年12月10日-09:00|日本|長崎県平戸市|文化3年11月|<交替>肥前平戸藩61700石｢松浦清｣隠居⇒三男｢松浦熈
  ｣が継ぐ(⇒天保12(1841)年閏1月15日､隠居)
1806年12月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<加盟>ﾗｲﾝ同盟:ｻﾞｸｾﾝ王国
1806年12月11日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|文化3年11月2日|<死去>大岡忠喜(70歳)前武蔵岩槻藩主
1806年12月13日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｾﾙﾋﾞｱの反乱軍がｵｽﾏﾝ帝国に抵抗してﾍﾞｵｸﾞﾗｰﾄﾞを占領
1806年12月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｲﾌﾟｼﾗﾝﾃｨ｣(2回目~1807年8月/27日からﾛｼｱ
  占領下)
1806年12月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<加盟>ﾗｲﾝ同盟:ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公国､ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ公国､ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞ
  ﾝ公国､ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公国､ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公国
1806年12月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ3世｣⇒ｻﾞｸｾﾝ王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世｣(~18
  270505死去)
1806年12月22日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｼｱ･ﾄﾙｺ戦争開始
1806年12月22日 08:00|日本|東京都中央区|文化3年11月13日|17時､葺屋町河岸(かつら師友九郎の家)より出火
  して､堺町､よし町､大坂町､甚左衛門町､難波町､蛎殻町迄焼くる(両座芝居焼くる)
1806年12月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝ協奏曲ﾆ長調Op.61》ｳｨｰﾝで初演
1806年12月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従属)｢ﾐﾊｲﾙ･ｱﾝ
  ﾄﾞﾚｰｴｳﾞｨﾁ･ﾐﾛﾗﾄﾞｳﾞｨﾁ(ﾛｼｱ軍司令官)｣(~1807年9月)
1806年12月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾜﾗｷｱはﾛｼｱに占領される(~18121002)
1806年12月27日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ﾍﾟｼｮﾝの意を受けた第三憲法制定
1806年12月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾚﾉｯｸｽ公･ﾏｰﾁ伯･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣
1806年12月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾚﾉｯｸｽ公･ﾏｰﾁ伯･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣先代の甥(~18190
  828死去)
1806年12月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶがｲｷﾞﾘｽと通商条約締結､上院に提出されず
1807年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾉﾏﾝ君主｢Sultan Anom6世 Muhammad Kamaruddin｣(~1851年)
1807年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Ali｣(~1821年~1824年死去)
1807年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶﾝｽﾞﾙ･ｱﾗﾑ｣(~1826年)
1807年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾊﾞｯﾌﾟﾁｮｰﾀﾞ｣(~1808年)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾌﾄ･ｼﾝ｣(2回目~18370621)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ｺﾞｱ守備隊総督｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｱﾀﾞﾑｽﾞ｣(~1811年3月)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞｳﾘﾊﾙ国統治者(ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ｻﾜｲ)｢ﾗｼﾞｬ･ﾗﾑ｣(~1846年没)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ)｢ﾌｫﾝ･ｻｳﾞｧﾝ2世｣(~1808年没)､摂政｢ﾗﾆ･ﾄﾞｩﾙ
  ｶﾞ･ﾊﾞｲ｣(1回目~1808年)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｪｯﾄﾌﾟｰﾙ国支配者(ｱｻﾞﾑ･ｳﾞｧﾗ)｢ｳﾞｨｶﾑｼ･ｼﾞｪﾀ｣(~1821年以降)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲﾄﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｹｽﾘ･ｼﾝ｣(~1812年没)
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1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾃﾞｳﾞｼﾞ1世｣(~1857年没)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾏﾍﾝﾄﾞﾗ｣(~1822年没)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｲｶﾞﾜﾝ=ﾚﾊﾞｲ国統治者(ｸﾝﾜｰﾙ)｢ﾗｸｼｭﾏﾝ･ｼﾝ｣(~1808年没)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｼﾞｬﾅ国統治者(ﾏﾚｯｸ)｢ｽﾗｰｼﾞﾏﾙ｣
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾊﾄ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｱﾊﾟﾙﾊﾞﾙ･ｼﾝ｣(~不明)⇒｢ﾊﾞﾝｶｯﾄ･ﾗｵ｣(~1828年)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ太守｢Nawab Ghaus Muhammad Khan｣(~1826年死去)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑﾘ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗﾏﾊﾞｲ｣⇒｢ｳﾞｧｶﾂｨﾝｼﾞ｣(~1870年没)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾃｨ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｱﾏﾙｼﾝｼﾞ･ﾗｸﾊｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾀｸﾂｨﾝｼﾞ･ﾗｸﾊｼﾞ｣(~1878年
  没)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾜﾄﾞﾜﾝ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｼﾞｬﾗﾑｼﾑｼﾞ･ﾌﾟﾘﾃｨﾗｰｼﾞ｣(~1827年没)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾞｧﾗ国､ｷﾗｽﾗ国､ｾｲﾗ国､ﾁｭﾀﾞ国､ﾊﾞｼﾞｬﾅ国､ﾑﾘ国､ﾗｸﾀｰﾙ国はｲﾝﾄﾞ東ｶｼｱﾜｰﾙ準管轄州の一部
  (ほとんどがｲｷﾞﾘｽ保護領~1948年8月)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳﾞｧﾝｶﾅｰﾙ国､ｺﾞﾝﾀﾞﾙ国､ｻﾘﾗ国､ｼﾞｬｲﾄﾌﾟﾙ国､ｼﾞｭﾅｰｶﾞﾄﾞ国､ﾄﾞｩﾗﾝｶﾞﾄﾞﾗ国､ﾄﾞﾛﾙ国､ﾊ
  ﾞｳﾞﾅｶﾞﾙ国､ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国､ﾊﾟﾀﾘ国､ﾊﾟﾘﾀﾅ国､ﾊﾞﾗｳﾝﾀﾞ･ﾊﾟﾀｰﾙ･ｶﾁｬﾙ国､ﾊﾟﾝﾅ国､ﾋﾞﾊﾄ国､ﾎﾟﾙﾊﾞﾝﾀﾞﾙ国､ﾓﾙｳﾞｨ国､ﾗｰｼﾞｺｯﾄ
  国､ﾘﾑﾃﾞｨ国､ﾜﾄﾞﾜﾝ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾞｳﾘﾊﾙ国がｱｼﾞｬｲｶﾞﾙから分離(ｲｷﾞﾘｽ保護領)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｺｯﾀﾞ･ｻﾝｶﾞﾆ国､ｻﾙﾀﾞﾙｶﾞﾄﾞ国､ｼﾞｪｯﾄﾌﾟｰﾙ国､ｼﾞｬｽﾀﾞﾝ国､ﾏﾅﾊﾞﾀﾞﾙ国､ﾏﾘｱ国はｲﾝﾄﾞ西ｶﾃｨｱﾜｰ
  ﾙ準管轄州の一部(ほとんどはｲｷﾞﾘｽの保護領~1948年8月)
1807年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｺｯﾄ･ｶﾌﾟﾗ国はｲﾝﾄﾞのﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞ州に編入された(~1846年)
1807年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾀｼｭｹﾝﾄ支配者｢Hamid Khwaja｣(~1808年)
1807年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ｶｲｻﾞｰ･ｼｬｰ｣(~1808年)
1807年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｱｯﾊﾞｽ･ｸﾙﾘ･ﾊｰﾝ｣(4度目~1808年)
1807年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｴﾘｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾎｾｲﾝ･ｺﾘ･ﾊｰﾝ･ｶｼﾞｬｰﾙ｣(~1828年)
1807年-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月6日|ｱﾅﾊﾟはﾛｼｱに短期間再占領された
1807年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||<死去>ﾏｵﾚ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾘﾑ｣
1807年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||<即位>ﾏｵﾚ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾊﾘ･ﾋﾞﾝ･ｻﾘﾑ｣(~1817年没)
1807年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ Kataragasi Ibrahim Pasha｣(2期目~1808年)
1807年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｶﾗﾝｶﾞ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾆｬｿﾛ｣(~1828年)
1807年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Genc Kunj Yusuf Pasha｣(~1810年)
1807年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ﾏﾆｶ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾁｶﾝｶﾞ･ﾆｬﾝｺﾞﾝﾍﾞ･ｲﾊｺﾞﾍﾟ｣(~1813年)
1807年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾌﾌｫﾝ｣
1807年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Francisco de Orta y Arcos｣
1807年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1808年)
1807年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Ramon de Carvajal y Urrutia｣(~1808年)
1807年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾏﾗﾃﾞｨ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ｶﾂｨﾅ)｢ﾀﾞﾝ･ｶｻﾜ･ﾀﾞ･ｱｸﾞﾜﾗｷﾞ｣建国(~1830年)
1807年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Leopold3世｣⇒ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ公(~18170809死去)
1807年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｼｬｳﾑﾌﾞﾙｸ=ﾘｯﾍﾟ伯｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣⇒ｼｬｳﾑﾌﾞﾙｸ=ﾘｯﾍﾟ侯(~18601121死去)
1807年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ｱﾖﾊﾝ｣(~1816年没)
1807年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢Malam Ngarmaba Bira, Mbangi｣(2期目~同年)⇒｢'Uthman Burk
  omanda3世 al-Kabir, Mbangi｣(2期目~同年)⇒｢Muhammad3世, Mbangi｣(~同年)⇒｢'Uthman Burkomanda3世 al-
  Kabir, Mbangi｣(3期目~1846年)
1807年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯領がﾌﾗﾝｽ帝国の衛星国であるｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に
  占領された
1807年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｺ･ﾌﾗﾝｻ首長｢ﾊﾞｲ･ﾌｫｰｷ｣(~1817年)
1807年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾃﾑﾈ王国統治者(ﾊﾞｲｽ)｢ﾊﾞｲ･ﾌｫｰｷ｣(~1817年)
1807年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢Henry Charles Selwyn｣
1807年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｮﾝ･ｺｯﾄﾙ｣(~1817年)
1807年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領両ｶﾅﾀﾞ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｸﾚｲｸﾞ卿｣(~1811年)
1807年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Alberto Maynez｣(~1808年)
1807年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ﾘﾏﾀﾗ統治者｢Tamaeva1世｣
1807年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾘﾏﾀﾗ統治者｢Tamaeva2世｣(~18651128死去)
1807年1月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>革命ｾﾙﾋﾞｱ管理評議会会長｢ｼﾏ･ﾏﾙｺｳﾞｨｯﾁ｣(~同月)⇒｢ﾑﾗﾃﾞﾝ･ﾐﾛｳﾞｧﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~
  1810年1月)
1807年1月 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ副司令官｢Jean Francois du Briel｣(~18150527)
1807年1月 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾙﾊﾞ島はｲｷﾞﾘｽが占領(~18160311)
1807年1月 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾞﾈｰﾙはｲｷﾞﾘｽが占領｣(~18150527)
1807年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ﾊﾝｽ･ﾌｫﾝ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ｣Con(1期目~12.31)
1807年1月1日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢Charles Brisbane卿｣(1期目~9日)
1807年1月1日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｷｭﾗｿｰをｲｷﾞﾘｽが占領(~18160304)
1807年1月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｯｸ･ﾙｲ･ﾀﾞｳﾞｨｯﾄﾞの｢ﾅﾎﾟﾚｵﾝの戴冠｣が完成
1807年1月6日-09:00|日本|京都府京都市左京区|文化3年11月28日|鞍馬寺が炎土(その再建工事をめぐって長期
  紛争がおこる)
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1807年1月6日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|文化3年11月28日|<交替>越後糸魚川藩1万石｢松平直紹｣隠居⇒長男｢
  松平直益｣が継ぐ(⇒文政9(1826)年9月14日､隠居)
1807年1月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||英,対仏経済封鎖
1807年1月9日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事代理｢William Henry Bolton｣(~27日)
1807年1月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾐﾙﾀｳﾝ伯｢ﾌﾞﾗｲｽ･ﾘｰｿﾝ｣
1807年1月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾐﾙﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾘｰｿﾝ｣(~18660131死去)
1807年1月17日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事代行｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾞﾚｲ｣(1回目~5.21)
1807年1月19日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領代行｢ﾌﾞﾙｰﾉ･ﾌﾞﾗﾝｼｪ長老(国務長官)｣(~3.10)
1807年1月24日-09:00|日本|  ||文化3年12月16日|｢藩翰譜｣につづく,各大名の年譜｢続藩翰譜｣の編集が終わる
1807年1月27日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢Sir Charles Brisbane｣(2期目~2.28)
1807年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国,ﾛﾝﾄﾞﾝに世界初ｶﾞｽ灯誕生
1807年2月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ,ﾋﾟｱﾉ･ｿﾅﾀ｢熱情｣出版
1807年2月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾟﾄﾞｩｯｺｯﾀｲ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔ･ﾗｸﾞﾅﾀ･ﾗﾔ･ﾄﾝﾀﾞｲﾏﾝ｣(~18250604没)､摂政｢ｿｲﾛ
  ﾊﾞ･ﾅｲｸﾞ｣(1回目~1817年)
1807年2月3日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ司令官｢Samuel Auchmuty｣(~5.11)
1807年2月3日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾎﾜｲﾄﾛｯｸ提督の率いる英艦隊がﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵを占領(~9.9)
1807年2月3日-09:00|日本|山口県岩国市|文化3年12月26日|<死去>周防岩国藩6万石｢吉川経賢｣(16歳)⇒翌年2月
  14日､養子｢吉川経禮｣が継ぐ(⇒天保7年11月26日(18370102)､死去)
1807年2月7日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|文化4年|鹿島城築城
1807年2月7日-09:00|日本|  ||文化4年1月|<刊行>曲亭馬琴(画:葛飾北斎)｢鎮西八郎為朝外伝/椿説弓張月｣前編
1807年2月7日-09:00|日本|  ||文化4年1月|<刊行>山東京伝(歌川豊国画)｢於六櫛木曽仇討｣
1807年2月7日-09:00|日本|  ||文化4年1月|<出版>盈斎北岱｢袖玉狂歌集｣
1807年2月7日-09:00|日本|  ||文化4年1月|<出版>勝川春英｢絵本勇壮義経｣
1807年2月7日-09:00|日本|  ||文化4年1月|<出版>竹原春泉斎｢遊女大学教草｣
1807年2月7日-09:00|日本|  ||文化4年1月|<出版>鳥居清長･歌川豊国･勝川春好･菱川宗理･柳々居辰斎･葛飾北
  鵞等｢追善数珠親玉｣
1807年2月7日-08:00|中国|  ||清･嘉慶12年1月|四川綏定､陜西西郷で新兵の反乱
1807年2月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||7日からの東ﾌﾟﾛｲｾﾝのｱｲﾗｳでのﾌﾗﾝｽ軍とﾛｼｱ･ﾌﾟﾛｲｾﾝ軍の戦いでﾌﾗﾝｽ軍
  が勝利
1807年2月10日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ｱﾝﾄ
  ﾆｵ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾘﾆｴ･ｲ･ﾌﾞﾙﾓﾝ｣(~18090630)
1807年2月11日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾝｽﾞﾙ･ｱﾗﾑ｣(1804年11月~18070211､摂政/~1822年5
  月)
1807年2月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｴﾁｴﾝﾇ･ﾒﾕｰﾙ(44)の歌劇｢ｼﾞｮｾﾞﾌ｣がﾊﾟﾘで上演
1807年2月17日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ国陸海軍大元帥兼大統領｢ｱﾝﾘ･ｸﾘｽﾄﾌ｣(⇒18110328､国王)
1807年2月17日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ｱﾝﾘ･ｸﾘｽﾄﾌ,ﾑﾗｰﾄ支配に対し反乱.ﾎﾟﾙﾄｰ･ﾌﾟﾗﾝｽを攻撃するが,火力を誇るﾑﾗｰﾄ軍
  の前に敗退/ｱﾙﾃｨﾎﾞﾆﾃ河の北岸に退き,｢ﾊｲﾁ国｣成立を宣言/ｶﾌﾟ･ﾌﾗﾝｿｱを首都とし北部に支配を確立(~18110328
  )
1807年2月17日-09:00|日本|愛媛県松山市|文化4年1月11日|松山藩領越智郡岡村の農家113軒を焼失
1807年2月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>第7代ｲﾝﾄﾞｰﾙ太守｢ﾔｼｭﾜﾝﾄ･ﾗｰｵ･ﾎｰﾙｶﾙ1世｣(~18111027死去)
1807年2月28日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢David Baillie｣(~7.10)
1807年3月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《交響曲第4番変ﾛ長調》《序曲｢ｺﾘｵﾗﾝ｣》
1807年3月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ連邦議会,国際奴隷貿易への米国人の参加を禁止する法律を制定(翌年1月
  発効)
1807年3月2日-09:00|日本|  ||文化4年1月24日|<死去>馬詰親音(60歳)土佐藩士､歌人
1807年3月5日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｲｷﾞﾘｽ軍司令官｢Denis Pack｣(~6.26)
1807年3月5日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｸﾗﾒﾝﾄの新植民地をｲｷﾞﾘｽが占領(~6.26)
1807年3月6日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長代行｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾆｴﾄ｣(
  ~10.5)
1807年3月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾊﾝｹﾞﾘ｣(着任せず~7.24)
1807年3月13日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｸﾘｽﾁｬﾝ7世｣
1807年3月13日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾌﾚｾﾞﾘｸ6世｣(~18391203死去)
1807年3月20日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ率いるｲｷﾞﾘｽ軍がｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾘｱを占領(~9.23)
1807年3月22日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Balthazar Frederik von Muhlenfels｣
1807年3月22日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Hans Christopher Lillienskjold｣(~1
  2.21)
1807年3月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が奴隷貿易廃止を決議し､正式に法制化
1807年3月23日-09:00|日本|東京都台東区|文化4年2月15日|<大相撲>文化4年2月場所[江戸浅草八幡宮](10日間)
  優勝:(西大関)雷電,8勝0敗1預1休
1807年3月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ卿挙国一致内閣が総辞職
1807年3月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ帝国内の奴隷貿易禁止
1807年3月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<発足>ｱﾒﾘｶ､ｵｰﾘﾝｽﾞ準州設置
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1807年3月29日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ･ﾀﾞ･ｶﾞﾏ｣(~18100707
  )
1807年3月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂﾌﾞﾚｰﾒﾝでﾊｲﾝﾘﾋ･ｵﾙﾊﾞｰｽが2個目の小惑星｢ﾍﾞｽﾀ｣発見
1807年3月30日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||HMSｸﾘｵのｲｷﾞﾘｽ人乗組員はﾄｰｽﾊｳﾝに入り､ｽｶﾝｼﾝの砦を短期間占領
1807年3月30日-09:00|日本|北海道|文化4年2月22日|江戸幕府､西蝦夷地も直轄に
1807年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第20代首相｢第3代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公爵ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ=ﾍﾞ
  ﾝﾃｨﾝｸ｣ﾄｰﾘｰ党(2期目~18091004)
1807年4月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾊﾏﾄﾞ･ﾗﾐﾝ･ﾊﾞｰﾙ｣(2回目~1808年)
1807年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺｰﾆ｣
1807年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｶﾄﾞｶﾞﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾛｰﾝ･ｶﾄﾞｶﾞﾝ｣
1807年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｶﾄﾞｶﾞﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｽﾛｰﾝ･ｶﾄﾞｶﾞﾝ｣(~18321223死去)
1807年4月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾛﾝｽﾞﾃﾞｰﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗｳｻﾞｰ｣(~18440319死去)
1807年4月14日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ･ｺﾙﾃ･ﾚｱﾙ｣(~18100414
  )
1807年4月15日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｼｰﾆﾝｸﾞ｣(~18170301没)
1807年4月16日-09:00|日本|東京都港区|文化4年3月9日|<死去>戯作者,南仙笑楚満人
1807年4月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<加盟>ﾗｲﾝ同盟:ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾃﾞｯｻｳ公国､ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ公国､ｱﾝﾊﾙﾄ=ｹｰﾃﾝ公国､
  ﾘｯﾍﾟ=ﾃﾞﾄﾓﾙﾄ侯国､ﾛｲｽ=ｴﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ侯国､ﾛｲｽ=ｸﾞﾗｲﾂ侯国､ﾛｲｽ=ﾛｰﾍﾞﾝｼｭﾀｲﾝ侯国､ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ侯国､ｼｬｳﾑﾌﾞﾙｸ=ﾘｯﾍﾟ侯
  国､ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯国､ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯国､ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯国
1807年4月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣(~18130826)
1807年4月19日-09:00|日本|福島県伊達市|文化4年3月12日|<移封>蝦夷松前藩1万石｢松前章広｣⇒陸奥国梁川藩9
  000石(実高18000石余)(⇒文政4(1821)年12月4日､松前氏は旧領松前に復した)
1807年4月20日 03:00|日本|京都府福知山市|文化4年3月13日|<丹波福知山文化4年の大火｢五兵衛焼｣>午の刻(正
  午ごろ)上紺屋町の紺屋五兵衛方から出火し､被害を受けた地域は由良川をはさんで､城下の8割方と中村､池部
  村の2か村に及んだ/城下では､町屋敷約800軒と5か寺､裏ﾉ町､中ﾉ町の藩士屋敷8軒に類焼､下船渡口と職人町口
  の御番所2か所､菱屋町の本陣･吉田三右衛門宅も焼失/城下町のほとんどを焼き尽くした炎は､衰えることなく
  火の粉を風に乗せて由良川を越え中村に飛び火し､77軒の農家と庵我神社の社殿と宝物すべてを焼き尽くし､
  さらに池部村へと飛び火､同村の120軒と研珠山観音寺が焼失
1807年4月23日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾔﾝｸﾞ卿｣(~18150110)
1807年4月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾊﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ｣(~7.14)
1807年4月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣
1807年4月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｷﾞｭﾝﾀｰ｣(~18670628死去)
1807年4月29日-09:00|日本|北海道|文化4年3月22日|幕府,松前･西蝦夷地一円を召上げ,新規9000石を下付する
  旨を松前章広に申渡す(これにより松前･蝦夷地全域が幕府直轄領となる)
1807年4月30日-09:00|日本|島根県浜田市|文化4年3月23日|<死去>石見浜田藩6万石｢松平康定｣(61歳)⇒婿養子｢
  松平康任｣が継ぐ(⇒天保6(1835)年12月9日､強制隠居)
1807年5月1日-09:00|日本|  ||文化4年3月24日|<死去>土方稲嶺(67歳)絵師
1807年5月4日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾍﾟﾙｼｬが､ﾌﾗﾝｽとﾌｨﾝｹﾝｼｭﾀｲﾝ条約を締結
1807年5月11日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ司令官｢John Whitelocke｣(~9.9)
1807年5月15日 06:00|日本|山形県酒田市|文化4年4月8日|<出羽庄内文化4年の大火｢蓮台火事｣>八つ半時(15時
  ごろ)､七軒町にある蓮台院の書寮と本堂の縁の下の2か所より出火､古川小路の突き当たりから炎が吹き出し､
  西の方南町は両側が残らず灰となった/その後一日市町に延焼､広済寺に飛び火して焼け落とした/七日町表町
  も裏町も残らず焼失､新地は半分が焼けた/その後､炎は元曲師町へ延び百間堀端の上肴町､稲荷小路と次々と
  犠牲にし､七日町大橋は水際の乱杭まで焼けた/白銀町五軒坂の上鍛冶町は半分焼け､新町は大川まで残らず焼
  失､大工町は3軒焼けた/家中新町は残らず焼けた上､伊予様小路､お経堂小路､大山新道の町並みも残らず灰と
  なった/御用屋敷から八ﾂ興屋､金注蓮も残らなかった/斎藤興屋村では4軒焼けたが火勢は衰え鎮火/侍屋敷60
  軒､給人屋敷115軒､町家585軒､土蔵57棟､寺院17か所が焼失/そのほかに脇寮9､経蔵､鐘楼などが焼け､木戸番所
  11軒､堂社12､勤番小屋､雑小屋､町内の木戸棚､馬寄せ柵など締めて家屋千軒余が焼失
1807年5月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||教皇領がﾅﾎﾟﾚｵﾝによって併合
1807年5月22日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事｢ｶﾚﾄﾞﾝ伯爵ﾃﾞｭ･ﾌﾟﾚ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣(~18110
  704)
1807年5月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝のｽﾙﾀﾝのｾﾘﾑ3世(46)の進めてきた西欧式軍隊への改造に反対する保守派
  がｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで反乱を起こす
1807年5月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第29代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ4世｣先代の従弟.27代ｱﾌﾞﾃﾞｭﾙﾊﾐﾄ1世の子(~18
  080728廃位~18081117ﾏﾌﾑﾄ2世により殺害される)
1807年5月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>ｵｽﾏﾝ帝国第28代ｽﾙﾀﾝ｢ｾﾘﾑ3世｣(~18080728ﾑｽﾀﾌｧ4世により暗殺)
1807年5月29日-09:00|日本|栃木県大田原市|文化4年4月22日|<死去>大関増輔(48歳)前下野黒羽藩主
1807年5月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｻﾙｾﾞｰﾀﾞｽ伯爵ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾎｾ･ﾀﾞ･ｼﾙｳﾞｪｲﾗ･ｴ･ﾛ
  ﾚｰﾅ｣(~18161129)
1807年5月30日-09:00|日本/ﾛｼｱ|北海道|文化4年4月23日|<文化露寇>ﾌｳﾞｫｽﾄﾌら,前年ｶﾗﾌﾄのｸｼｭﾝｺﾀﾝで捕縛の番
  人4人を連行して露米商会のﾌﾘｹﾞｰﾄ艦ﾕﾅｲ号(艦長ﾌｳﾞｫｽﾄﾌ)･ｽﾙｰﾌﾟ艦ｱｳﾞｫｼ号(艦長ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞﾌ)でｴﾄﾛﾌ島ﾅｲﾎﾞに来
  る.番屋などを襲い,番小屋･倉庫を焼き,米･塩･衣類･諸道具を略奪
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1807年5月30日 06:00|日本|広島県広島市|文化4年4月23日|広島白神六丁目出火,侍屋敷9軒,扶持人家6軒,寺2,
  社1,蔵9,町家143軒,(339竈)焼失
1807年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱとﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ議長｢ｾﾙｹﾞｲ･ﾗｻﾞﾚｳﾞｨﾁ･ﾗｼｭｶﾚﾌ｣(~12月)
1807年6月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵの英艦隊,一万一千の兵力でﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ攻略
1807年6月4日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|文化4年4月28日|宇和島藩が､宇和郡近家塩田で製塩を開始
1807年6月5日-09:00|日本/ﾛｼｱ|北海道|文化4年4月29日|<文化露寇>ﾌｳﾞｫｽﾄﾌらｴﾄﾛﾌ島ｼｬﾅを襲う.会所,盛岡･津軽
  両陣屋などに火を放ち,略奪をつくし,負傷していた盛岡藩の火業師大村治五平を捕える
1807年6月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ﾌﾘﾃﾞﾘｸ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世｣ｻﾞｸｾﾝ王ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世(~1815
  0522)
1807年6月10日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽによりﾀﾞﾙﾏﾁｱが占領され､ﾎﾟﾙﾋｶ公国がﾌﾗﾝｽによって廃止された
1807年6月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ軍が東ﾌﾟﾛｲｾﾝのﾌﾘｰﾄﾗﾝﾄの戦いでﾛｼｱ軍を破る
1807年6月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾁｪﾚﾋﾞ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~18080728)
1807年6月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ﾌﾗﾝｽ,ﾛｼｱ,ﾌﾟﾛｲｾﾝ3か国の間で休戦協定締結
1807年6月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶの軍艦ﾁｪｻﾋﾟｰｸ号が､ｲｷﾞﾘｽ海軍の砲撃を受け鹵獲される.乗組員4人
  が処刑
1807年6月26日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Jose Gervasio Artigas｣(1期
  目~8月)
1807年6月26日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||文化4年5月21日|ﾛｼｱ人が樺太大泊を再度侵す
1807年6月30日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|文化4年5月25日|<死去>播磨赤穂藩2万石｢森忠哲｣(20歳)⇒弟｢森忠敬
  ｣が継ぐ(⇒文政7(1824)年6月8日､死去)
1807年7月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ﾛｼｱ|  |||東ﾌﾘｻﾞ公国､男爵領ｸﾆﾌﾟﾊｳｾﾞﾝ､およびﾊｳﾌﾟﾄﾘﾝｸﾞｼｬﾌﾄｲｪｰﾊﾞｰがﾌﾟﾛｲｾﾝとﾛｼ
  ｱによってそれぞれﾌﾗﾝｽに譲渡
1807年7月1日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝのｲﾛｺｽ地方で地酒禁止に抗議し反乱
1807年7月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝはｿﾌﾞﾚﾒﾝﾃに代えﾘﾆｴを副王に任命
1807年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾘﾆｴのﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ市民軍,市街戦ののちｲｷﾞﾘｽ艦隊駆逐に成功/ｲ
  ｷﾞﾘｽをﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵからも撤退させる
1807年7月6日-09:00|日本/ﾛｼｱ|北海道利尻郡利尻町|文化4年6月2日|(29日~)ﾛｼｱ船､ﾘｼﾘ島の船の積荷を略奪･焼
  却するなど乱暴･狼藉
1807年7月7日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶｯﾀﾛはﾃｨﾙｼﾞｯﾄ条約によりﾛｼｱからﾌﾗﾝｽに割譲された
1807年7月7日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦6月25日|ﾌﾗﾝｽとﾛｼｱの間にﾃｨﾙｼﾞｯﾄ講和条約が結ばれる
1807年7月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領となる
1807年7月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王｢ｼﾞｪﾛｰﾑ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ｣23歳.ﾅﾎﾟﾚｵﾝの弟(~18131026)
1807年7月9日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｽとﾌﾟﾛｼｱの間にﾃｨﾙｼﾞｯﾄ条約が結ばれｴﾙﾍﾞ以西の領土は全て失
  われ領土と人口は約半分になった
1807年7月10日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢Sir Charles Brisbane｣(3期目~9.3)
1807年7月13日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚｰﾝ｣(~18080704)
1807年7月20日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾃｨﾙｼｯﾄ条約によりｲｵﾆｱ諸島はﾛｼｱからﾌﾗﾝｽに割譲
1807年7月20日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｳｯﾄﾞ｣(~18140510)
1807年7月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝがﾜﾙｼｬﾜ公国創設<即位>ﾜﾙｼｬﾜ公ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｵｳｶﾞｽﾄ1世[ｻﾞｸｾﾝ王](
  ~18150522)18270505死去
1807年7月22日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ大統領｢ｼﾞｮﾝ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾎｰｹﾞﾝﾌﾞｰﾑ｣(~18080811
  没)
1807年7月30日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｼｪﾜ王｢ｳｪﾙﾃﾞ･ｷﾞﾖﾙｷﾞｽ･ﾃｵﾄﾞﾛｽ｣(~18130607没)
1807年7月30日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|文化4年6月25日|幕府の儒官,柴野栗山が｢玄武洞｣を命名
1807年7月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾐﾝﾄ男爵ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ｴﾘｵｯﾄ=ﾏ
  ﾚｰ=ｷﾆﾝﾏｳﾝﾄﾞ｣(~18131004摂政皇太子ｼﾞｮｰｼﾞの圧力で解任)
1807年8月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Ramon del Pino｣(2期目~1811年)
1807年8月1日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｳｨﾘｱﾑ ｳｯﾄﾞﾘｰ｣(~1
  8090315)
1807年8月4日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<復位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公｢ｽｶｰﾗｯﾀ･ｶﾘﾏｷ｣(2期目~18100613ﾛｼｱにより廃位)
1807年8月4日-09:00|日本|東京都|文化4年7月|<出版>歌川国政｢大谷徳治の死絵｣
1807年8月5日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Pedro Fagundes Bacellar Antas e Meneses｣(~18130810
  死去)
1807年8月12日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|文化4年7月9日|<死去>因幡鳥取藩32万石｢池田斉邦｣(21歳)⇒弟｢池田
  斉稷｣が継ぐ(⇒文政13(1830)年5月2日､死去)
1807年8月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾙﾄﾝの蒸気機関船ｸﾗﾓﾝﾄ号がﾊﾄﾞｿﾝ川の遡上に成功
1807年8月23日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||最初のﾄﾞﾗｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞ始まる
1807年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<解任>ﾍｯｾﾝ選帝侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣ﾍｯｾﾝ選帝侯領はｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に併合(~18210
  227死去77歳)
1807年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ=ﾊﾞﾙﾋﾌｪﾙﾄ方伯｢ｶｰﾙ｣ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に併合
1807年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に併合
1807年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｶｰﾙ･ｴﾏﾇｴﾙ｣ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に併合
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1807年8月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､商法典が公布
1807年8月28日-09:00|日本|  ||文化4年7月25日|<死去>2代並木正三(不明)歌舞伎作者
1807年8月30日-09:00|日本|福島県|文化4年7月27日|松前章広,陸奥国伊達郡梁川に移封となる.所領9000石(実
  高1万8600石)を賜る
1807年8月31日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｾﾌﾟﾁﾝｼｭﾗｰ州がﾌﾗﾝｽの統治を受け入れる
1807年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従属)｢ｸﾆｬｰｽﾞ･ｱﾚｸｻﾝ
  ﾄﾞﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ･ﾌﾟﾛｿﾞﾛﾌｽｷｰ｣(~18090809)
1807年9月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｱｳｸﾞｽﾃﾝﾎﾞｰ皇子ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾘｭｰｼﾞﾋ=ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｿﾞﾝﾀ
  ﾞｰﾌﾞﾙｸ=ｱｳｸﾞｽﾃﾝﾌﾞﾙｸ｣(~18101111､18090725まで暫定政府委員会議長)
1807年9月2日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾌﾗﾝｽにｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝの海戦で勝利/ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝがｲｷﾞﾘｽ軍に占
  領される
1807年9月2日-09:00|日本|  ||文化4年8月|<出版>岡田玉山｢百人一首図絵｣
1807年9月3日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事代理｢Micaiah Malbon｣(~同年)⇒知事｢Sir Charles Br
  isbane｣(4期目~1808年)
1807年9月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾙｺﾞﾗﾝﾄをｲｷﾞﾘｽが占領
1807年9月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｽｶｰﾊﾞﾗ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾗﾑﾘｰ=ｻﾝﾀﾞｰｿﾝ｣
1807年9月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｽｶｰﾊﾞﾗ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾗﾑﾘｰ=ｻﾝﾀﾞｰｿﾝ｣(~18320617死去)
1807年9月6日-09:00|日本|奈良県奈良市|文化4年8月5日|<交替>大和柳生藩1万石｢柳生俊則｣隠居⇒養子｢柳生俊
  豊｣が継ぐ(⇒文政3(1820)年9月17日､31歳で死去)
1807年9月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱの天文学者ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆが彗星C/1807R1(1807年の大彗星)発見
1807年9月9日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Francisco Javier de Elio｣(1期目~1810.4)
1807年9月12日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾚｳﾞｧｯｻｰ｣(~18090713)
1807年9月13日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｵﾆｱ諸島をﾌﾗﾝｽに併合
1807年9月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《ﾐｻ曲ﾊ長調》
1807年9月14日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢George Townshend｣
1807年9月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ｣
1807年9月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ｣ﾚｽﾀｰ伯(~18110727死去)
1807年9月20日 01:00|日本|東京都|文化4年8月19日|<永代橋崩落事故>巳刻(午前10時頃)富岡八幡祭の人出で永
  代橋が大群衆の重さに耐えきれず橋中央部やや東側の橋板が32mほど崩壊,橋の上の群集は大雨で増水した水
  中に落ち,橋下を漕ぎ抜けようとした数隻の屋形船の上にも落ち,舟は転覆,死者を増やした/死亡者(遺体が引
  き揚げられた人)736人,川に流された行方不明者を入れれば1500人余が犠牲になった
1807年9月21日-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ﾕｽﾌ･ｼﾞﾔｴﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1808年)
1807年9月28日-09:00|日本|大分県大分市|文化4年8月27日|<死去>豊後府内藩22200石｢松平近義｣(38歳)⇒甥｢松
  平近訓｣が継ぐ(⇒天保2(1831)年2月24日､隠居)
1807年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾘﾋﾞｵ･ｶｻﾞｰﾘ｣
1807年10月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾀｲﾝ｣(~18081124)
1807年10月5日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｽｱﾚｽ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞ
  ｽ･ﾃﾞ･ｲｪﾊﾞﾙ･ﾏﾗｺﾞﾝ｣(~18080801)
1807年10月9日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督兼総司令官｢Manuel de Guevara y Vasco
  ncelos｣
1807年10月9日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督兼総司令官代理｢Juan de Casas y Barre
  ra｣(~18090519)
1807年10月11日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化4年9月10日|<初演>人形浄瑠璃｢八陣守護城｣[合作･中村魚眼ほ
  か]大坂大西
1807年10月14日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢John Pitt｣(~18210206)
1807年10月19日-09:00|日本|  ||文化4年9月18日|幕府が､絵入読本改掛名主を設置
1807年10月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西仏間で,ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの分割占領を決めたﾌｫﾝﾃｰﾇﾌﾞﾛｰ条約締結
1807年10月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸが､ｲｷﾞﾘｽに対抗ためﾌﾗﾝｽと同盟
1807年10月31日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾟｰﾙ｣(2度目)⇒｢ｼﾞｮｰｼ
  ﾞ･ﾍﾞｯｸｳｨｽﾞ卿｣(3度目~18081113)
1807年11月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾊｰｳﾞｪｲ｣(1回目~18080101)
1807年11月2日-09:00|日本|  ||文化4年10月3日|<死去>2代鶴沢友次郎(不明)浄瑠璃三味線方
1807年11月7日-04:00|ﾛｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾛｼｱ暦10月26日|ﾌﾗﾝｽと攻守同盟を結んだﾛｼｱが､ｲｷﾞﾘｽと国交を断絶
1807年11月9日-09:00|日本|  ||文化4年10月10日|<死去>川上不白(92歳)茶人
1807年11月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｴﾑｽｵﾘｴﾝﾀﾙが東ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄ県としてﾎﾗﾝﾄ王国に編入
1807年11月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､中立国と同盟国がﾌﾗﾝｽと自由に交易を行うのを枢密院令で禁止
1807年11月11日-09:00|日本|千葉県香取市|文化4年10月12日|<死去>内田正良(78歳)前下総小見川藩主
1807年11月13日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙのﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ王家の廃絶を宣言/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ独立戦争開
  始
1807年11月14日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Andrey Mikhaylovich Borozdin｣(~18160801)
1807年11月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｸﾞﾚｲ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾚｲ｣
1807年11月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸﾞﾚｲ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾚｲ｣先代の長男(~18450717死去)
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1807年11月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<加盟>ﾗｲﾝ同盟:ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国
1807年11月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ･ｳｨｰﾝのﾌﾞﾙｸ劇場の慈善演奏会でﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝの指揮で｢交響曲第
  4番｣公開初演
1807年11月15日-09:00|日本|東京都|文化4年10月16日|<死去>近藤内蔵助(不明)剣術家､天然理心流の祖
1807年11月15日-09:00|日本|福岡県朝倉市|文化4年10月16日|<死去>筑前秋月藩5万石｢黒田長舒｣(43歳)⇒翌年4
  月9日､次男｢黒田長韶｣が継ぐ(⇒文政13(1830)年10月6日､隠居)
1807年11月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||(22日~)ｶﾞﾙﾇﾗﾝがﾊﾟﾘからｸﾗｳｾﾞﾝ(ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸの一部)の395kmを飛行
1807年11月23日-09:00|日本|北海道|文化4年10月24日|幕府が箱館奉行を廃し松前奉行を設置
1807年11月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相代理｢ﾌｪｲﾗ伯ﾐｹﾞﾙ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾌｫｰｼﾞ･ｺｳﾃｨﾝﾎ･ﾊﾞﾚｯﾄ･ﾃﾞ･ｻ･ｴ･
  ﾚｾﾝﾃﾞ｣(~18080920)
1807年11月29日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ女王ﾏﾘｱ1世らﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王室一行がﾘｽﾎﾞﾝ港を脱出してﾌﾞﾗｼﾞ
  ﾙに亡命(1808年から1821年までﾘｵ･ﾃﾞ･ｼﾞｬﾈｲﾛを首都とする)
1807年11月29日-09:00|日本|  ||文化4年11月|羽太正養｢休明光記｣を著す
1807年11月30日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ｼﾞｬﾝ=ｱﾝﾄﾞﾁｪ･ｼﾞｭﾉ､ｱﾌﾞﾗﾝﾃｽ公｣(~18080
  915)
1807年11月30日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｼﾞｭﾉｰ将軍率いるﾌﾗﾝｽ･ｽﾍﾟｲﾝ連合軍が首都ﾘｽﾎﾞﾝを占領
1807年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾗｵ1世ﾌﾟｱﾙ｣(~1810年没)､摂政｢ﾏｲﾅ･ﾊﾞｲ･ﾗｼﾞｪ･ﾌﾟｱｰﾙ｣
  (1回目~1810年)
1807年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｴﾄﾙﾘｱ王国はﾌｫﾝﾃｰﾇﾌﾞﾛｰ条約により廃止されﾌﾗﾝｽ帝国に併合
1807年12月1日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|文化4年11月3日|<死去>鳥取西館新田藩2万石｢池田定興｣(17歳)⇒翌
  年2月4日､弟｢池田定保｣が継ぐ(⇒弘化4(1847)年7月17日､死去)
1807年12月2日-09:00|日本|  ||文化4年11月4日|<死去>初代杵屋佐吉(不明)長唄三味線方
1807年12月3日-09:00|日本|福井県大野市|文化4年11月5日|<死去>土井利貞(67歳)前越前大野藩主
1807年12月6日-09:00|日本|茨城県笠間市|文化4年11月8日|<死去>常陸宍戸藩1万石｢松平頼敬｣(21歳)⇒養子｢松
  平頼かた｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年5月17日､死去)
1807年12月9日-09:00|日本|千葉県香取市|文化4年11月11日|<死去>下総小見川藩1万石｢内田正良｣⇒長男｢内田
  正純｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年10月6日､隠居)
1807年12月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｴﾄﾙﾘｱ王･ﾄｽｶｰﾅ大公｢ｴﾘｻﾞ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ女王(後にﾄｽｶｰﾅがﾌﾗﾝｽに併合される
  と女大公)｣(~18140427)
1807年12月10日-09:00|日本|東京都墨田区|文化4年11月12日|<大相撲>文化4年11月場所[江戸本所回向院](10日
  間)優勝:(西大関)雷電,8勝0敗1預1無勝負
1807年12月13日 05:00|ﾊｲﾁ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞがｽﾍﾟｲﾝに返還される
1807年12月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｽﾊﾟｰﾚ･ﾙｲｼﾞ･ﾊﾟﾁﾌｨｺ･ｽﾎﾟﾝﾃｨｰﾆ《歌劇｢ｳﾞｪｽﾀの巫女｣》
1807年12月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､ｲｷﾞﾘｽとの交易を禁じる第2次ﾐﾗﾉ勅令を発令
1807年12月21日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Sir Fitzroy J. Grafto
  n Maclean｣(~18150415)
1807年12月21日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島･ｾﾝﾄｸﾛｱをｲｷﾞﾘｽが占領(~18151120)
1807年12月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ｼﾞｪﾌｧｿﾝ大統領､最初の出港禁止法に署名
1807年12月23日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ居住者代表｢ﾄｰﾏｽ･Parr｣
1807年12月25日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Henry Bowyer｣(~18080826死去)
1807年12月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢William Carr Beresford｣ｲｷﾞﾘｽ(~18080817)
1807年12月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾃﾞｨﾗをｲｷﾞﾘｽが占領(~18141003)
1807年12月28日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢暫定行政:ｵﾙﾊﾞ司教ｳﾞ
  ｧｽｺ･ﾎｾ･ﾀﾞ･ﾎﾞﾅ･ﾓﾙﾃ･ﾛﾎﾞ/ｱｺﾞｽﾃｨｰﾆｮ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞﾙｶﾞﾄﾞ･ﾋﾟﾝﾄ(18090316没)/ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱﾗｳｰｼﾞｮ･ｴ･ﾘﾏ(1809062
  2から)/ｴﾘｱｽ･ﾎｾ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾗﾓｽ｣(~18090814)
1807年12月29日-09:00|日本|東京都|文化4年12月1日|<死去>柴野栗山(72歳)儒学者､寛政の三博士の一人
1807年12月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｶﾞｳｽﾞ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18260828没)､摂政｢ﾜｼﾞﾙ･ｱ
  ﾙ･ﾓﾙｸ･ﾜｼﾞﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18160316)
1808年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾗﾝﾄ王国総督｢C. Eugenius von Jelt｣(~1809.3)
1808年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾇｸﾞﾘ･ｽﾝﾋﾞﾗﾝ統治者(ﾔﾝ･ﾃﾞｨ･ﾍﾟﾙﾄｩｱﾝ･ﾍﾞｻｰﾙ)｢ﾔﾑﾄｩｱﾝ･ﾗｼﾞｬ･ﾚﾝｶﾞﾝ･ﾗｳﾄ｣(~1824
  年没)
1808年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ居住者代表｢Richard Parry｣(~1810年)
1808年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾛﾛ･ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Asgar｣(~1818年)
1808年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢Shakirullah bin Sultan ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Sharafuddin｣(~1823年死去)
1808年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾁﾚﾎﾞﾅﾝ君主｢Sultan Cirebon4世｣(~1810年~1814年死去)
1808年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢Caretaker Sultan Wakil Pangeran Suramenggala｣(~1809年
  )
1808年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾅｰｲ･ｸﾜﾝｻｲ(ﾀｲ族)｣(~1815年)
1808年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾀﾆ･ｼｬﾑ知事｢ﾅｲ･ｸﾜﾝ･ｻｲ｣(~1815年)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ｽｸﾘﾝﾌｧ･ｶﾏﾚｼｭｳﾞｧﾗｼﾝﾊ｣(~1811年没)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｨﾙﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾀｺﾙ)｢ｽﾗｼﾞ1世｣(~1813年)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾗｽﾗ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾊﾃｨｼﾞ･ﾗﾝﾏﾙｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾄﾞｩﾝｶﾞﾙｼﾞ･ﾊﾃｨｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｼ



1810迄(2641件)

  ﾞｼﾞﾊﾞｲ･ﾄﾞｩﾝｶﾞﾙｼﾞ｣(~1872年)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ)｢ﾌｫﾝ･ｻｳﾞｧﾝ3世｣(~18121003没)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾗﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾊﾞﾄﾞﾗ･ｻｲ｣(~1815年没)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾝｶﾞﾙﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝﾄ･ｼﾝ2世｣(~18461219没)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾙﾊｯﾄ･ｼﾝ｣(~1844年没)､摂政｢ﾗﾆ･ｻﾗﾀﾞ･ｻﾋﾊﾞ｣(~1821年)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｲｶﾞﾜﾝ=ﾚﾊﾞｲ国統治者(ｸﾝﾜｰﾙ)｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1867年没)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾙ国統治者(ﾗｵ)｢ｱﾍﾞｲｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｷﾗﾂｨﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾗｯｸｽﾏﾝｼﾝｼﾞ｣(~不明
  )⇒｢ﾊﾞｰﾗﾂｨﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｱﾏﾙｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｱﾅﾝｼﾝｼﾞ｣(~1852年没)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾐｰﾙ･ｶｰﾝ｣(2回目~1814年)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞｬｳﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｱｶﾞﾙｰﾗ･ｶｰﾝ｣(~1825年没)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙｶﾞｼ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾃﾞｨﾗｰｼﾞ･ｼﾝ｣(~1814年)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾘﾌﾟﾗ国はｲｷﾞﾘｽの保護領となる
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳﾄｶﾗ国はﾌﾟﾘ･ｻﾞﾐﾝﾀﾞﾘ(ﾍﾞﾝｶﾞﾙの一部)として英領ｲﾝﾄﾞに併合
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国をﾏﾗｰﾀｰが占領(~1817年)
1808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌｧﾘﾄﾞｺｯﾄ国がﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞに占領される(~1809年)
1808年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾀｼｭｹﾝﾄはｺｶﾝﾄﾞに併合
1808年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ﾅﾜﾌﾞ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｳｰ･ﾏﾝ･ｶｰﾝ｣(~1809年)
1808年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立大王(ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙ)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(1回目)
1808年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｶﾙﾌﾞ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣(4度目~同年)⇒｢ｶﾘﾑ･ﾊｰﾝ｣(1度目~1809年
  )
1808年-04:00|UAE|  |||<即位>ｼｬﾙｼﾞｬ､ﾗｱｽ･ｱﾙ=ﾊｲﾏ首長代理｢Sheikh al-Husayn bin Ali al-Qasimi｣(~1814年)
1808年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｱﾙﾃﾞﾋﾞﾙがﾍﾟﾙｼｬに再編入
1808年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ｽﾚｲﾏﾝ3世ﾊﾟｼｬ｢ｻﾞ･ﾘﾄﾙ｣｣(~1810年)
1808年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ｾﾘﾑ･ｱｶﾞ｣(~1810年)
1808年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｻﾞﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑｻﾞﾔ･ｷｬﾝﾜ｣(~1845年頃)
1808年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kor Yusuf Ziyauddin Pasha｣(~1809年)
1808年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ大宰相｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘ･ﾗｿﾞｸﾞﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1828年)
1808年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾏﾛﾛｯｼﾔ軍事知事兼ﾎﾟﾙﾀﾊﾞ=ﾁｪﾙﾆｺﾞﾌ県民事最高管理者｢Knyaz' Yakov Ivano
  vich Lobanov-Rostovskiy｣(~1816年)
1808年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｾﾅｲﾀﾞ｣ｽﾍﾟｲﾝ王ﾎｾ1世の次女(~1813年~185
  40808死去)
1808年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ･ﾌﾞｼｬﾃｨ｣(~1810年死去)
1808年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Manuel de Clairac｣(~同年)⇒暫定総督｢Carlos Lujan｣(
  ~1809年)
1808年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Carlos O'Donnell Anethan｣(~1809年)
1808年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾕｽﾌ･ｻｰ･ﾘｰ｣(1回目~1810年)
1808年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾓﾛｯｺ大宰相｢ｼ･ﾓﾊﾒｯﾄﾞ･ｽﾗｳｲ｣
1808年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Jean Pruilh｣(~1810.2)
1808年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ｻﾙｾﾄﾞ｣(~1811年)
1808年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Jose Manrique｣(~1814年)
1808年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾃﾞﾝﾏｰｸ領ﾌﾚﾃﾞﾘｸｽﾅｺﾞｰﾙを占領(~1815年)
1808年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ｹﾞｵﾙｸﾞ･ｳﾞｨﾝｾﾝﾂ･ﾎｽﾄ･ﾙﾄﾞｳﾞｨﾋ･ﾗﾃｨﾏﾝ｣Con(1期目~12.3
  1)
1808年1月1日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｼｴﾗﾚｵﾈをｼｴﾗﾚｵﾈ会社の植民地からｲｷﾞﾘｽ直轄植民地とする
1808年1月1日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ｣(2回目~12月)
1808年1月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで奴隷貿易を禁止する法律が施行される/しかし密貿易が続く
1808年1月5日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事代理｢Robert Nicholas｣(~1808年)
1808年1月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ｼﾞｪﾌｧｿﾝ大統領､出港禁止法第1次補則に署名
1808年1月14日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ王国領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Herman Willem Daendels｣(~18110516
  )
1808年1月17日-09:00|日本|静岡県静岡市|文化4年12月20日|<駿府文化4年の大火>駿府史上最大の火災
1808年1月18日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|文化4年12月21日|<死去>日向高鍋藩27000石｢秋月種徳｣(45歳)
  ⇒次男｢秋月種任｣が継ぐ(⇒天保14(1843)年8月21日､隠居)
1808年1月20日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾋﾙﾐ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~18130304)
1808年1月20日-09:00|日本|新潟県柏崎市|文化4年12月23日|<死去>越後椎谷藩1万石｢堀直起｣(42歳)⇒5月22日､
  婿養子｢堀直温｣が継ぐ(⇒文化9(1812)年5月18日､死去)
1808年1月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾌﾟﾘﾝｽ･ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻﾞ｣(~18151216
  )
1808年1月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ国王ｼﾞｮｱﾝ6世､ﾘｵ･ﾃﾞ･ｼﾞｬﾈｲﾛに遷都
1808年1月26日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||｢ﾗﾑ酒の反乱｣起こる/ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ､ﾏｯｶｰｻｰを解放/ﾏｯｶｰｻｰ､兵士とともに
  総督ﾌﾞﾗｲを監禁/ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ戒厳令を宣言､全権を掌握
1808年1月26日-09:00|日本|新潟県上越市|文化4年12月29日|<死去>榊原政永(73歳)前越後高田藩主
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1808年1月27日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾟﾀｰｿﾝ｣(~18091231)
1808年1月28日-09:00|日本|愛知県名古屋市|文化5年|八事山興正寺五重塔建立
1808年1月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶13年1月|咸鏡道･北青と端川で民乱
1808年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>22代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯･6代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ=ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ｣
1808年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>23代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾘﾝｼﾞｰ｣6代ﾊﾞﾙｶﾚｽ伯(~18250327死去)
1808年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣(~18090505死去)
1808年1月31日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞ共和国はﾌﾗﾝｽによって解体され､ﾀﾞﾙﾏﾁｱ(ｲﾀﾘｱのﾅ･ﾎﾟﾚｵﾝ王
  国の一部)に編入される
1808年2月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱとﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ議長｢ｾﾙｹﾞｲ･ｾﾙｹﾞｲｴｳﾞｨﾁ･ｸｼｭﾆｺﾌ｣(~1810
  年2月)
1808年2月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽに対する経済封鎖を拒む教皇ﾋﾟｳｽ7世に対抗して､ﾅﾎﾟﾚｵﾝがﾛｰﾏを含
  むﾗﾂｨｵを占領/仏軍がｳﾝﾌﾞﾘｱを占領
1808年2月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<加盟>ﾗｲﾝ同盟:ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘﾝ公国(~18130325離脱)
1808年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｿﾓﾝﾄﾞ侯･5代ｲﾝﾁｸｨﾝ伯｢ﾏﾛｰ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣
1808年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｿﾓﾝﾄﾞ侯･6代ｲﾝﾁｸｨﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣(~18460821死去)
1808年2月11日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾁﾘ総督･司令官｢ﾙｲｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾑﾆｮｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ｣
1808年2月11日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官代行｢ﾌｱﾝ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾊﾞﾚｽﾃﾛｽ｣(~4.22)
1808年2月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)をｲｷﾞﾘｽ軍が占領(~18150920)
1808年2月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓﾝｾｲ元帥･ﾃﾞｭﾎﾟﾝ将軍の率いるﾌﾗﾝｽ軍4万がｽﾍﾟｲﾝに入り､ｶﾀﾛﾆｱを支配下
  に置く
1808年2月17日-09:00|日本|東京都|文化5年1月21日|<死去>画人,竹沢養渓
1808年2月18日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾞｲｱ陸軍病院に付設して医科大学が創設される
1808年2月21日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦2月10日|ﾛｼｱ皇帝ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世が､ｽｳｪｰﾃﾞﾝとの国交を断絶､戦争開
  始(~20090917)
1808年2月27日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化5年2月2日|<死去>初代並木五瓶(62歳)歌舞伎･狂言作者
1808年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領代行(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従属)｢ﾐﾊｲﾙ･ｱﾝﾄ
  ﾞﾚｰｴｳﾞｨﾁ･ﾐﾛﾗﾄﾞｳﾞｨｯﾁ｣(~1809年8月)
1808年3月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､ﾅﾎﾟﾚｵﾝが新しい身分制度のﾌﾗﾝｽ帝政貴族を制定
1808年3月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで､奴隷貿易を禁止する法律が発効
1808年3月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､1807年出港禁止法､失効
1808年3月1日-09:00|日本|高知県高知市|文化5年2月5日|<交替>土佐藩20万2600石｢山内豊策｣隠居⇒長男｢山内
  豊興｣が継ぐ(~文化6年3月19日(18090503)､死去)
1808年3月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Gonzalo O'Farrill y Herrera｣(~18080
  319)
1808年3月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾟﾚｵﾝの義弟(妹婿)ﾐｭｰﾗｰ元帥の率いるﾌﾗﾝｽ軍がﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞを占領.長子のﾌｪ
  ﾙﾅﾝﾄﾞ王子は徹底抗戦を叫ぶ
1808年3月5日-08:00|中国|  |||<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢9世ﾙﾝﾄｸ･ｷﾞｬﾂｫ｣(~18150326死去)
1808年3月7日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王室と宮廷の本拠地はﾌﾞﾗｼﾞﾙのﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛに移された(~182
  10704)
1808年3月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ﾎｾ｣(~18170124死去)
1808年3月10日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ主席大臣｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｴ･ｶｽﾄﾛ(
  1808年12月からｱｷﾞｱﾙ伯爵~1813年からｱｷﾞｱﾙ侯爵)｣(~18161230)
1808年3月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､出港禁止法第2次補則成立
1808年3月13日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ｸﾘｽﾁｬﾝ7世｣59
  歳(誕生1749年)
1808年3月13日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾌﾚﾃﾞﾘｸ6世｣(~18140517退位)兼ｼｭﾚｰｽｳﾞｨ
  ﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾌﾚｾﾞﾘｸ6世｣(~18391203死去71歳)ｸﾘｽﾁｬﾝ7世とｷｬﾛﾗｲﾝ･ﾏﾃｨﾙﾀﾞ･ｵﾌﾞ･ｳｪｰﾙｽﾞの息子
1808年3月14日-09:00|日本|福岡県北九州市|文化5年2月18日|<死去>小笠原忠苗(63歳)前豊前小倉藩主
1808年3月16日-09:00|日本|静岡県富士宮市|文化5年2月20日|重須本門寺学頭寮焼失
1808年3月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||夜､ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ派の暴動がｱﾗﾝﾌｪｽで起こる/ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ親王を押し立て宮廷革命
  に成功/ｶﾙﾛｽ4世は譲位
1808年3月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､中世以来の大学を解体し､帝国大学を創設/ﾌﾗﾝｽ近代学制が始まる
1808年3月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Pedro Cevallos Guerra｣(~7.7)
1808年3月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽﾍﾟｲﾝ国王(ﾎﾞﾙﾎﾞﾝ朝)｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ7世｣ｶﾙﾛｽ4世の息子(~18080506)
1808年3月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<廃位>ｽﾍﾟｲﾝ国王｢ｶﾙﾛｽ4世｣退位させられる
1808年3月22日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ軍ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総司令官｢ﾌﾞｸｽﾍｰﾃﾞﾝ伯爵ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~1809
  年2月)
1808年3月22日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ全土､ｵｰﾗﾝﾄﾞ諸島をﾛｼｱが占領(~5月)
1808年3月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<加盟>ﾗｲﾝ同盟:ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ公国(~18130330離脱)
1808年3月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍がﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞを占領
1808年3月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｼﾞｭﾘｵ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣(~18140517)
1808年3月26日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公爵ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(1回目~1811062
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  6)
1808年3月27日-09:00|日本|  ||文化5年3月|<刊行>銅版画家,亜欧堂田善｢内象銅版図｣(｢医範提綱｣(宇田川玄真
  訳撰)の付図として)
1808年3月27日-09:00|日本|  ||文化5年3月|<刊行>読本作家･国学者･歌人,上田秋成｢春雨物語｣
1808年3月27日-09:00|日本|  ||文化5年3月|<出版>北尾政美｢諺画苑｣
1808年3月27日-09:00|日本|京都府京都市|文化5年3月|<初演>歌舞伎｢八陣守護城｣京北側芝居
1808年3月27日-09:00|日本|群馬県安中市|文化5年3月|安中藩､文武学校造士館を設立
1808年3月28日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾛｼｱ帝国がｽｳｪｰﾃﾞﾝが所有するﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞの土地併合宣言
1808年4月1日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ皇帝がﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞの併合宣言
1808年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣｢ﾏｯﾃｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1808年4月2日-09:00|日本|東京都|文化5年3月7日|<死去>画人｢内田陶丘｣
1808年4月6日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ﾊﾒｰﾝﾘﾝﾅ要塞がﾛｼｱに降伏
1808年4月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ｱｽﾀｰ､ｱﾒﾘｶ毛皮会社設立
1808年4月10日-09:00|日本|東京都墨田区|文化5年3月15日|<大相撲>文化5年3月場所[江戸本所回向院](10日間)
  優勝:(東大関)柏戸,7勝0敗1分1無勝負1休
1808年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝで､愛国主義者たちが反ﾅﾎﾟﾚｵﾝ的文化集団｢美徳団｣を結成
1808年4月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ､仏伊ﾊﾝｻﾞ同盟の諸港に入る米船を拿捕することを認めるﾊﾞﾖﾝﾇ勅
  令発令
1808年4月18日-09:00|日本|茨城県行方市|文化5年3月23日|<死去>新庄直規(58歳)前常陸麻生藩主
1808年4月22日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾞﾙｼｱ･ｶﾗｽｺ･ﾃﾞｨｱｽ｣(~18100716)
1808年4月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ出港禁止法第3次補則成立
1808年4月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､ﾊﾞｲﾖﾝﾇ会議で､ｽﾍﾟｲﾝのｶﾙﾛｽ4世とﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ7世の退位を要求.ﾌｪ
  ﾙﾅﾝﾄﾞから王位をとりあげる
1808年5月-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝがｵｰﾗﾝﾄﾞ諸島再占領(~18090317)
1808年5月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《ﾋﾟｱﾉ､ｳﾞｧｲｵﾘﾝとﾁｪﾛのための協奏曲ﾊ長調》
1808年5月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ､ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞの蜂起､ｽﾍﾟｲﾝの対仏独立戦争が始まる/ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞの民衆がﾌ
  ﾗﾝｽ軍を襲撃.市民500人､ﾌﾗﾝｽ軍も150人の死者を出す
1808年5月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ国最高統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝﾊ･ﾎﾞﾜ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~18390905)
1808年5月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｮｱｼｬﾝ･ﾐｭﾗ=ｼﾞｮﾙﾃﾞｨ将軍-率いるﾌﾗﾝｽ軍がﾏﾄﾞﾘｯﾄﾞの反乱鎮圧/逮捕され
  た400人以上が銃殺刑に処せられる
1808年5月5日-09:00|日本|  ||文化5年4月9日|幕府相模･伊豆･安房の沿岸に砲台を築く
1808年5月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ｽﾍﾟｲﾝ国王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ7世｣ﾅﾎﾟﾚｵﾝに王位を譲渡
1808年5月8日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||文化5年4月13日|松前奉行調役下役松田伝十郎,ｶﾗﾌﾄ島奥地ならびに山丹地
  方検分の命をうけ雇間宮林蔵を召連れてｿｳﾔ出発.伝十郎は西海岸をﾗｯｶ崎まで至って黒龍江を望見,ｶﾗﾌﾄが離
  島であることを知る
1808年5月9日-09:00|日本|滋賀県高島市|文化5年4月14日|<死去>近江大溝藩2万石｢分部光実｣(53歳)⇒6月15日､
  次男｢分部光邦｣が継ぐ(⇒文化7(1810)年9月22日､江戸で急死)
1808年5月10日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||立法院が創設される
1808年5月14日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ公｢ｱｽﾗﾝﾍﾞｲ｣(1回目~18100710)
1808年5月15日-09:00|日本|京都府京丹後市|文化5年4月20日|<死去>丹後峰山藩11100石｢京極高久｣(80歳)⇒長
  男｢京極高備｣が継ぐ(⇒天保3(1832)年11月20日､隠居)
1808年5月22日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<ｽﾀﾝﾈﾙﾝ隕石雨>ﾁｪｺのﾓﾗｳﾞｨｱに隕石落下/回収された隕石はｳｨｰﾝ自然史博物館に
1808年5月23日-09:00|日本|新潟県長岡市|文化5年4月28日|長岡藩,藩校崇徳館を設ける
1808年5月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾙﾏ･ﾋﾟｱﾁｪﾝﾂｧ公国､ﾌﾗﾝｽに併合
1808年5月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾀﾘｱのﾄｽｶｰﾅがﾌﾗﾝｽ領に併合される
1808年6月1日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙの政治家でﾘﾍﾞﾗﾙ系ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄのｲﾎﾟﾘﾄ･ｼﾞｮｾﾞ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ,ﾛﾝﾄﾞﾝで最初の新
  聞｢ｺﾚｲｵ･ﾌﾞﾗｼﾞﾘｴﾝｾ｣を発行
1808年6月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽﾍﾟｲﾝ国王(ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾃ朝｢)ﾎｾ1世(ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ)｣ﾅﾎﾟﾘ王.ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世の兄
  (~18131211廃位.18440728死去76歳)
1808年6月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾃﾞｭﾎﾟﾝ将軍率いるﾌﾗﾝｽ軍2万がｽﾍﾟｲﾝ南部のｺﾙﾄﾞｳﾞｧを占領
1808年6月9日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢Sir James Cockburn｣(~18090520)
1808年6月9日-09:00|日本|和歌山県田辺市|文化5年5月16日|<交替>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤道
  紀｣隠居⇒養子｢安藤直興(直与)｣が継ぐ(⇒翌年11月23日(18091229)､死去)
1808年6月11日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>(名目上)ﾀﾞﾙﾏﾁｱ公爵｢ﾆｺﾗ･ｼﾞｬﾝ=ﾄﾞ=ﾃﾞｭｰ･ｽｰﾙ｣(~18131028)
1808年6月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ王国ｼﾞｮｾﾌ王,ﾊﾞﾖｰﾅ憲法を公布.ｶﾄﾘｯｸを従来どおり国教として認めると
  ともに､司法の独立､拷問の禁止､異端審問所･封建的諸税の縮小､修道院の削減等の進歩的諸政策を施行
1808年6月23日-09:00|日本|京都府綾部市|文化5年5月30日|<死去>丹波綾部藩19500石｢九鬼隆郷｣(29歳)⇒7月5
  日､長男｢九鬼隆度｣が継ぐ(⇒文政5(1822)年閏1月24日､隠居)
1808年6月26日-09:00|日本|長野県飯田市|文化5年6月3日|<死去>堀親長(70歳)前信濃飯田藩主
1808年6月28日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|文化5年6月5日|<死去>上総大多喜藩2万石｢松平正路｣(44歳)
  ⇒長男｢松平正敬｣が継ぐ(⇒文政9(1826)年9月27日､隠居)
1808年7月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Juan Prospero del Sacramento de



1810迄(2641件)

   Torres y Chirino｣(~1812年)
1808年7月4日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾋﾞｰﾄｿﾝ｣(~18130821)
1808年7月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Mariano Luis de Urquijo y Muga｣(~181306
  27)
1808年7月9日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督｢(ﾎﾞﾘｽ･ｲｸｽｸﾙ男爵)ﾍﾞﾚﾝﾄﾞ･ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ｳｴｸｽｷｭﾙ｣(~181
  9年)
1808年7月10日-09:00|日本|愛媛県大洲市|文化5年6月17日|喜多郡出石寺が再建される
1808年7月13日-09:00|日本|広島県広島市|文化5年6月20日|<死去>浅野長員(64歳)前安芸広島新田藩主
1808年7月13日-09:00|日本|三重県四日市市|文化5年6月20日|<交替>伊勢東阿倉川13000石｢加納久周｣隠居⇒嫡
  男｢加納久慎｣が継ぐ(⇒文政4(1821)年8月13日､死去)
1808年7月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ､ﾘｵｾｯｺの戦いにてﾍﾞｼｴｰﾙ元帥率いるﾌﾗﾝｽ軍がｽﾍﾟｲﾝ軍を破り､これ
  に約2万の損害を与えた
1808年7月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾞｲﾚﾝの戦い/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶｽﾀｰﾆｮｽ将軍のｽﾍﾟｲﾝ軍が,ﾃﾞｭﾎﾟﾝ将軍のﾌﾗﾝｽ軍を
  打ち破る.ﾃﾞｭﾎﾟﾝは降伏
1808年7月23日-09:00|日本|東京都中央区|文化5年閏6月|江戸森田座再興
1808年7月27日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾍﾟﾛﾈｯﾄ･ﾄﾝﾌﾟｿﾝ｣(~1810021
  2)
1808年7月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国先代(28代)ｽﾙﾀﾝ｢ｾﾘﾑ3世｣暗殺される/46歳(誕生17611224)
1808年7月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第30代ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑﾄ2世｣先代の弟.27代ｱﾌﾞﾃﾞｭﾙﾊﾐﾄ1世の子(~18390
  701死去)
1808年7月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>ｵｽﾏﾝ帝国第29代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ4世｣(~18081115,7ﾏﾌﾑﾄ2世により殺害される)
1808年7月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||｢ｱﾚﾑﾀﾞﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ(ﾊﾞｲﾗｸﾀﾞﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬとも呼ばれる)｣(~11.15)
1808年7月31日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｰﾝｽﾞ｣(1回目~同年)
1808年8月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾏﾝﾄﾞ｣(2期目~1809.5)ｹﾝﾄ
  公の下で
1808年8月 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢Gerardo Bordas｣(~1810.1)
1808年8月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ｼﾞｮｱｯｷｰﾉ1世｣ﾅﾎﾟﾚｵﾝの妹のｶﾛﾘｰﾇの夫のﾖｱｷﾑ･ﾐｭﾗ元帥(~18150519
  )
1808年8月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｸ大公｢ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ｣ﾌﾗﾝｽ皇帝(~18090303)
1808年8月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ卿｣(1期目~21日)
1808年8月1日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾘｱ･ﾎｾ･ﾎｱｷﾝ･ﾍﾞﾆｰﾄ
  ｣(~18100215)
1808年8月4日-09:00|日本|  ||文化5年閏6月13日|<死去>永皎女王(77歳)中御門天皇の皇女
1808年8月12日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾔﾝ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｹｰﾆﾝｸﾞ｣(~18100223没)
1808年8月13日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢James Drummond｣(2期目~1809060
  1)
1808年8月13日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾄﾞﾝ･ｼﾞｮｾﾞ,印刷物条例を発布.一定の検閲の下で紙誌の発行を許可
1808年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍の戦勝を記念する凱旋門がｶﾙｰｾﾞﾙ広場に完成し､落成式が行われる
1808年8月17日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Robert Meade｣ｲｷﾞﾘｽ(~1812.8)
1808年8月17日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾘｶで英仏軍最初の戦闘､ｲｷﾞﾘｽ軍の勝利
1808年8月19日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾍﾟｰﾀｰ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｹﾞｵﾙｸ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ｣(~18090430
  )
1808年8月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｳﾞｨﾒﾛﾝの戦い>ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰのｲｷﾞﾘｽ軍がﾃﾞｭﾎﾟﾝ将軍のﾌﾗﾝｽ軍
  を破る
1808年8月21日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ﾊﾘｰ･ﾊﾞﾗｰﾄﾞ卿｣(~22日)
1808年8月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ﾋｭｰ･ﾀﾞﾙﾘﾝﾌﾟﾙ｣(~10.27)
1808年8月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｳｨｰﾑｽﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｳｨｰﾑｽﾞ=ﾁｬｰﾀﾘｽ｣
1808年8月26日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Henry Bowyer｣
1808年8月26日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢George William Richard Harcourt｣(~1
  8121219死去)
1808年8月27日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､ｱﾙｼﾞｪﾘｱに砲撃を開始
1808年8月30日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪﾙｽﾞﾘｰ率いるｲｷﾞﾘｽ軍が､ｼﾝﾄﾗでﾌﾗﾝｽ軍を破り､ｲﾍﾞﾘｱ半島での
  戦争で勝利
1808年9月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ｳﾙｸﾞｱｲのﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵで自治委員会が発足
1808年9月10日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||Gazeta do Rio de Janeiroが発刊.ﾌﾞﾗｼﾞﾙ国内で印刷される最初の新聞とな
  る
1808年9月15日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾟﾆﾝｽﾗｰﾙはｸｰﾃﾞﾀｰを起こしﾒｷｼｺ副王ｲﾂﾘｶﾞﾗｲを逮捕.本国へ送還.傀儡副
  王を立てる
1808年9月15日-09:00|日本|東京都中央区|文化5年7月25日|<初演>四代目鶴屋南北｢時桔梗出世請状｣江戸･市村
  座<馬盥>光秀･五代目松本幸四郎
1808年9月16日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｶﾞﾘﾍﾞｲ｣(~18090619)
1808年9月21日-09:00|日本|  ||文化5年8月2日|<死去>2代西川扇蔵(91歳)舞踊家
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1808年9月25日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ ﾋﾞｰｼﾞｰ･ﾏﾆﾝｸﾞｽ｣(1回目~18121202)
1808年9月25日-09:00|日本|京都府宮津市|文化5年8月6日|<交替>丹後宮津藩7万石｢松平宗允｣隠居⇒弟｢松平宗
  発｣が継ぐ(⇒天保11(1840)年8月25日､死去)
1808年9月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相代理｢ﾁﾌﾟﾘｱｰﾉ･ﾘﾍﾞｲﾛ･ﾌﾚｲﾚ｣(~18101025)
1808年9月27日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ王国領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｳｫｰﾄﾞﾛｰ卿｣(~
  18090504)
1808年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾋﾟｴｰﾙｱﾝﾄﾆｵﾀﾞﾐｱｰﾆ｣
1808年10月4日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|長崎県長崎市|文化5年8月15日|<ﾌｪｰﾄﾝ号事件>ｲｷﾞﾘｽ軍艦ﾌｪｰﾄﾝ号が長崎港に
  侵入し､長崎奉行に薪と水を要求(17日出帆)
1808年10月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Juan O'Donoju O'Ryan｣(~18131017)
1808年10月12日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ最初の銀行としてｱﾙﾊﾞｰﾚrealが創立される
1808年10月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<加盟>ﾗｲﾝ同盟:ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ公国(~18101213､ﾌﾗﾝｽ帝国に併合)
1808年10月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理Fernando de Laserna(~18131203)
1808年10月21日-09:00|日本|東京都|文化5年9月2日|<死去>加藤千蔭(74歳)国学者､歌人､書家
1808年10月23日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾄﾚﾝｶﾞﾇ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ2世･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬ
  ｰ｣
1808年10月23日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝｶﾞﾇ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世､ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨ
  ﾝ｣(~18300704没)
1808年10月27日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ｼﾞｮﾝ･ﾑｰｱ卿｣(~18090116死去)
1808年10月27日-09:00|日本|  ||文化5年9月8日|<死去>3代伊佐幸琢(不明)茶人
1808年11月-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｼｭﾌﾟﾗｰ｣(~18270131)
1808年11月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｽｲｽ生まれのｵｰｽﾄﾘｱ人で､発明家ﾔｰｺﾌﾟ･ﾃﾞｰｹﾞﾝが人力ｵｰﾆｿﾌﾟﾀｰに小型の水素気球
  を付けて浮力を稼ぎ､史上初の｢操縦可能な自由飛行｣に成功
1808年11月7日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督代行｢ﾊﾞﾙｷｴ伯爵ｼﾞｮｾﾌ･ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ｣(~1
  8090709)
1808年11月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ｵｾｰｼﾞ族と条約締結､領土割譲を受ける
1808年11月12日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ代表団議長(ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ)｢ﾏﾝﾈﾙﾊｲﾑ伯爵ｶｰﾙ･ｴﾘｯｸ｣(~18090
  109)
1808年11月13日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾟｰﾙ｣(3度目~18090223
  )
1808年11月13日-09:00|日本|茨城県筑西市|文化5年9月25日|<死去>常陸下館藩2万石｢石川総親｣(21歳)⇒養子｢
  石川総承｣が継ぐ(⇒天保7年12月5日(18370111)､隠居)
1808年11月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾘｳｰﾘ公｢ｼﾞｪﾗｰﾙ･ﾃﾞｭﾛｯｸ｣(~18130523死去)
1808年11月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国先代(29代)ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ4世｣ﾏﾌﾑﾄ2世により殺害される
1808年11月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾁｬﾌﾞｼｭﾊﾞｼ･ﾒﾐｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(~18090101)
1808年11月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ帝国ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで､ｵｽﾏﾝ朝の常備歩兵軍団ｲｪﾆﾁｪﾘが反乱/ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾞｲﾗｸﾀﾙ(ｱﾚﾑﾀ
  ﾞﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ)大宰相が暗殺される(誕生1755頃)
1808年11月15日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ｱﾘ4世ｱﾙ=ﾗｽﾙ｣(~1809年2月)
1808年11月18日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督代行｢ﾔｺﾌﾞ･ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾘｰｽｺｰﾝ｣(1回目~21日)
1808年11月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ首相のｶｰﾙ･ｼｭﾀｲﾝが都市条例を発
1808年11月21日-09:00|日本|  ||文化5年10月4日|<死去>初代松永和風(不明)長唄唄方
1808年11月22日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｫﾝ･ﾎｯｶﾞｰ｣(~18110818)
1808年11月23日-09:00|日本|  ||文化5年10月6日|<死去>8代千宗左(65歳)茶人､表千家家元
1808年11月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<解任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｶｰﾙ･ｼｭﾀｲﾝ｣ﾅﾎﾟﾚｵﾝの圧力で失脚
1808年11月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌｫﾝ･ﾄﾞｰﾅ=ｼｭﾛﾋﾞｯﾃ
  ﾝ｣(~18100604)
1808年11月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝで､新内閣制度が提示される/官僚主導の政治が始まる
1808年11月24日-09:00|日本|静岡県掛川市|文化5年10月7日|<死去>遠江掛川藩5万石｢太田資順｣(47歳)⇒弟｢太
  田資言｣が継ぐ(⇒文化7(1810)年6月2日､死去)
1808年11月25日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|文化5年10月8日|<死去>加藤明陳(51歳)前近江水口藩主
1808年11月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化5年10月9日|<死去>4代市川團蔵(64歳)歌舞伎役者
1808年11月28日-09:00|日本|埼玉県行田市|文化5年10月11日|<死去>武蔵忍藩10万石｢阿部正由｣(47歳)⇒12月27
  日､長男｢阿部正権｣が継ぐ(⇒文政6(1823)年3月24日､陸奥白川藩へ移封)
1808年11月28日-09:00|日本|東京都|文化5年10月11日|<死去>画家,細井錦城(広沢の孫)
1808年11月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍主力､ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ前面のｿﾓｼｴﾗ峠に到達.ｻﾝ･ｼﾞｭｱﾝ将軍率いる1万200
  0のｽﾍﾟｲﾝ軍を撃破
1808年11月30日-09:00|日本|  ||文化5年10月13日|<死去>初代芳村伊三郎(90歳)長唄唄方
1808年12月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《ﾋﾟｱﾉ三重奏曲第5番ﾆ長調Op.70-1｢幽霊｣》《ﾋﾟｱ
  ﾉ三重奏曲第6番変ﾎ長調Op.70-2》
1808年12月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｴｲﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｱﾃﾞｨ｣(2回目~1809年5月)
1808年12月1日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｺﾞﾗﾝ･ﾏｸﾞﾇｽ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ｽﾌﾟﾚﾝｸﾞﾎﾟﾙﾃﾝ｣(~1809061
  7)
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1808年12月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Jose Luyando｣(~18140504)
1808年12月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞがﾌﾗﾝｽ軍の攻撃で陥落/ﾅﾎﾟﾚｵﾝの兄ｼﾞｮｾﾌが国王に復位
1808年12月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾏﾃﾞｨｿﾝがｱﾒﾘｶ第4代大統領に当選
1808年12月12日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ｣(~1809年)
1808年12月12日-09:00|日本|東京都墨田区|文化5年10月25日|<大相撲>文化5年10月場所[江戸本所回向院](10日
  間)優勝:(東大関)柏戸,9勝1敗
1808年12月13日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾗﾐﾚｽ｣(180
  90709までﾌﾗﾝｽに対立~18110211)
1808年12月13日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞがｽﾍﾟｲﾝに返還される(ﾌﾗﾝｽの統治は18090709
  ､ｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞが陥落して終了)
1808年12月14日-09:00|日本|岩手県一関市|文化5年10月27日|<死去>田村村資(46歳)前陸奥一関藩主
1808年12月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｪﾝｷﾝｿﾝ｣
1808年12月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞﾝｸｽ･ｼﾞｪﾝｷﾝｿﾝ｣(~18281204死去)
1808年12月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《交響曲第5番ﾊ短調Op.67"運命"》《交響曲
  第6番ﾍ長調Op.68"田園"》《ﾋﾟｱﾉ協奏曲第4番ﾄ長調Op.58》《合唱幻想曲ﾊ短調》
1808年12月22日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾞｰﾄｰﾍﾞﾝ作曲交響曲第5･6番｢運命｣｢田園｣がｳｨｰﾝで初演される
1808年12月24日-09:00|日本|岐阜県郡上市|文化5年11月8日|<死去>美濃郡上藩48000石｢青山幸完｣(57歳)⇒長男
  ｢青山幸孝｣が継ぐ(⇒文化12(1815)年11月25日､死去)
1808年12月24日-09:00|日本|群馬県富岡市|文化5年11月8日|<交替>上野七日市藩1万石｢前田利以｣隠居⇒養子｢
  前田利和｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年11月12日､死去)
1808年12月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾊﾞｲﾚﾝで独立派とﾅﾎﾟﾚｵﾝ軍との間に戦闘.ﾅﾎﾟﾚｵﾝ軍は重大な敗
  北を喫する
1809年-11:00|ﾐｸﾛﾈｼｱ|  |||<死去>ﾓｷﾙ国王｢ﾗｼﾞｬﾌﾟｳｫｱ｣
1809年-11:00|ﾐｸﾛﾈｼｱ|  |||<即位>ﾓｷﾙ国王｢ﾜｾﾃｨｯﾌﾟ｣(~1825年没)
1809年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾗﾝﾄ王国総督｢Carel Lodewijk Wieling｣
1809年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾗﾝﾄ王国弁務官｢Roelof Coop a Groen｣(~1810年)､民政･軍
  政弁務官｢Johann von Mittmann｣(~1810年)
1809年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Muhammad ibn Muhammad Muhyiddin Zainussalihin｣
  (~1813年)
1809年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>色陀蘇丹王朝ﾗｼﾞｬ｢Tunku Bisnu ibni al-Marhum Sultan 'Abdu'llah al-Mukarra
  m Shah｣(~1843年)
1809年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾂﾙﾄﾘﾑ･ﾄﾞﾗｲｶﾞ｣(~1810年)
1809年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬﾔ･ｼﾝ｣(~同年没)⇒｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣(~1814年没)
1809年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀﾞｸﾞ国摂政｢ﾘﾝｶﾞﾗｼﾞｬ｣(~1811年)
1809年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾛﾋ国統治者(ﾗｵ)｢ｳﾀﾞｲﾊﾞﾝ･ｼﾝ｣(⇒1817年統治権廃止~18470111没)
1809年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾛﾝ支配者(ｼｴﾑ)｢ﾎﾞﾙ･ﾏﾆｸ｣(~1833年)
1809年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｽﾀﾞﾝ国統治者(ﾊﾁｬｰﾙ)｢ﾁｪﾗ･ｳﾞｧｲｽﾙ･ﾊﾁｬｰﾙ2世｣(~18511027没)
1809年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｿﾊﾜﾙ国統治者(ﾚｲ)｢ﾗﾙ･ｱﾏﾝ･ｼﾝ｣(1回目~不明)⇒｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ｼﾝ｣(~1830年没)
1809年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾃﾞｨ国統治者(ﾃﾞｻｲ･ｼｭﾘ)｢ﾊﾘｼﾑｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｱﾙﾊﾞﾑｼﾞ･ﾊﾘｼﾑｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｸﾍﾞﾙ
  ｼﾑｼﾞ･ｳﾞｧｶﾂｨﾑｼﾞ｣(~不明)
1809年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚﾜ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｲ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~18341029)
1809年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾌﾟﾙﾀﾗ国､ｶﾙｼｱ国､ｿﾊﾜﾙ国､ﾅｺﾞﾄﾞ国､ﾅﾊﾞ国､ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国､ﾍﾞﾘ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1809年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾝｶｰ国をﾅｰｸﾞﾌﾟｰﾙが占領(~1818年)
1809年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｱｰﾘﾑ･ﾊﾝ｣
1809年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾜｼﾞﾙ｢ﾅｼﾙ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾙｰﾁ｣(~1811年)
1809年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>哈薩克汗･ﾊﾝ｢ﾄｸﾞﾑ｣ﾎﾞﾗﾄの子(~1826年)
1809年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｳﾏﾙ･ﾊﾝ｣ｱｰﾘﾑ･ﾊﾝの弟(~18
  21.1死去)
1809年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ﾌｧﾃ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣(2回目~1817年)
1809年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立大王(ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙ)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(2回目~5.3)
1809年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｶﾙﾌﾞ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣(5度目~1810年)
1809年-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月6日|ｱﾅﾊﾟはﾛｼｱに再占領された(~1812年)
1809年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾀﾘｼｭ･ﾑｶﾞﾝはﾛｼｱ宗主権下
1809年-03:00|ｹﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾃ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Ahmad ibn Shaykh, Mfalume｣(~1813年)
1809年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<死去>ﾙﾊﾞ王国ﾑﾛﾌﾟｳｪ｢ｲﾙﾝｶﾞ･ﾇｽﾝｸﾞ｣
1809年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<即位>ｶﾊﾞﾚ王国ﾑﾜﾐ･ﾅﾌﾞｼ･ｶﾊﾞﾚ｢ﾅﾌﾞｼ22世ﾏｺﾝﾍﾞ｣(~1859年没)
1809年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<即位>ﾙﾊﾞ王国ﾑﾛﾌﾟｳｪ｢ｸﾑｳｨﾝﾊﾞ･ｺﾞﾝﾍﾞ｣(~1837年)
1809年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Francisco Carlos Gabriel de Gand-Vialin｣(1期目~1810年)
1809年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ王国首席大臣(閣僚評議会議長)｢ﾊﾟｳﾙｽ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾊｲﾑ｣(~18100308)
1809年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<統合>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公･ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公｢ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣⇒ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公(⇒181
  5年､ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ大公~18280614死去)
1809年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ﾋﾞﾗﾑ･ﾌｧﾄﾏ･ｶﾌﾞ･ﾌｧﾙ｣(~1832年)



1810迄(2641件)

1809年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ｾ･ﾔｼﾝ･ｼﾞｪﾝ･ﾌｧﾙ｣(~1812年)
1809年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ｼﾞｪｰﾑｽ･ ﾀｲｿﾝ｣(~同年没)
1809年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地暫定総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾝ･ﾏｸｾﾝﾄ｣(~1810年)
1809年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｰﾏｳﾞｧﾙﾏ10世｣
1809年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ｹﾗﾗｳﾞｧﾙﾏ3世ｳﾞｨﾙﾗﾑ･ﾀﾝﾌﾟﾗ
  ﾝ｣(~18280804没)
1809年1月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾁｬﾗﾁｬﾁｭ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1809.3)
1809年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾌｫﾝ･ｱﾌﾘｰ｣Con(2期目~12.31)
1809年1月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍,ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ地方を制圧
1809年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国とｲｷﾞﾘｽの間で和平条約が結ばれる
1809年1月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗﾝｼﾞｰﾄ･ｼﾝｸﾞが､ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社軍とｱﾑﾘﾄｻﾙ条約を結ぶ
1809年1月9日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ担当国務大臣(ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ)｢ﾐﾊｲﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ｽﾍﾟﾗﾝｽｷｰ｣
  (~18111107)
1809年1月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||米,対英交易禁止
1809年1月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｪﾌｧｿﾝ､出港禁止法第4次補則､ｼﾞｬｲﾙｽﾞ法案に署名
1809年1月14日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙのｷﾞｱﾅ暫定知事｢Manuel Marques 
  d'Elvas Portugal｣(~10月)
1809年1月14日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｷﾞｱﾅをﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙが占領(ﾊﾟﾗ州知事に従属)(~18171
  108)
1809年1月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人ｼﾞｮﾝ･ﾑｰｱ将軍の率いるｽﾍﾟｲﾝ軍,ﾗ･ｺﾙｰﾆｬの戦いでﾌﾗﾝｽ軍と対決.
  優勢に戦いを進めるも,ﾑｰｱの戦死により決着に至らず
1809年1月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ｼﾞｮﾝ･ﾑｰｱ卿｣
1809年1月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･ｶｰ･ﾍﾞﾚｽﾌｫｰﾄﾞ｣(~4.26)
1809年1月16日-09:00|日本|  ||文化5年12月|<刊行>祐海｢祐天大僧正利益記｣
1809年1月19日-09:00|日本|  ||文化5年12月4日|<死去>桂川甫粲(55歳)蘭学者､戯作者
1809年1月25日-09:00|日本|京都府京都市|文化5年12月10日|<就任>京都所司代｢酒井忠進｣(⇒1815(文化12年04
  月15日))
1809年2月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾊｼﾞ･ｱﾘ5世ﾍﾞﾝ･ｸﾚﾘﾙ｣(~1815年3月)
1809年2月2日-09:00|日本|青森県弘前市|文化5年12月18日|<高直し>陸奥弘前藩7万石｢津軽寧親｣⇒10万石(⇒文
  政8(1825)年4月10日､隠居)
1809年2月2日-09:00|日本|岩手県盛岡市|文化5年12月18日|<高直し>陸奥盛岡藩10万石｢南部利敬｣⇒20万石(⇒
  文政3年6月3日(18200712)､死去)
1809年2月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<発足>ｱﾒﾘｶ､ｲﾘﾉｲ準州､設置
1809年2月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃｨｰｳﾞﾝ公･第8代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾌﾞﾗｳﾝﾛｰ･ﾊﾞｰﾃｨ｣廃絶
1809年2月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(~18180917死去)
1809年2月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾟﾃｨｱｰﾗ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1809年2月14日-09:00|日本|  ||文化6年|<完結>十返舎一九｢東海道中膝栗毛｣全八編
1809年2月14日-09:00|日本|東京都港区|文化6年|松山藩､同藩江戸藩邸内(愛宕)に藩校三省館を設置
1809年2月14日-09:00|日本|北海道|文化6年|疱瘡流行し,尾札部のｱｲﾇの7,8割が死亡
1809年2月14日-09:00|日本|山形県上山市|文化6年|出羽上山藩校｢明新館｣(のち天輔館と改称)を設置
1809年2月14日-09:00|日本|  ||文化6年1月|<刊行>山東京伝(歌川豊広の挿画)｢浮牡丹全伝｣前編三巻四冊
1809年2月14日-09:00|日本|  ||文化6年1月|<刊行>式亭三馬｢浮世風呂｣前編(4年後完結)
1809年2月14日-09:00|日本|  ||文化6年1月|<刊行>与謝蕪村関係の俳諧選集｢蕪村七部集｣
1809年2月14日-09:00|日本|  ||文化6年1月|<出版>牧墨僊｢狂画苑｣
1809年2月14日 08:00|日本|東京都中央区|文化6年1月1日|17時頃､日本橋東中通左内町､家ぬし茂兵衛宅より出
  火､音羽町･青物町近辺･四日市･小船町･照降町･芳町･甚左衞門町･葺屋町･堺町､此近辺不残､難波町小川橋焼落
  ､浜町山伏井戸辺一円類焼､元柳ばし辺にて焼止まる/中村座市村座､焼失
1809年2月17日-09:00|日本|宮城県仙台市|文化6年1月4日|<死去>伊達周宗.天然痘のため(14歳)前陸奥仙台藩主
1809年2月18日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Carlos Lujan｣(~1810年)
1809年2月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのｻﾗｺﾞｻの反乱軍がﾌﾗﾝｽ軍総督のｼﾞｬﾝ･ﾗﾝﾇに降伏.ｽﾍﾟｲﾝ側の死者
  は5万4000､そのうち3万が非戦闘員.ﾌﾗﾝｽ軍も死者6000を出す
1809年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾎﾚｰｼｮ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣
1809年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾎﾚｰｼｮ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣(~18220615死去)
1809年2月24日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ総司令官｢Sir George Beckwith｣(~1810年)
1809年2月24日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾏﾙﾃｨﾆｸ占領(~18141209)
1809年2月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾀﾞﾝﾓｱ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏｰﾚｲ｣
1809年2月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾀﾞﾝﾓｱ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾏｰﾚｲ｣先代の息子(~18361111死去)
1809年2月25日-09:00|日本|  ||文化6年1月12日|<死去>月僊(69歳)浄土宗の僧､画家
1809年3月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾗﾝﾄ王国総督｢Jean-Philippe-Francois Filz｣(~18100219
  死去)
1809年3月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｹﾙ･ﾕｽﾌ･ｼﾞﾔｳﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~18110410)
1809年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従属)｢ｸﾞﾘｺﾞﾘｰ･ｸﾞﾘｺ
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  ﾞﾘｴｳﾞｨﾁ･ｴﾝｹﾞﾙｶﾞﾙﾄ｣(~1811年)
1809年3月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､出港禁止法が廃止され､通商禁止法が制定/英仏以外の通商再開
1809年3月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ｴﾘｻﾞ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ｣(~18140201)ﾌﾗﾝｽがｴﾄﾙﾘｱ王国からﾄｽｶｰﾅ
  大公国を復興
1809年3月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｸ大公｢ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾙｲ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ｣(~18131201)
1809年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国第4代大統領｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾏﾃﾞｨｿﾝ｣民主共和党(~18170304)
1809年3月15日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾀｲｿ
  ﾝ｣(~9.7没)
1809年3月17日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ｵｰﾗﾝﾄﾞ諸島をﾛｼｱが領有(~10.13)
1809年3月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの劇作家ﾎﾙｸﾛﾌﾄ没/63歳(誕生:17451210)｢破滅への道｣などを書いた
1809年3月24日-09:00|日本|東京都中央区|文化6年2月9日|<大相撲>文化6年2月場所[江戸山王御旅所茅場町薬師
  境内](10日間)優勝:(西大関)雷電,8勝0敗1預1休
1809年3月25日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||文化6年2月10日|間宮林蔵が樺太とﾛｼｱが海で隔てられていることを探検で
  確認(間宮海峡発見)
1809年3月27日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督代理｢Franz Adam Mitscha｣(~6.13)
1809年3月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ﾀﾞﾙﾏﾁｱ公ﾆｺﾗｽ･ｼﾞｰﾝ=ﾃﾞ=ﾃﾞｭｰ･ｿﾙﾄ｣(~180
  90512)
1809年3月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽﾙﾄ将軍のﾌﾗﾝｽ軍がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙのﾎﾟﾙﾄを占領､｢ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ﾆｺﾗｽ1世｣を名乗
  る.彼は1万の民衆を虐殺し､各地で略奪を重ねたといわれる
1809年3月29日-09:00|日本|山口県萩市|文化6年2月14日|<死去>長州藩369000石｢毛利斉房｣(28歳)⇒弟｢毛利斉
  熙｣が継ぐ(⇒文政7(1824)年2月27日､隠居)
1809年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾍﾞﾙｿﾞｯﾋﾟ｣
1809年4月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌｧﾘﾄﾞｺｯﾄ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1809年4月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱがﾄﾘｴｽﾃ奪還(~5.16)
1809年4月9日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾁﾛﾙ農民が蜂起し反仏闘争を開始
1809年4月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍がﾊﾞｲｴﾙﾝに侵入
1809年4月10日-09:00|日本|福井県|文化6年2月26日|敦賀の金ｹ辻子町から出火,125軒焼失
1809年4月15日-09:00|日本|東京都中央区|文化6年2月26日|<初演>｢松竹梅湯島掛額･紅長｣<お土砂>森田座
1809年4月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､ﾊﾞｲｴﾙﾝのｱｰﾍﾞﾝｽﾌﾞﾙｸでｵｰｽﾄﾘｱ軍を破る
1809年4月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾏﾃﾞｨｿﾝ大統領､通商断絶法の終止を宣言
1809年4月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍がﾜﾙｼｬﾜを占領
1809年4月25日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰ最初の郵便局､ｱｲｻﾞｯｸ･ﾆｺﾙｽ邸に開設｡ﾆｺﾙｽ､郵便局長となる
1809年4月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞﾝﾄﾞ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1809年4月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ｱｰｻｰｳｪﾙｽﾞﾘｰ卿｣(~18131007)
1809年5月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ｻｰ･ｼﾞｮﾝ･ｸﾗﾄﾞｯｸ｣(~8月)ｹﾝﾄ公の下で
1809年5月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ｣(3度目~6月)
1809年5月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､教皇領を併合
1809年5月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1809年5月3日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(2回目~1818年)
1809年5月3日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ｼｭｼﾞｬｰ･ｱﾙ･ﾑﾙｸ･ｼｬｰ｣
1809年5月3日-09:00|日本|高知県高知市|文化6年3月19日|<死去>土佐藩20万2600石｢山内豊興｣(17歳)⇒5月18日
  ､異母弟｢山内豊資｣が継ぐ(~天保14(1843)年3月7日､隠居)
1809年5月4日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ王国領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)ﾁｰﾌ･ｺﾐｯｼｮﾅｰ｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣
  (~18111108)
1809年5月4日-09:00|日本|愛知県田原市|文化6年3月20日|<死去>三河田原藩12000石｢三宅康友｣(46歳)⇒次男｢
  三宅康和｣が継ぐ(⇒文政6(1823)年2月8日､死去)
1809年5月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1809年5月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾘﾝｼﾞｰ｣(~18390714死去)
1809年5月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍がｵｰｽﾄﾘｱ･ｳｨｰﾝを占領(~11.20)
1809年5月12日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､ﾌﾗﾝｽ軍からﾘｽﾎﾞﾝを奪回
1809年5月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄﾘｴｽﾃをﾌﾗﾝｽが再占領
1809年5月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝがﾛｰﾏを占領しﾛｰﾏ共和国､教皇領とﾌﾗﾝｽの統合が行われる
1809年5月18日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｱﾝﾎﾙﾄ島を占領(~18140918)
1809年5月18日-09:00|日本|青森県黒石市|文化6年4月5日|<立藩>黒石藩1万石｢津軽親足｣(⇒文政8(1825)年11月
  5日､隠居)⇒養子｢津軽順承｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年5月16日､本家弘前藩を継ぐ)
1809年5月19日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督兼総司令官｢Vicente de Emparan y Orbe
  ｣(~18100419)
1809年5月20日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢John Thomas Layard｣(~18110618)
1809年5月22日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾅﾎﾟﾚｵﾝ戦争:ｱｽﾍﾟﾙﾝ･ｴｽﾘﾝｸの戦い>(21日～)ｵｰｽﾄﾘｱがﾌﾗﾝｽに勝利
1809年5月23日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽﾛﾍﾞﾆｱをﾌﾗﾝｽが占領
1809年5月28日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌｨｳﾒをﾌﾗﾝｽが占領(~6.3)
1809年5月31日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<去>ｵｰｽﾄﾘｱの作曲家ﾊｲﾄﾞﾝ死/77歳(誕生17320331)



1810迄(2641件)

1809年6月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督｢Knyaz' Dmitriy Ivanovich Lobanov-Rostovskiy｣(~10月)
1809年6月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｴｲﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｱﾃﾞｨ｣(3回目~18100725)
1809年6月 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの支援を受けたｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞのｽﾍﾟｲﾝ系ｸﾘｵｰｼﾞｮ,ﾌﾗﾝｽ軍に叛旗をひ
  るがえす
1809年6月1日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢Sir John Francis Cradock｣(~180
  9.8)
1809年6月6日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｶｰﾙ13世｣(~18180205死去)
1809年6月6日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<廃位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｸﾞｽﾀｰｳﾞ4世｣/摂政ｶｰﾙの臨時政府が､三権分立の新
  憲法を制定
1809年6月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝがｲｷﾞﾘｽと友好条約を締結
1809年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの政論家で著述者ﾍﾟｰﾝ/72歳(誕生17370129)｢危機｣を著した
1809年6月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀﾞｸﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞｳﾞｧﾝﾏｼﾞ･ﾗﾆ｣(~1811年)
1809年6月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||教皇国家はﾌﾗﾝｽに併合(~18140324)
1809年6月13日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督代理｢Ernst von Kortum｣(~12月)
1809年6月13日-09:00|日本|東京都江東区|文化6年5月1日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､渡辺弥三郎
  (14歳)が11,747本(総矢数13,092中)を記録
1809年6月17日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾐﾊｲﾙ･ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾊﾞｰｸﾚｰ･ﾄﾞ･ﾄﾘｰ｣(~18100201)
1809年6月19日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾒｷｼｺ大司教ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ﾘｻﾅ･ｲ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ｣(
  ~18100508)
1809年6月21日-09:00|日本|長崎県五島市|文化6年5月9日|<死去>肥前福江藩12530石｢五島盛運｣(57歳)⇒次男｢
  五島盛繁｣が継ぐ(⇒文政12(1829)年12月24日､隠居)
1809年6月26日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ共和国元首｢ﾕﾙｹﾞﾝ･ﾕﾙｹﾞﾝｾﾝ･ﾌﾝﾃﾞﾀﾞｸｽｺﾝｹﾞﾝ｣独立宣
  言(~8.22)
1809年6月29日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||文化6年5月17日|間宮林蔵､樺太が島であることを立証｡間宮海峡と名付け
  られる
1809年6月30日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ
  ･ﾃﾞ･ｼｽﾈﾛｽ･ﾃﾞ･ﾀﾜｰ｣(~18100523)
1809年6月30日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Salvador Melendez Bruna｣(~18200324)
1809年7月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱのﾌﾗﾝｽ執事(ｶｰﾙｼｭﾀｯﾄ)｢ﾚﾀﾙﾃﾞｨ｣(~11月)
1809年7月 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島知事｢Albert van Heyningen, Jr.｣
1809年7月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾃｸﾑｼが､ｲﾝﾃﾞｨｱﾝの防衛連合を結成｡英国と同盟し､米国を攻撃
1809年7月2日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|文化6年5月20日|<交替>播磨三日月藩15000石｢森長義｣隠居⇒養
  子｢森長篤｣が継ぐ(⇒(文化13(1816)年閏8月23日､死去)
1809年7月3日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾐﾊｲﾙ･ｲﾗﾘｵﾉｳﾞｨｯﾁ･ｺﾞﾚﾆｼｪﾌ･ｸﾄｩｰｿﾞﾌ｣(2回目~18120417)
1809年7月3日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｰﾝｽﾞ｣(2回目~1812年)
1809年7月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾜｸﾞﾗﾑの戦い>(5日～)ｳｨｰﾝ近郊で皇帝ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世率いるﾌﾗﾝｽ軍が､ｶｰﾙ大
  帝率いるｵｰｽﾄﾘｱ軍を破る
1809年7月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ､教皇領を併合し､教皇ﾋﾟｳｽ7世を幽閉
1809年7月7日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ｻﾏﾅ司令官｢ﾋｭｰ･ﾗｲﾙ･ｶｰﾏｲｹﾙ｣(~8月)
1809年7月7日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英艦隊,ｻﾏﾅを占領､9日にｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞの港を占領(~8月)ﾌﾗﾝｽ
  は撤退/ｸﾘｵｰｼﾞｮ共和派はいったん独立共和国を宣言/ふたたびｽﾍﾟｲﾝの保護下に入る
1809年7月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱがﾌﾗﾝｽと休戦
1809年7月12日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ国王と町の権利防衛委員会委員長｢ﾍﾟﾄﾞ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾑﾘｰﾘｮ｣(~9.30
  )
1809年7月13日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｸｽｳｪﾙ｣(~1811年)
1809年7月13日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙをｲｷﾞﾘｽが占領(1800年からｺﾞﾚで~18170125)
1809年7月13日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||文化6年6月|幕府､樺太を北蝦夷と改称
1809年7月16日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾁｭｷｻｶ(旧ﾗﾌﾟﾗﾀ)で独立をめざす蜂起/ﾒｽﾃｨｿの軍人ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾑﾘﾘｮ
  による独立宣言
1809年7月23日-09:00|日本|東京都多摩市|文化6年6月11日|<初演>｢阿国御前化粧鑑｣[作･四代目鶴屋南北,原･山
  東京傳｢浮牡丹金傳｣]初代尾上松助､森田座
1809年7月28日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ総督｢ﾊﾞﾗｹﾞｲ･ﾃﾞｨﾘｴ伯爵ﾙｲ｣(~同年)
1809年7月28日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪﾙｽﾞﾘｰ将軍のｲｷﾞﾘｽ軍･ｽﾍﾟｲﾝ反乱軍が､ﾀﾗｳﾞｪｰﾗの戦いでﾌﾗﾝｽ軍
  を破る/ｳｪﾙｽﾞﾘｰ将軍はこの功績でｳｪﾘﾝﾄﾝ公になる
1809年7月29日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|文化6年6月17日|<交替>薩摩藩72万8700石｢島津斉宣｣隠居⇒長男
  ｢島津斉興｣が継ぐ(⇒嘉永4(1851)年2月2日､隠居)
1809年7月30日-09:00|日本|福井県福井市|文化6年6月18日|<死去>松平重富(62歳)前越前福井藩主
1809年8月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾐｽ｣(~10月)ｹﾝﾄ公の下で
1809年8月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢John Smith｣(~10月)
1809年8月 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島知事代理｢William Charles Mussenden｣(~1810022
  1)
1809年8月2日-09:00|日本|東京都|文化6年6月21日|<死去>桂川甫周(59歳)奥医師､蘭学者
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1809年8月4日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ島司令官｢ﾍﾝﾘｰ･ｼｰﾋｰ･ｷｰﾃｨﾝｸﾞ｣(~1810年12月)
1809年8月4日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ島をｲｷﾞﾘｽが占領(~1810年12月)
1809年8月8日-09:00|日本|京都府京都市|文化6年6月27日|<死去>上田秋成(76歳)読本作者､歌人､俳人､茶人､国
  学者
1809年8月8日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|文化6年6月27日|<死去>酒井忠鄰(63歳)前安房勝山藩主
1809年8月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾃﾞｨｿﾝ大統領､ｲｷﾞﾘｽに対する通商断絶法の更新を宣言
1809年8月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾌｱﾝ･ﾋﾟｵ･ﾓﾝﾄｩｰﾌｧﾙを先頭とするｷﾄｰのｸﾘｵｰﾘｮ,ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄの名において
  独立を宣言､自治委員会が成立
1809年8月13日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾊｰﾜﾙ･ｶｰﾝ2世｣
1809年8月13日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ｻﾃﾞｸ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ2世｣(~18260417没)
1809年8月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾜｼﾞﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~18210904没)
1809年8月14日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｶｽﾄ
  ﾛ･ｴ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ｣(~18120828)
1809年8月15日-09:00|日本|愛媛県松山市|文化6年7月5日|<死去>伊予松山藩15万｢松平定則｣(17歳)⇒弟｢松平定
  通｣が継ぐ(⇒天保6年5月29日(18350624)､死去)
1809年8月16日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ自治政府議会議長｢ｾﾙﾊﾞ･ｱﾚｸﾞﾚ侯爵ﾌｱﾝ･ﾋﾟｵ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾄｩ
  ｰﾌｧ･ｲ･ﾗﾚｱ･ｽﾞﾙﾊﾞﾉ｣(~9.22)
1809年8月20日-09:00|日本|福井県福井市|文化6年7月10日|足羽郡勝見村から出火,城下へ延焼,侍屋敷･町家な
  ど252軒焼失
1809年8月21日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||文化6年7月11日|間宮林蔵が黒竜江地方のﾃﾞﾚﾝに至り､海峡(間宮海峡)を確
  認
1809年8月22日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾏｸﾞﾇｽ･ｵﾗﾌｿﾝ･ｽﾃﾌｧﾝｾﾝ｣ﾃﾞﾝﾏｰｸによるｱｲｽﾗﾝ
  ﾄﾞ支配が復元(~18100727)
1809年8月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾝｸﾞﾗ砦がｼｰｸ教徒に占領される
1809年9月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｷﾄの独立政権,ｽﾍﾟｲﾝ軍に無血降伏
1809年9月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ｣
1809年9月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ｣(~18310326死去)
1809年9月7日-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ﾁｬｸﾘｰ王朝国王｢ﾗｰﾏ1世ﾌﾟｯﾀﾖｰﾄﾌｧｰﾁｭﾗｰﾛｰｸ(ﾁｭﾗｰﾛｰｸ/鄭華)｣72歳
1809年9月7日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾁｬｸﾘｰ王朝国王｢ﾗｰﾏ2世ﾌﾟｯﾀﾙｰﾄﾗｰﾅﾊﾟｰﾗｲ(ﾙｰﾄﾗｰﾅﾊﾟｰﾗｲ/鄭佛)｣(~18240721死
  去)
1809年9月7日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｭﾘｱｽ｣
  (1回目~18100720)
1809年9月8日-09:00|日本|愛知県犬山市|文化6年7月29日|<交替>尾張犬山藩35000石(尾張藩附家老)｢成瀬正典｣
  隠居⇒四男｢成瀬正壽｣が継ぐ(⇒天保9(1838)年10月27日､死去)
1809年9月10日-09:00|日本|福井県大野市|文化6年8月1日|大野藩主土井利義の隠居をめぐって,大野町で激しい
  百姓一揆｢大野大乱｣おこる
1809年9月15日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ｼﾞｮﾝ･ﾆｭｰｼﾞｪﾝﾄ･ｽﾐ
  ｽ｣(~18140720)
1809年9月17日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ大公｢ﾛｼｱ皇帝ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世｣(~18251201死去)
1809年9月17日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦9月5日|ﾛｼｱがｽｳｪｰﾃﾞﾝからﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ全土とｵｰﾗﾝﾄﾞ諸島を獲
  得する(ﾌﾚﾃﾞﾘｸｽﾊﾑﾝの和平条約)
1809年9月17日-09:00|日本|大阪府岸和田市|文化6年8月8日|<死去>岡部長住(70歳)前和泉岸和田藩主
1809年9月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英ﾛﾝﾄﾞﾝの歌劇場｢ﾛｲﾔﾙ･ｵﾍﾟﾗ･ﾊｳｽ｣再建後初公演.値上げも不評で戻す事に
1809年9月18日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘのｻﾝﾃｨｱｺﾞで自治委員会が設立
1809年9月21日-09:00|日本|岡山県岡山市|文化6年8月12日|<死去>木下利忠(72歳)前備中足守藩主
1809年9月22日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ自治政府議会議長｢ｾﾙﾊﾞ･ﾌﾛﾘﾀﾞ伯ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ｹﾞﾚﾛ･ｲ･ﾏﾃｳ
  ｣(~10.24)
1809年9月23日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||ﾖｳﾞｧﾝ･ﾔﾝﾁｯﾁ=ｻﾗｼﾞﾘﾔ率いるﾎﾞｽﾆｱの地方反乱(~10月)
1809年9月25日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ|  |||<死去>ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ島知事｢Nicolas Ernault de Regnac des Brulys｣
1809年9月28日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢Samuel Edward Steward｣(~1833年)
1809年9月30日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||7月30日にﾎﾗﾝﾄ王国に上陸したｲｷﾞﾘｽ軍が敗退し､海上に逃れる
1809年9月30日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ聴問庁長官｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾆｴﾄ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾋﾞﾆｬｽ･ｲ･ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾚﾝｼ
  ｱ･ｲ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ｣(~18101113)
1809年9月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||W.H.ﾊﾘｿﾝ､ﾈｲﾃｨｳﾞ･ｱﾒﾘｶﾝと条約を結び､約300万ｴｰｶｰを購入
1809年9月30日-09:00|日本|  ||文化6年8月21日|<死去>天竜道人(92歳)画家
1809年10月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ｱﾚｯｸｽ･ﾏｯｹﾝｼﾞｰ･ﾌﾚｲｻﾞｰ｣(~11月)ｹﾝﾄ
  公の下で
1809年10月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢Alex McKenzie Fraser｣(~18100816)
1809年10月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙのｷﾞｱﾅ知事｢Pedro Alexandrino Pint
  o de Sousa｣(~1812.2)
1809年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1809年10月2日-09:00|日本|大阪府高槻市|文化6年8月23日|<交替>摂津高槻藩36000石｢永井直進｣隠居⇒長男｢永
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  井直与｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年11月18日､隠居)
1809年10月2日 13:00|日本|  ||文化6年8月23日|<文化6年関東一帯暴風雨>夜亥の刻(22時ごろ)から翌日にかけ
  て大風で神社､仏閣､武家屋敷から町家､江戸近郷の民家の多くが破損.大木も多く吹き倒された/東海道筋の松
  並木も上総､下総､相模の民家も樹木も吹き倒され､多くの人が死亡/江戸へと向かう諸国の廻船,伊豆や房総の
  漁船の多くが転覆し､大勢死亡
1809年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<辞任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第20代首相｢第3代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公爵ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ=ﾍﾞ
  ﾝﾃｨﾝｸ｣
1809年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第21代首相｢ｽﾍﾟﾝｻｰ･ﾊﾟｰｼｳﾞｧﾙ｣ﾄｰﾘｰ党(~18120511死去)
1809年10月8日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ｸﾚﾒﾝｽ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ･ﾛﾀｰﾙ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｺﾝ･ﾒｯﾃﾙﾆﾋ=ｳﾞｨﾈﾌﾞﾙｸ｣(~
  18480313)
1809年10月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱﾗﾝ伯｢ｱｰｻｰ･ｻﾝﾀﾞｰｽ･ｺﾞｱ
1809年10月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱﾗﾝ伯｢ｱｰｻｰ･ｻﾝﾀﾞｰｽ･ｺﾞｱ｣(~18370120死去)
1809年10月9日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ|  |||<就任>ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ島知事｢Jean Chrysostome Bruneteau de Sainte-Suzanne｣(~1
  8100708)
1809年10月9日-09:00|日本|  ||文化6年9月|<出版>大阪の春泉斎清秀｢二十四輩巡拝図会｣
1809年10月9日-09:00|日本|  ||文化6年9月|<出版>北尾繁昌｢狂歌百人一首｣
1809年10月11日-09:00|日本|  ||文化6年9月3日|<死去>辰岡万作(68歳)歌舞伎作者
1809年10月14日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||西ｶﾞﾘｼｱはﾜﾙｼｬﾜ公国に割譲され､ﾀﾙﾉﾎﾟﾙ周辺地域(ﾀﾙﾉﾎﾟﾗｰｸﾗｲｽ
  )はｼｪｰﾝﾌﾞﾙﾝ条約(18091020批准)によりﾛｼｱに割譲された
1809年10月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとﾌﾗﾝｽの戦争が､ｼｪｰﾝﾌﾞﾙﾝの和約で終結
1809年10月14日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶｯﾀﾛはｲﾘｭﾘｱの一部としてﾌﾗﾝｽに併合
1809年10月14日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽﾛﾍﾞﾆｱをﾌﾗﾝｽに併合(~18130929)
1809年10月14日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾀﾞﾙﾏﾁｱ､ﾌｨｳﾒ､ﾗｸﾞｰｻﾞはｲﾘｭﾘｱ地方(ｲﾘｭﾘｴﾝﾇ県)の一部としてﾌﾗﾝｽに併合
  される
1809年10月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄﾘｴｽﾃはﾌﾗﾝｽにｲﾘｭﾘｱ州(ﾄﾘｴｽﾃ県)の一部として併合
1809年10月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄﾚﾝﾃｨｰﾉ､ﾃｨﾛﾙがｲﾀﾘｱ王国へ編入
1809年10月16日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｻﾞﾝﾃを占領し､数日後にはｹﾌｧﾛﾆｱ島､ｲ･ﾀｶ､ｾﾘｰｺﾞが占領され
  る
1809年10月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄﾞｩﾙｶﾞｰ･ﾏｰﾆｰｷﾔ｣(~18130406没)
1809年10月25日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾘ1世｣
1809年10月25日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑﾀﾜｷﾙ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾘ1世の息子(~18160909死去)
1809年10月25日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾀ民事行政長官｢Hildebrand Oakes｣(18100512まで代理
  ~18131004)
1809年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ=ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣
1809年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ=ｽｺｯﾄ=ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣(~18540327死去)
1809年11月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ｺﾘﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~18140402)ｹﾝﾄ公の下
  で
1809年11月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱのﾌﾗﾝｽ執事(ｶｰﾙｼｭﾀｯﾄ)｢ﾄﾚﾓﾝ男爵ﾙｲ=ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｼﾞﾛｰ･ﾄﾞ･ｳ
  ﾞｨｴﾆｰ｣(~1810年11月)､民政･軍政執事(ｶｰﾙｼｭﾀｯﾄ)｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾎﾞﾚｽﾗﾌ･ｶｼﾐｰﾙ･ﾃﾞｭｳﾞｧﾙ･ﾄﾞ･ｼｬｽﾉﾝ･ﾄﾞ･ｸﾙｾﾞ｣(~1810年)
1809年11月 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ副王はｱﾙﾄﾍﾟﾙｰに軍を送り反乱を鎮圧｡ﾑﾘﾘｮは処刑される
1809年11月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾗﾝｽﾞﾀﾞｳﾝ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾟﾃｨ｣
1809年11月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾗﾝｽﾞﾀﾞｳﾝ侯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾟﾃｨ=ﾌｨｯﾂﾓｰﾘｽ｣先代の弟(⇒18180704兼4代ｹﾘｰ
  伯~18630131死去)
1809年11月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｵｶｰﾆｬの戦い>ｽﾍﾟｲﾝ領内に侵入した英国･ｽﾍﾟｲﾝ合同軍は,態勢
  を立て直したｽﾙﾄ軍に撃破され,その後ﾌﾗﾝｽ軍の増援部隊により,ふたたびﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領内に押し込められる
1809年11月22日-09:00|日本|東京都江東区|文化6年10月15日|中村歌右衛門､深川浄心寺妙見宮を再建
1809年11月22日-09:00|日本|福岡県大牟田市|文化6年10月15日|<死去>立花種周(66歳)前筑後三池藩主､元寺社
  奉行･若年寄
1809年12月-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰを出発したﾎﾞｲﾄﾞ号､ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞでﾏｵﾘに襲われ､約70人の死
  者をだす
1809年12月2日-09:00|日本|東京都墨田区|文化6年10月25日|<大相撲>文化6年10月場所[江戸本所回向院](10日
  間)優勝:(東大関)柏戸,7勝1敗2休
1809年12月4日-09:00|日本|  ||文化6年10月27日|<死去>速水宗達(70歳)茶人
1809年12月7日-09:00|日本|東京都|文化6年11月|<完成>北斎,市村座顔見世興行｢貞操花鳥羽恋塚｣二番目狂言の
  招牌一枚画く
1809年12月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世､世襲帝政を志向し､子どもを生まなかったという理由でｼﾞｮｾﾞﾌｨｰﾇ
  と離婚
1809年12月23日-09:00|日本|  ||文化6年11月17日|<死去>6代大橋宗英(54歳)将棋棋士/九世名人
1809年12月29日-09:00|日本|和歌山県田辺市|文化6年11月23日|<死去>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤
  直興(直与)｣(20歳)⇒翌年2月29日､兄｢安藤直則｣が継ぐ(⇒文政6年10月19日(18231121)死去)
1810年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<死去>ﾄﾝｶﾞ大首長｢ﾌｧﾀﾌｪｲ･ﾌﾇﾇｲﾔﾜ｣
1810年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Tufele1世｣(~同年死去)⇒｢Kulitea｣(~1819年)
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1810年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｱｲﾅｽ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ｱｲﾅｽ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾗﾝﾌﾞｰﾀﾝ･ｼﾞｬﾝﾀﾝ｣
1810年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｱｲﾅｽ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ｱｲﾅｽ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾇﾘ｣(~?)
1810年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｼﾞｮﾎｰﾙ統治者(ｳﾀﾞﾝｸﾞ･ﾙｱｸ･ｼﾞｮﾎｰﾙ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾇﾘ｣(~1820年頃)
1810年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ居住者代表｢ｳｨﾘｱﾑ･Parker｣(~1812年)
1810年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｱｸ･ｽﾘ･ｲﾝﾄﾞﾗﾌﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan al-Sayyid al-Sharif Ibrahim Abdul Jalil
   Khaliluddin｣(~1815年)
1810年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾏﾝ王国ﾗｼﾞｬ｢Tuan Tok Nik Tok Leh/Tuan Mansur｣(~1836年)
1810年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｼﾞｸﾞﾐ･ﾄﾞﾗｸﾞﾊﾟ2世｣(~1811年)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾃｨ国統治者(ﾗｲｽ)｢ﾗﾙ･ﾄﾞｩﾆﾔﾊﾟｯﾄ･ｼﾝ｣(~不明)⇒｢ﾗﾙ･ｱﾝﾌｰﾄ･ｼﾝ｣(~1862年没)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｮｽ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ﾚﾝｸｶ･ﾊﾞｲ｣(~1822年没)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾗｵ2世･ﾌﾟｱｰﾙ｣(~18331017没)､摂政｢ﾏｲﾅ･ﾊﾞｲ･ﾗｼﾞｪ･ﾌﾟｱｰﾙ｣
  (2回目~1827年)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾗﾌﾟｰﾙ国摂政｢ﾚﾝｸｶ･ﾊﾞｲ｣(~1822年没)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ藩王｢ｺﾞｳﾘｰ･ﾗｸｼｭﾐｰ･ﾊﾞｲｲ｣(~1815年)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞｯﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾀﾞﾚﾙ･ｼﾝ｣(~1821年)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾄﾞﾗﾜ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾊｰﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1821年6月)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾕﾙﾊﾞﾆ国摂政｢ﾗﾆ･ｼﾞｬﾑﾅ･ﾃﾞｳﾞｨ｣(~1813年)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾘｱ国統治者(ﾀｺﾚ･ｻﾍﾌﾞ)｢ｻﾀｼﾞ･ﾄﾞｳｻｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾑﾙｳﾞｧｼﾞ･ｻﾀｼﾞ｣(~1875年)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾃｨｱｰﾗ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｴ･ﾗｼﾞｶﾞﾝ)｢ｻｰﾋﾌﾞ･ｼﾝ｣(~18130326)
1810年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｸﾞﾆ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1810年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｱｯﾊﾞｽ･ｸｰﾘ･ﾊｰﾝ｣(5度目~1812年)
1810年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾚｰﾝ支配者(ﾊｷﾑ)｢ｱ･ﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾋﾞﾝ･ｳﾌｧｲｻﾝ(ﾃﾞｨﾙｲｰﾔ総督)｣(~1811年)
1810年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾊﾟｼｬ｣(~1813年2月)
1810年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ｱｰﾒﾄﾞ･ﾍﾞｲ｣(~1811年)
1810年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>上ﾔｰﾌｧ･ｻﾙﾀﾝ｢`Umar ibn Qahtan ibn `Umar Al Harhara｣(~1815年)
1810年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｷｴﾌ軍総督兼ｷｴﾌ行政区域民事主席管理者｢Mikhail Andreyevich Milorado
  vich｣(~1818.8)
1810年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｻﾝｸﾙ首長｢ﾓﾘﾃﾞｨ･ｳｽﾏｰﾝ｣(~1822年)
1810年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Suleyman Pasha al-Adil｣(1期目~1812年)
1810年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<就任>ﾑﾋﾞﾚ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ｽｳﾞｫｽｳﾞｪ･ﾆｬｿﾛ｣(~1835年頃)
1810年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<即位>ｸﾊﾞ王国ﾆｰﾐ｢ﾐｺ･ﾐﾑﾌﾞｰﾙ｣(~1840年)
1810年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬをﾛｼｱが占領(~同年)
1810年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ｽｸﾀﾘ･ﾊﾟｼｬ国ﾊﾟｼｬ｢Ibrahim Bushati｣
1810年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾄﾞ･ﾀﾞﾆ｣(~1815年)
1810年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾚｼｯﾄ･ﾊﾟｼｬ･ﾌﾞｼｬﾃｨ｣ﾍﾞﾗﾄのﾊﾟｼｬ(~18311009)
1810年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ民政･軍政執事(ｶｰﾙｼｭﾀｯﾄ)｢ｺﾝﾀﾃﾞｽ伯ﾏﾘｰ･ﾒﾘｰ｣(~1811年6月)
1810年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｯﾍﾟ=ﾋﾞｴｽﾃﾙﾌｪﾙﾄﾞ候｢Ernst｣(~1840年)
1810年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾝｸﾞ王国国王｢ｵｸﾞﾘ･ｲｿｸﾞｳｪ･ﾑﾎﾟﾛ｣(~1840年)
1810年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ｽｸﾀﾘ･ﾊﾟｼｬ国ﾊﾟｼｬ｢Mustafa Sherifi｣(~1831年)
1810年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾒﾘﾗをｲｷﾞﾘｽが占領したが､ｽﾍﾟｲﾝ政権が続く(~18140530)
1810年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<死去>ﾊﾞﾅﾅ諸島首長｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｶｰｶｰ｣
1810年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｱﾙﾑ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｻｱﾙﾑ)｢ﾝﾃﾞﾈ･ｼﾞｬｸｻﾅ･ﾝｼﾞｪｲ｣(~1817年)
1810年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｼｪﾝｼﾞ首長｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｶｰｶｰ1世｣父親であるﾌﾟﾗﾝﾀﾝのｽﾃｨｰｳﾞﾝ･ｶｰｶｰ(ｼｪﾝｹ
  ﾞ族長)から旧ｶｸﾞﾎﾞﾛ族長の座を与えられた(~1831年没)
1810年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾊﾞﾅﾅ諸島首長｢ﾄｰﾏｽ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｶｰｶｰ｣(~1820年)
1810年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾎﾞｶﾙ･ﾗﾐﾝ･ﾊﾞｰﾙ｣(~1812年)
1810年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ｸﾘ･ﾑﾊﾞｰﾊﾞ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(~1816年)
1810年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｭﾘｱｽ ｣(~1815年)
1810年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Sir George Beckwith｣(~1815年)
1810年 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副知事｢Edward Beaks, Sr.｣(~1816年)
1810年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地暫定総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺﾚﾙ｣(~1811年)
1810年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ州暫定総督補佐｢ｶﾙﾛｽ･ﾏﾘｱ･ｶｽﾀﾆｮﾝ｣(~1812年)
1810年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾒﾊﾒﾊ王朝がﾊﾜｲ諸島統一
1810年1月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>革命ｾﾙﾋﾞｱ管理評議会会長｢ﾔｺﾌ･ﾈﾅﾄﾞｳﾞｨｯﾁ｣(~18110122)
1810年1月 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢Pablo Guillen Martinez｣(~1
  8110213)
1810年1月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地総督｢ﾗｯｸﾗﾝ･ﾏｯｺｰﾘｰ｣(~18211201)
1810年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ﾆｸﾗｳｽ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ﾜｯﾃﾝｳｨﾙ｣Mod(2期目~12.31)
1810年1月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝがﾌﾗﾝｽとﾊﾟﾘ条約を結び､大陸封鎖体制に加入
1810年1月6日-09:00|日本|東京都千代田区|文化6年12月1日|有栖川宮熾仁親王の娘楽宮が徳川家慶(家斉の第4
  子で､のちの12代将軍)に降嫁
1810年1月8日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾀｽﾏﾆｱ最初の新聞､『ﾀﾞｰｳｪﾝﾄ･ｽﾀｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｻﾞ･ｳﾞｧﾝ･ﾃﾞｨｰﾒﾝｽﾞ･ﾗﾝﾄﾞ･ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｻｰ
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  』､ﾎﾊﾞｰﾄで創刊
1810年1月9日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ･ﾄﾘｰ｣(~18110425)
1810年1月10日-09:00|日本|長野県|文化6年12月5日|信濃国の紙問屋一揆
1810年1月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの化学者ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾘｯﾀｰ(17761216～)1801年に｢紫外線｣発見
1810年1月25日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島司令官｢Tankerville Alexander Crane｣(~181302
  18)
1810年1月30日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Ramon de Carvajal y Castane
  da｣(~同年)
1810年1月30日-09:00|日本|  ||文化6年12月25日|水戸光圀によって着手された『大日本史』が一部を除き完成
  水戸藩主徳川治紀が全397巻を幕府に献上→最終稿完成は250年後の1906年(明治39年)
1810年2月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｲｷﾞﾘｽ軍司令官｢Samuel Kelly｣(~18111221死去)
1810年2月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾓﾙｯｶ諸島を占領(~1817.4)
1810年2月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳｫﾙﾍﾚﾝをﾌﾗﾝｽが併合
1810年2月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍が､ｽﾍﾟｲﾝ南部のｾﾋﾞﾘｬを占領
1810年2月4日-09:00|日本|新潟県上越市|文化7年|<交替>越後高田藩15万石｢榊原政敦｣隠居⇒長男｢榊原政令｣が
  継ぐ(⇒文政10(1827)年､隠居)
1810年2月4日-09:00|日本|  ||文化7年1月|<出版>宇多川国麿｢画図戯場三体誌｣
1810年2月4日-09:00|日本|  ||文化7年1月|<出版>喜多武清｢歌仙絵抄｣
1810年2月4日-09:00|日本|  ||文化7年1月|<出版>勝川春扇｢身振いろはげゐ｣
1810年2月4日-09:00|日本|  ||文化7年1月|<出版>辰斎･北鵞･北馬･北尾重政･長谷川雪旦等｢狂歌千もとの華｣
1810年2月4日-09:00|日本|  ||文化7年1月|<出版>東西庵南北,青本｢筆始日出松｣(歌川豊広の子息金蔵が僅か十
  二歳にして画)芝の甘泉堂
1810年2月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍が､ｽﾍﾟｲﾝのﾏﾗｶﾞを占領
1810年2月6日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Sir George Beckwith｣(~7.10)
1810年2月6日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ占領(~18141207)
1810年2月7日-09:00|日本|東京都墨田区|文化7年1月4日|江戸妙縁寺類焼
1810年2月10日-09:00|日本|石川県|文化7年1月7日|<死去>前田治脩(66歳)前加賀藩主
1810年2月12日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｺﾛﾝﾊﾞｲﾝ｣(~18110
  430)
1810年2月15日 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ全島占領(~18150124)
1810年2月15日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･議長｢ﾎｱｷﾝ･ﾃﾞ･ﾓﾘﾅ･ｲ･ｽﾞﾚﾀ(ｸｴﾝｶ)｣(~18120709)
1810年2月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ大公｢ｶｰﾙ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾌｫﾝ･ﾀﾞｰﾙﾍﾞﾙｸ｣ﾏｲﾝﾂ大司教領､ｱｼｬｯﾌｪﾝﾌﾞﾙｸ､ｳﾞ
  ｪｯﾂﾗｰ､ﾌﾙﾀﾞ､ﾊｰﾅｳ､ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄを統合(~18131026)
1810年2月17日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｬ･ｲﾗｸﾘｵﾝ(ﾏﾙﾀ島)地震M7.8､死者2千
1810年2月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾗﾝﾄ王国総督｢Jean-Philippe-Francois Filz｣
1810年2月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｲｷﾞﾘｽ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･Tucker｣(~6月)
1810年2月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｱﾝﾎﾞﾝを占領(ﾍﾞﾝｶﾞﾙに従属)(~18170325
1810年2月19日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙが､対ｲｷﾞﾘｽ通商友好条約を締結
1810年2月21日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Thomas Barrow｣(⇒1812.11､知事~181
  6年)､知事代理｢Scott｣(~1811年)
1810年2月21日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島をｲｷﾞﾘｽが占領(~18160201)
1810年2月21日-09:00|日本|埼玉県川越市|文化7年1月18日|<死去>武蔵国川越藩15万石｢松平直恒｣(49歳)⇒次男
  ｢松平直温｣が継ぐ(⇒文化13(1816)年7月28日､死去)
1810年2月22日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾊﾞ島をｲｷﾞﾘｽが占領(~18160222)
1810年2月23日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾃﾞ･ﾋﾞｱ｣(~18160301)
1810年2月25日-09:00|日本|熊本県熊本市|文化7年1月22日|<死去>熊本新田藩35000石｢細川利国｣(27歳)⇒弟｢細
  川利愛｣が継ぐ(⇒天保4(1833)年11月8日､隠居)
1810年2月28日-09:00|日本|  ||文化7年1月25日|<死去>唐来参和(67歳)戯作者､狂歌師
1810年3月3日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾌｧﾋﾞｱﾝ･ｺﾞｯﾀﾙﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾀｲﾝﾊｲﾙ｣(1823年から
  代行~18240322)
1810年3月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､国事犯監獄の制度が復活
1810年3月4日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾃﾞ･ｱｷﾞﾗｰﾙ｣(~18130904)
1810年3月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Jose Maria de Alos｣(~18130220)
1810年3月5日-09:00|日本|  ||文化7年2月|<刊行>蘭学者,藤林普山,蘭日辞書｢訳鍵｣
1810年3月7日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ総司令官｢Sir John Broderick｣(~18110606)
1810年3月8日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ王国首席大臣(閣僚評議会議長)｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾔﾝ ｷｬﾝﾋﾞｱ｣(~12.31
  )
1810年3月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの化学者､物理学者ﾍﾝﾘｰ･ｷｬﾍﾞﾝﾃﾞｨｯｼｭ/78歳(誕生17311010)水素
  を発見､静電気の研究
1810年3月15日-09:00|日本|岡山県新見市|文化7年2月11日|<死去>関長誠(66歳)前備中新見藩主
1810年3月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄﾞﾝｹﾞ川の西にあるｵﾗﾝﾀﾞ王国のﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ県がﾌﾗﾝｽに併合され､ﾌﾞﾚﾀﾞ地
  区としてﾄﾞｩｰ=ﾈｰﾄに併合される
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1810年3月19日-09:00|日本|東京都中央区|文化7年2月15日|<大相撲>文化7年2月場所[江戸山王御旅所茅場町薬
  師](10日間)優勝:(西大関)雷電,9勝0敗1無勝負
1810年3月29日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾅﾌﾁﾊﾞﾝはﾛｼｱに併合
1810年3月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｺｰﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾄｯﾌﾟﾌｫｰﾄﾞ｣
1810年3月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｺｰﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾄｯﾌﾟﾌｫｰﾄﾞ｣(~18350615死去)
1810年4月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督代理｢Georg Oechsner｣(~3日)
1810年4月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Joaquin de Soria Santa Cruz｣(~18101007)
1810年4月 10:00|ﾊﾜｲ|  |||ｶｳｱｲ島はﾊﾜｲ諸島王国に割譲
1810年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘｱ･ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1810年4月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝとｵｰｽﾄﾘｱの皇女ﾏﾘｰ･ﾙｲｰｽﾞ(18)との結婚式
1810年4月3日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督｢Peter Graf von Goess｣(~1815.4)
1810年4月4日-09:00|日本|  ||文化7年3月|<出版>歌川国房｢相生百人一首姫鏡｣
1810年4月4日-09:00|日本|  ||文化7年3月|天文方高橋景保(間重富･馬場佐十郎ら協力)｢万国全図｣完成
1810年4月6日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｻﾝﾀ･ﾏｳﾗを占領
1810年4月7日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Peter de Havilland｣(~1821041
  4死去)
1810年4月8日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ｸﾞﾘｱ公国はﾛｼｱの保護領
1810年4月13日-09:00|日本|愛媛県大洲市|文化7年3月10日|<交替>伊予新谷藩1万石｢加藤泰賢｣隠居⇒長男｢加藤
  泰儔｣が継ぐ(⇒天保2(1831)年3月15日､隠居)
1810年4月13日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|文化7年3月10日|<交替>豊後日出藩25000石｢木下俊懋｣隠居⇒
  次男｢木下俊良｣が継ぐ(⇒文化12(1815)年10月17日､21歳で死去)
1810年4月13日-09:00|日本|福井県大野市|文化7年3月10日|<交替>越前大野藩4万石｢土井利義｣隠居⇒養子｢土井
  利器｣が継ぐ(⇒文政元(1818)年5月17日､死去)
1810年4月14日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎﾞﾃﾘｮ･ﾎｰﾑﾑ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｽ･ﾍﾟｿｱ
  ｣(~同年)⇒｢統治ｼﾞｭﾝﾀ(ﾌﾚｲ･ﾎｾ･ﾀﾞ･ｱﾇﾝｼｱｿﾝ/ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ/ﾎｱｷﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ﾍﾞﾛｿ)｣(~18
  120307)
1810年4月19日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督兼総司令官｢Fernando Miyares y Gonzal
  es｣(~18120622)
1810年4月19日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ臨時政府主席｢Jose de las Llamosas｣(~8月)
1810年4月19日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ｶﾗｶｽで革命委員会設立され､ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ武装独立運動始まる(~18231108)
1810年4月22日-09:00|日本|東京都中央区|文化7年3月19日|<死去>初代竹本住太夫(不明)浄瑠璃太夫/2代目竹本
  政太夫の門弟
1810年4月24日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄをﾌﾗﾝｽが併合
1810年4月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝがﾋﾟｱﾉ曲｢ｴﾘｰｾﾞのために｣作曲(ﾃﾚｰｾﾞ･ﾏﾙﾌｧｯﾃｨに贈られた曲?)
1810年4月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾊﾞｰﾊﾞﾙ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣
1810年4月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで刑法典が公布される
1810年4月29日-09:00|日本|大阪府和泉市|文化7年3月26日|<死去>和泉国伯太藩13500石｢渡辺春綱｣(33歳)⇒6月
  2日､弟｢渡辺則綱｣が継ぐ(⇒文政11(1828)年11月7日､隠居)
1810年5月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱとﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ議長｢ｳﾞｧｼﾘｰ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ｸﾗｽﾉ=ﾐﾗｼｪｳﾞｨﾁ｣
  (~1812年11月)
1810年5月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､第2ﾒｰｺﾝ法が制定される/すべての通商を禁止するが仮にｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽの
  どちらかがｱﾒﾘｶの船舶に対する干渉を止めれば合衆国はもう一方への通商禁止を強化する
1810年5月3日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Diego de Canas y Portocarrer
  o｣(~1811年)
1810年5月8日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｶﾀｰﾆ(ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ大統領)｣(~9.14)
1810年5月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾅﾊﾙｼﾝｼﾞ｣(~18210809)
1810年5月20日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文化7年4月18日|紀州藩小田金吾(11歳)｡京都三十三間堂で半
  堂総矢数11,910本の内11,760本を通し天下一
1810年5月22日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｺﾛﾝﾋﾞｱのｶﾙﾀﾍﾅで､ｽﾍﾟｲﾝ本国支配に対抗革命的ﾌﾝﾀが成立
1810年5月23日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ｲﾒﾚﾃｨはﾛｼｱ帝国へ編入
1810年5月23日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<解任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ
  ･ﾃﾞ･ｼｽﾈﾛｽ･ﾃﾞ･ﾀﾜｰ｣五月革命により本国から解任
1810年5月23日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ州暫定統治評議会議長
  ｢ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ市議会｣(~24日)
1810年5月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《劇音楽｢ｴｸﾞﾓﾝﾄ｣》
1810年5月24日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ州暫定統治評議会議長
  ｢ﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ･ﾃﾞ･ｼｽﾈﾛｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾄｰﾚ｣(~25日)
1810年5月25日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ州暫定統治評議会議長
  ｢ｺﾙﾈﾘｳｽ･ﾕﾀﾞｽ･ﾀﾃﾞｳｽ･ﾃﾞ･ｻｰｳﾞｪﾄﾞﾗ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣(~18110923)
1810年5月25日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾍﾞﾙｸﾞﾗﾉ将軍にひきいられた革命軍,ｽｲﾊﾟｰﾁｬでの副王軍との戦闘に勝利.実
  権を獲得(5月革命)､ｽﾍﾟｲﾝから独立宣言､臨時のﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ自治評議会(ﾌﾟﾘﾒﾗ･ﾌﾝﾀ)ｺﾙﾈﾘｵ･ｻｱﾍﾞﾄﾞﾗの管理となる
  (~18110826)
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1810年6月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｲｷﾞﾘｽ総督｢M. ﾍﾝﾘｰ･Court｣(~1811.2)
1810年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>12代ﾛｼｽﾞ女伯｢ｼﾞｪｰﾝ･ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾚｽﾞﾘｰ｣
1810年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>13代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｲｳﾞﾘﾝ=ﾚｽﾞﾘｰ｣先代の息子(~18170211死去)
1810年6月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾊﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1822.6)
1810年6月4日-09:00|日本|東京都中央区|文化7年5月3日|<死去>十代目中村勘三郎(中村座座主)
1810年6月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｻﾞｲﾇｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~18210806死去)
1810年6月12日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月6日|<就任>全ﾛｼｱ国務院議長･閣僚委員会委員長｢ｸﾞﾗｰﾌ･ﾆｺﾗｲ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯ
  ﾁ･ﾙﾐｬﾝﾂｪﾌ｣(~18120401)
1810年6月12日-09:00|日本|東京都中央区|文化7年5月11日|<死去>大屋裏住(77歳)狂歌師
1810年6月13日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<廃位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公｢ｽｶｰﾗｯﾀ･ｶﾘﾏｷ｣ﾛｼｱにより
1810年6月15日-09:00|日本|兵庫県たつの市|文化7年5月14日|<死去>脇坂安親(73歳)前播磨龍野藩主
1810年6月15日-09:00|日本|福島県いわき市|文化7年5月14日|<死去>陸奥磐城平藩67000石｢安藤信成｣(68歳)⇒
  次男｢安藤信馨｣が継ぐ(⇒文化9(1812)年10月22日､死去)
1810年6月16日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾄﾛｯﾄ｣(~18110831)
1810年6月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ｱｽﾀｰ､太平洋毛皮会社設立
1810年6月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾓﾝｺﾞﾙﾌｨｴ/69歳(誕生17400826)無人熱気球を開発したﾌﾗﾝｽ
1810年7月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙのｼｳﾀﾞｰﾄﾞ･ﾛﾄﾞﾘｺﾞを占領
1810年7月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾎﾗﾝﾄ王国国王｢ﾛｰﾃﾞｳｪｲｸ2世(ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾙｲ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ)｣ﾍﾞﾙｸ大公.ﾙｲ･ﾎﾞ
  ﾅﾊﾟﾙﾄの次男.ﾅﾎﾟﾚｵﾝ3世の兄(~13日､ﾎﾗﾝﾄ王国はﾌﾗﾝｽ帝国に併合)
1810年7月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<廃位>ﾎﾗﾝﾄ王国国王｢ﾛｰﾃﾞｳｪｲｸ1世(ﾙｲ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ)｣
1810年7月3日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ王国摂政代行｢ﾊﾟｳﾙｽ･ﾔｺﾌﾞｽ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾊｲﾑ(摂政暫定評議会議
  長)｣(~13日)
1810年7月3日-09:00|日本|静岡県掛川市|文化7年6月2日|<死去>遠江掛川藩5万石｢太田資言｣(29歳)⇒婿養子｢太
  田資始｣が継ぐ(⇒天保12(1841)年6月3日､隠居)
1810年7月4日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｱｸﾞｴﾀﾞ･ｶﾞﾘｬﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾘｬﾐｻﾙの指導するﾊﾟﾝﾌﾟﾛﾅの議会,独立を宣言
1810年7月6日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<死去>ﾒﾘﾅ王国君主｢ｱﾝﾁﾞｱﾅﾝﾌﾟｲﾆﾒﾘﾅ｣
1810年7月6日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<即位>ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ王国君主｢ﾗﾀﾞﾏ1世｣(~18280727死去35歳)
1810年7月6日-09:00|日本|山梨県|文化7年6月5日|<死去>木喰(93歳)仏教行者､仏師/1,000体以上の木彫仏を残
  した
1810年7月7日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ島知事｢Henry Sheehy Keating｣ｲｷﾞﾘｽ司令官(~7.9)
1810年7月7日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾘｵ･ｺﾝﾌﾟﾘﾄﾞ子爵ﾎｾ･ﾃﾞ･ｵﾘｳﾞｪｲﾗ･ﾊﾞﾙﾎﾞｻ｣
  (~18160703)
1810年7月9日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ島知事｢Robert Townsend Farquhar｣ｲｷﾞﾘｽ(1期目~12.20)
1810年7月9日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ島占領(~18150405)
1810年7月10日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ公｢ｻﾌｧﾙ･ｱﾘ･ﾍﾞｲ(1810年から､ｷﾞｵﾙｼﾞ1世)｣(~18211113)
1810年7月10日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱはｽﾌﾑ(ｽﾌﾐ)を占領しｱﾌﾞﾊｼﾞｱはﾛｼｱの保護領となる
1810年7月10日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Sir Hugh Lyle Carmichael｣(~8.30)
1810年7月11日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏｯｺｰﾘｰ島はﾌﾚﾃﾞﾘｯｸﾊｯｾﾙﾎﾞﾛｰによって英国領土宣言､ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞに
  併合
1810年7月13日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢ﾌﾟﾚｻﾞﾝｽ公爵ｼｬﾙﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾙﾌﾞﾗﾝ｣(~18131120)
1810年7月13日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾗﾝﾄ王国がﾌﾗﾝｽに併合される
1810年7月16日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官代行｢ｺﾝｷｽﾀ伯爵ﾏﾃｵ･ﾃﾞ･ﾄﾛ ｻﾞﾝﾌﾞﾗｰﾉ･ｲ･ｳﾚﾀ｣(~9.18)
1810年7月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾞｬﾜﾗﾑｷ条約によりｶﾝｸﾞﾗ国が消滅し､ﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞ(ﾗﾝﾊﾞｸﾞﾗｵﾝのｼﾞｬｷﾞｰﾙを与えら
  れた王朝)に併合される
1810年7月20日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾟｰﾙ｣(4回目~18120807)
1810年7月20日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ﾋｭｰ･ｴﾘｵｯﾄ｣(~181
  31112)
1810年7月25日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ最高統治政府議長｢ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾍﾟｲ･ｲ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗ
  ｰﾃﾞ｣(~18110401)
1810年7月26日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ｣(4回目~10月)
1810年7月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化7年6月25日|<就任>大坂城代｢大久保安芸守忠真｣(~文化12.4.16)
1810年7月27日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢委員会:ｽﾃﾌｧﾝ･ﾄｰﾙ･ｱﾘﾝｿﾝ/ｲｽﾚｲﾌﾙ･ｴｲﾅﾙｿﾝ/ﾗｽﾑｽ
  ･ﾌﾗｲﾃﾞﾝｽﾍﾞﾙｸ｣(~1813年7月)
1810年7月30日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Beckwith卿｣(~1814062
  3)
1810年8月 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ臨時政府主席｢Martin Tovar Ponte｣(~18110302)
1810年8月3日-09:00|日本|  ||文化7年7月4日|<死去>初代鶴賀新内(64歳)新内節太夫
1810年8月7日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ島からﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島に名前を戻す
1810年8月8日-09:00|日本|  ||文化7年7月9日|<死去>初代植村文楽軒(60歳)人形浄瑠璃の文楽座座元
1810年8月8日-09:00|日本|山形県山形市|文化7年7月9日|<死去>出羽山形藩6万石｢秋元永朝｣(73歳)⇒五男｢秋元
  久朝｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年4月13日､隠居)
1810年8月9日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾈｲﾗのｵﾗﾝﾀﾞ砦ﾍﾞﾙｷﾞｰ砦を占領し､ﾊﾞﾝﾀﾞ諸島の支配権
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  を獲得
1810年8月10日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍,反乱の首謀者を処刑/ｷﾄ市民は蜂起し数日間におよぶ市街戦
  /ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ長官を名目的ﾄｯﾌﾟとして承認し,実権をｸﾘｵｰｼﾞｮの評議会が握る臨時政府を樹立
1810年8月13日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾐｭｴﾙ･ﾋﾟﾑの下､ｲｷﾞﾘｽ軍がﾎﾟｰﾄ･ｲﾝﾍﾟﾘｱﾙの港にあるﾊﾟｽ島を占領(~28
  日)
1810年8月13日-09:00|日本|兵庫県小野市|文化7年7月14日|<死去>一柳末英(53歳)前播磨小野藩主
1810年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||1805年のﾅﾎﾟﾚｵﾝ軍の勝利を記念して､ｳﾞｧﾝﾄﾞｰﾑ広場に記念柱が作られる
1810年8月16日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢Colin Campbell｣(~18140825死去
  )
1810年8月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ﾏﾘ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1810年8月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾏﾘ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の息子(~18480112死去)
1810年8月30日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Sir Alexander Forrester Inglis Cochran
  e｣(~18130626)
1810年8月30日-09:00|日本|  ||文化7年8月|<刊行>八隅蘆庵｢旅行用心集｣
1810年8月30日-09:00|日本|  ||文化7年8月|<刊行>洋画家･思想家,司馬江漢｢独笑妄言｣
1810年9月9日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Aires Pinto de Sousa Coutinho｣(~1
  8170514)
1810年9月9日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ自治政府議会議長｢ｶﾙﾛｽ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾄｩﾌｧｰ･ｲ･ﾗﾚｱ･ｽﾞﾙﾊﾞｰﾉ(
  ｷﾄ大審問院王室委員)｣(~22日)
1810年9月14日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬのﾚﾕﾆｵﾝ侯爵ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾍﾞﾈｶ
  ﾞｽ･ﾃﾞ･ｻｱﾍﾞﾄﾞﾗ｣(~18130304)
1810年9月15日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰとﾊﾟﾗﾏｯﾀ間の馬の競争が50ｷﾞﾆｰをかけて行われる
1810年9月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｶｰﾙ･ﾏﾘｱ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪｰﾊﾞｰ《歌劇｢ｼﾙｳﾞｧｰﾅ｣》
1810年9月16日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾒｷｼｺで､ｲﾀﾞﾙｺﾞ神父の指導するｲﾝﾃﾞｨｵの反乱が起こる/ｽﾍﾟｲﾝに対し独立
  戦争開始
1810年9月18日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢(第1)軍事政権:ﾗｺﾝｷｽﾀ伯爵ﾏﾃｵ･ﾃﾞ･ﾄﾛ･ｲ･ｻﾞﾝﾌﾞﾗﾉ･ｲ
  ･ｳﾚﾀ(軍事政権大統領)/ｻﾝﾃｨｱｺﾞ司教ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾄﾞｩﾅｰﾃ･ｲ･ｶﾞﾙｾｽ/ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ｲ･ｵﾛｽｺ侯爵ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ/ﾌｱﾝ･
  ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾛｻｽ･ｺﾚｱ(1回目)/ｲｸﾞﾅｼｵ｡･ﾃﾞ･ｶﾚﾗ･ｸｴﾊﾞｽ(1回目)/ﾌｱﾝ･ｴﾝﾘｹ･ﾛｻﾚｽ･ﾌｴﾝﾃｽ(1回目)/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ﾚ
  ｲﾅ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣(~18110704)
1810年9月18日-09:00|日本|  ||文化7年8月20日|<死去>清原雄風(64歳)歌人
1810年9月21日-09:00|日本|  ||文化7年8月23日|<死去>近松徳三(60歳)歌舞伎･狂言作者
1810年9月22日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ上級政府議会議長｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾘｱ･ﾎｾ･ﾎ
  ｱｷﾝ･ﾍﾞﾆｰﾄ･ﾊﾟｽｶﾙ･ｸﾚﾒﾝﾃ･ﾌｪﾙﾐﾝ･ﾙｲｽ･ｳﾘｴｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ･ｲ･ﾌﾟﾊｰﾀﾞｽ｣(~18111011)
1810年9月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>西ﾌﾛﾘﾀﾞ共和国会議議長｢John Rhea｣(~10.10)
1810年9月23日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲﾀﾞﾙｺﾞの率いる群集,ｸﾞｱﾅﾌｧﾄを占領/ﾍﾟﾆﾝｽﾗｰﾙと富裕ｸﾘｵｰｼﾞｮ数千を虐
  殺し,財産を略奪
1810年9月24日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化7年8月26日|<死去>5代芳澤あやめ(56歳)歌舞伎役者
1810年9月25日 06:00|日本|秋田県|文化7年8月27日|<文化7年羽後地震>8つ半(15時頃)､ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6.5ｸﾗｽの大地
  震/死者57人とも163人とも.家屋､寺全壊1003戸､同半壊400戸､同大破387戸
1810年9月29日-09:00|日本|愛知県田原市|文化7年9月|田原藩､文武学校成章館を創立
1810年10月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｴｲﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｱﾃﾞｨ｣(4回目~11月)
1810年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺｰﾆ｣
1810年10月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ﾘｳﾞｫﾘ公･ｴｽﾘﾝｸﾞ大公ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾏｾﾅ｣(~18110
  305)
1810年10月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺｲﾝﾌﾞﾗとﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの一部をﾌﾗﾝｽが占領(~18110305)
1810年10月7日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Gaspar de Vigodet｣(1期目~1811.1)
1810年10月8日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||執行部,ｻﾝﾀﾌｪからの分離を宣言/ついで最高評議会が独立を宣言
1810年10月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>西ﾌﾛﾘﾀﾞ共和国条約議会議長｢John Hunter Johnson｣(~11.21)
1810年10月10日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲﾀﾞﾙｺﾞの軍勢ｻｶﾃｶｽ,ｻﾝﾙｲｽﾎﾟﾄｼ,ﾊﾞﾘｬﾄﾞﾘ(現ｼｳﾀﾞ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ)を落とし,ﾒｷｼ
  ｺｼﾃｨｰに接近
1810年10月11日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ上級政府議会議長｢ｷﾄ司教ﾎｾ･ﾃﾞ･ｸｴﾛ･ｲ･ｶｲｾﾄﾞ｣(~18
  110909)
1810年10月11日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾓﾚﾛｽ･ｲ･ﾊﾟﾎﾞﾝ神父(当時45歳),ｲﾀﾞﾙｺﾞに続きﾒｷｼｺ南部で蜂起
1810年10月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<開催>第1回ｵｸﾄｰﾊﾞｰﾌｪｽﾄ(ﾐｭﾝﾍﾝ)ﾋﾞｰﾙ祭り
1810年10月15日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰの大ｽﾎﾟｰﾂ大会開始｡最初の本格的競馬の開催｡闘鶏､拳闘､徒競走な
  どが行われる
1810年10月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱとﾌﾟﾛｲｾﾝが反仏の軍事協定を結ぶ
1810年10月17日-09:00|日本|東京都|文化7年9月19日|<死去>加藤遠塵斎(77歳)狩野玉燕の門人､経文を以て仏像
  を画く
1810年10月20日-09:00|日本|滋賀県高島市|文化7年9月22日|<死去>近江大溝藩2万石｢分部光邦｣(25歳)⇒11月19
  日､長男｢分部光寧｣が継ぐ(⇒天保2(1831)年3月10日､隠居)
1810年10月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾏﾃﾞｨｿﾝ米大統領,西ﾌﾛﾘﾀﾞの併合を宣言/ﾙｲｼﾞｱﾅ州知事ｸﾚｱﾎﾞｰﾝ,ﾍﾟ



1810迄(2641件)

  ﾙﾃﾞｨｰﾄﾞ川まで進み,ﾙｲｼﾞｱﾅ領を宣言
1810年10月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝのﾊﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ首相が､経済再建のためｷﾞﾙﾄﾞ制(ﾂﾝﾌﾄ)を廃止し､営業の自
  由を承認
1810年10月30日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲﾀﾞﾙｺﾞの革命軍,ﾒｷｼｺ市に迫りﾓﾝﾃ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ｸﾙｰｾｽでｽﾍﾟｲﾝ軍と対決､反乱
  軍側の勝利/犠牲者の多さからﾒｷｼｺ市占領を断念
1810年11月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱのﾌﾗﾝｽ執事(ｶｰﾙｼｭﾀｯﾄ)｢ｼﾞｮﾙｼﾞ伯ｻｳﾞｨｰﾉ｣(~1811年6月)
1810年11月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ｣(5回目~18110506)
1810年11月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Hermann｣
1810年11月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Friedrich｣(~18380913死去)
1810年11月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢婚約手形｣》
1810年11月3日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾘｺﾞｰがﾍﾟｼｮﾝに対し反乱.南部諸県をﾊｲﾁ共和国から分離
1810年11月6日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾒｷｼｺ軍が反撃を開始し､ﾒｷｼｺ反乱軍がﾒｷｼｺ市から撤退
1810年11月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国摂政｢ﾗﾆ･ｶﾞｳﾘ･ﾗｸｼｭﾐｰ･ﾊﾞｲ｣(1回目~18130416)
1810年11月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ王ｺﾞｳﾘｰ･ﾗｸｼｭﾐｰ･ﾊﾞｲｲ(~1815年)
1810年11月8日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|文化7年10月12日|<死去>安房勝山藩12000石｢酒井忠和｣(36歳)
  ⇒次男｢酒井忠嗣｣が継ぐ(⇒嘉永4(1851)年9月11日､死去)
1810年11月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾀﾞｰﾄﾏｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾚｯｸﾞ｣
1810年11月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾀﾞｰﾄﾏｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚｯｸﾞ｣先代の息子(~18531122死去)
1810年11月10日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢John Harrison Church｣⇒｢Hartmann｣
1810年11月11日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督代行｢ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~18130522)
1810年11月11日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｶﾙﾀﾍﾅの参事会,｢ｶﾙﾀﾍﾅ共和国｣の独立を宣言
1810年11月11日-09:00|日本|茨城県土浦市|文化7年10月15日|<死去>常陸土浦藩95000石｢土屋寛直｣(16歳)⇒翌
  年11月23日､養子｢土屋彦直｣が継ぐ(⇒天保9(1838)年12月7日､隠居)
1810年11月12日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽｲｽのｳﾞｧﾚｰ地方がﾌﾗﾝｽに併合される
1810年11月12日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首長(ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ)｢Verner Jasper Andreas｣(~18160522)
1810年11月13日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ聴問庁長官｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ｶｽﾃｯﾘ(革命政府)｣(~1811年)
1810年11月16日-09:00|日本|東京都墨田区|文化7年10月20日|<大相撲>文化7年10月場所[江戸本所回向院](10日
  間)優勝:(西大関)雷電,7勝1敗1分1休
1810年11月17日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝがｲｷﾞﾘｽに宣戦布告
1810年11月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ﾌﾛﾘﾀﾞ州知事兼軍最高司令官代理｢John Rea + John Hunter Johnson｣(
  ~29日)
1810年11月29日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ軍ﾓｰﾘｼｬｽ司令官｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾊﾞｰｸﾛﾝﾋﾞｰ｣(~12.3)
1810年11月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ﾌﾛﾘﾀﾞ州知事兼軍最高司令官｢Fulwar Skipwith｣(~12.10)
1810年12月-04:00|ﾛｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛｼｱ､｢大陸封鎖令｣に背き､｢対英貿易｣を再開
1810年12月 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾊﾞﾘｬﾄﾞﾘで地方代表による議会結成をよびかけｸﾞｱﾀﾞﾗﾊﾗに進軍し新政府を
  設置,奴隷解放と,農民への土地付与を実施
1810年12月3日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ･ﾌｧｰｶｰ卿｣
  (~18230612)
1810年12月3日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が仏領ﾌﾗﾝｽ島(ﾎﾟｰﾄ･ﾙｲｽ)を占領
1810年12月3日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､ﾌﾗﾝｽが支配しているｱﾝﾃｨﾙ諸島のｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟを占領
1810年12月4日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨｵｽ･ﾃﾞ･ｱﾔﾗ･ｲ･ｸﾞﾃﾞｨｰﾆｮ｣(7.3から軍総督~
  1819年没)
1810年12月6日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾅｰﾝ王国第8代国主ｽﾏﾅﾃｰﾗﾜｰﾄ(~18250413)
1810年12月6日-09:00|日本|熊本県熊本市|文化7年11月10日|<交替>肥後熊本藩54万石｢細川斉茲｣隠居⇒三男｢細
  川斉樹｣が継ぐ(⇒文政9(1826)年2月12日､30歳で死去)
1810年12月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||西ﾌﾛﾘﾀﾞ共和国はﾙｲｼﾞｱﾅに組み込まれた
1810年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<離脱>ﾗｲﾝ同盟:ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ公国､ｻﾞﾙﾑ=ｷﾙﾌﾞﾙｸ侯国､ｻﾞﾙﾑ=ｻﾞﾙﾑ侯国⇒ﾌﾗﾝｽ
  帝国に併合
1810年12月20日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Henry Sheehy Keating｣ｲｷﾞﾘｽ(1期目~18110426)
1810年12月21日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ憲法が公布され､第一共和国(ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ諸州連合)がｽﾀｰﾄ
1810年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公･3代ﾏｰﾁ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1810年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾏｰﾁ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｳｨｰﾑｽﾞ=ﾁｬｰﾀﾘｽ=ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(⇒18260808兼8代ｳｨｰﾑｽﾞ伯~
  18530628死去)
1810年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｽｺｯﾄ｣3代ﾊﾞｸﾙｰ公(~18120111死去)
1810年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~18371203死去)
1810年12月26日-09:00|日本|  ||文化7年12月|小通詞末席の吉雄権之助が英語研究書｢諳厄利亜語和解(あんげ
  りあごわげ)｣第1巻を編集
1810年12月26日-09:00|日本|  ||文化7年12月1日|<死去>初代歌川国政(38歳)浮世絵師/特に役者の似顔を画く
1810年12月26日-09:00|日本|東京都千代田区|文化7年12月1日|<加増>清水徳川家｢徳川菊千代｣賄料3万俵(⇒文
  化12(1815)年2月9日､｢徳川斉順｣に改名)
1810年12月29日-09:00|日本|東京都|文化7年12月4日|<死去>3代瀬川菊之丞(60歳)歌舞伎役者
1810年12月31日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono3世｣(~18111228)


